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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　うろうろ。

　うろうろうろうろ。

　あー、もう、どうしよう。どうしたらいいんだろう。

　うろうろ。

　うろ──あうっ！

　い、痛い……ベッドの角かどに、あ、足ぶつけたあ！

　…………。

　天使様、いつもみたいに突っ込んでくれないんですか？

　ドジだなあ、とか。

　突っ込むって、おまえ……いやらしいんだな。

　な、何ですかそれっ！　その突っ込むじゃありませんよっ！　あっ！　いえ、天使様が何をいいたいのかわかってるわけじゃなくて、そんな以い心しん伝でん心しんじゃなくて！

　……とか。

　いつもならそんな風じゃないですか。

　なのに、ずっとだんまりだなんて、ひどいです。

　あんまりです。

　わかってるんですか？　非常事態で異常事態ですよ？　光ひかる君が！　光君がとうとう！

　ああもう、どうしようどうしよう。

　……落ち着け。落ち着くのよ、愛あい。

　すーはー。

　すーはー。

　すーはー。

　そうよ。ここで焦あせったら、悪あく魔まっ娘こたちの思う壺つぼなんだから。

　きっと、手があるはず。

　何かあるはず。

　それを見つけるの。見つけるのよ、愛。

　天使様が無視するなら、もう、いいもん。もしかしたら、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を天使の国に取りに行ってるのかもしれないし。

　……見捨てられた？

　そ、そそそ、そんなことないもんっ！

　ないはず！

　だって、光君を救えるのはわたしだけ！　わたしの《愛あい》だけのはずなんだから！

　い、いけないいけない。

　すーはー。

　すーはー。

　よく考えてみなきゃ。もう一度、考えてみなきゃ。

　初めから。

　……始まりは、何だっけ……？

　…………。

　……。

　えーと……そう……確か、うん、光ひかる君が家を追い出されたんだった。

　そんな噂うわさが流れて。それで。

　心配してたら、あのおじいさん──確か、玄げん、とかって名前の、光君の元の家、大だい邸てい宅たくのお屋敷の傍そばにある閉へい鎖さされた教会を管理してる、不ぶ気き味みっていうか、何かこう不思議な感じのおじいさんに光君が助けられて、それで、教会に住み込むことになって──

　天使様。

　天使様と会ったのって、二人に会った、その帰りでしたよね。

　自転車に乗ってたわたしの目の前にいきなり現れて。そんでもって、気がついたら自分の家で。ぜ～んぶ、夢かと思ったらそうじゃなくて。

　わたし、とうとう頭がおかしくなったかと思いましたよ。

　いっつも想像が暴ぼう走そうして、いろんなこと考えてたから、とうとう幻げん覚かくが見えるようになっちゃった！　とか思って怖かったんですから。

　ていうか。

　わたし、よくもまあ、あんな話、信じましたよねえ……いまでなくっても、考えてみたら自分でも、変、って思いますもん。

　──光君が、悪あく魔まだなんて。

　それどころか、悪魔の一番偉い人、っていうか《悪あく魔ま神しん》──何か『黒い白』みたいで変な言葉ですけど──《ルシファー》だなんて。

　よく信じたよなー。

　しみじみ思っちゃいますよ。

　まあ、あんなにはっきりくっきり、天使様の姿が見えて、声が聞こえたんじゃ、信じないわけにはいきませんけど。

　そうしなかったら、天使様が噓うそだったら、わたしの見て聞いて感じてる世界、それが全部、噓、ってことになっちゃいますし。

　それに。

　あの女の子たち。

　那な賀が花はなさんとか、田た名な網あみさんとか……いきなり現れて、光君と同居し始めたのを知っちゃったら。

　あの日、新宿の食べ放ほう題だいのレストランで起きた出来事を見たら。

　信じないわけにはいかないですよ。

　彼女たち七人が、《罪人シナー》が、光ひかる君に《高慢プライド》《邪淫ルスト》《強欲グリード》《憤怒ラース》《大食グラトニー》《怠惰スロース》《嫉妬エンヴイ》の《七つの大たい罪ざい》を犯させて、光君を《堕落ダウンフオール》させて、恐ろしい悪あく魔ま神しん《ルシファー》として復ふつ活かつさせるのを企たくらんでるって。

　いまでもはっきり覚えてますもん。

　あの……初めての《堕落ダウンフオール》。

　すごーく怖かったんですから。光君、髪が逆さか立だって、顔つきも変わっちゃって。本当に別人みたいになっちゃって。

　いつもはご飯だってあんまり食べないのに、飲むように食べるし。それに……女の子の……女の子の、お、おおおおおお、おっぱい、とか、摑つかんじゃうし！

　あれを見たら、信じないわけにはいかないですよ。

　光君が、ぴんちだ、って！

　……。

　…………。

　………………はあ。

　……でもね。

　でもですよ、天使様。

　もう天使様の存在とか、光君が悪魔神だとか、那な賀が花はなさんたちが光君を堕だ落らくさせようとしてることとか、そういうのはこの際、疑ってないですけど。

　けどっ！

　やっぱりちょっと無理があるような気がするんですけどっ！

　光君を《堕落ダウンフオール》から救う唯ゆい一いつの手段が、わたしと、その、ち、ち、ちちちちちっ、《契ちぎる》しかないっていうのは！

　そこんとこ、どうなんですかっ!?　本当は別の何かがあるんじゃないんですかっ!?

　ねえっ！

　だんまりかよ、おいっ!!

　はぁはぁ……。

　ま、まあ、いいです。

　いいですよ。

　わたしの《愛あい》の……その……行為の《形》として《契る》ってことが大切で、《愛》で光君を包むことで、《罪シン》を浄じよう化かできるんですよね？

　悪魔神《ルシファー》は、堕だ天てん使し。

　天使《ルシフェル》が堕おちて《ルシファー》になった。二度と堕落させないためには、わたしが頑がん張ばるしかないんですよね？

　わたし、頑張ってきましたよ？

　頑張ってきました。

　天使様は簡単に《契ちぎれ》《契れ》言いますけど、いくら好きな人が相手だからって、そう簡単じゃないんですからね！

　ううん、好きな人だからこそ、ですよ。

　そんな……恥ずかしいっ！

　天使様の言いつけ通りのことをするには、はだっはだっはだっ裸にならないと、駄だ目めなんですからっ！

　死ぬっ！　想像だけで死ぬっ！

　死んじゃいますって！

　……突っ込まないんですか？　パンツだけ脱げばいいだろう、とか。いつもみたいに。

　ぎゃー！　わ、わたし、何言ってんのっ!?

　と、とにかく、そういう問題じゃないんですから。

　えっと……でも、頑張ってきましたよ？

　自分を誉ほめちゃいます。

　わー。ぱちぱちぱち。拍手だってしちゃいます──誰だれもしてくれないから。

　頑張りましたよ？

　お台だい場ばに行く途中で、痴ち漢かんに遭あっても我が慢まんしたし。

　渋しぶ谷やで、田た名な網あみさんの《憤怒ラース》に中あてられて《堕落ダウンフオール》した光ひかる君に、無理やり、キ、キスされても耐えたし。

　光君に、お、おおおお、おっぱいだって触さわらせたじゃないですか！

　頑張ってない、だなんて言わせませんよ!?

　風か邪ぜを押して後こう夜や祭さいにも行ったし！

　光君に《高慢プライド》の罪を犯させないために生徒会長選挙に立候補したりもしたし！

　お、お風ふ呂ろにだって一緒に入ったじゃないですか！

　なのに……なんで《堕落ダウンフオール》しちゃったのかなあ、光君……。

　そりゃあ、最後の一線は越えられなかったけど。

　でも。

　あのとき、わたし、ちょっとその気になってたんですよ？　いいかな、って。前よりは怖くなくなったから。

　けど。

　けどね、天使様。

　わたし、あの光君はいやです。《堕落ダウンフオール》した、ルシファーの光君とじゃ、絶対にいや。

　わたしが好きなのは、あの、ぼーっとした、ちょっと油ゆ断だんするとすぐに人に利用されちゃう、お人よしが過ぎる、光ひかる君なんですから。

　……はぁ。

　光君、ルシファーモードになっちゃって、田た名な網あみさんたちと、どこに行ったんだろう……着き替かえて、すぐにあとを追いかけて、でも、見つからなくて。

　天使様、ちっとも手を貸してくれないし。

　あれから廃はい教きよう会かいにも行ったし、学校に、デパートとか、そういうあの子たちが立ち寄りそうなとこ、いろいろ行ってみたけど、どこにもいないし。

　もう、どうしたらいいかわかんないですよ。

　中学二年の女の子のできることなんか、限られてるんですからね？

　こんなときにこそ、力を貸してくれるべきなんじゃないですか!?　天使様、聞いてるんですかっ!?　いい加減にしないと、いくら温おん厚こうなわたしだって、怒りますよっ!?　キレますよっ!?　《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》、犯しちゃいますよっ!?

　いいんですかっ!?　いんですねっ!?

　うがーっ!!

　がおーっ！

　だりゃあああっ！

　……きゃっ。

　お、お母さん！　大だい丈じよう夫ぶ！　何でもないから！　ちょっと発声練習をしてただけ！　ほら、わたし生徒会長になったでしょ!?　ぼそぼそ喋しやべってたんじゃ駄だ目めだから、それで！

　………………。

　……ふう。

　ご、ごまかせたかな……？

　ほんとにっ！

　これもみんな天使様のせいですからねっ!!　もう二日ですよっ!?　本当に、本当に、いい加減にしてくださいよ!?

　不安になるじゃないですか!!

　それにっ!!

　…………。

　……さ、寂さびしいじゃないですか。

　光君のこと、相談できるのって天使様しかいないのに。こんな馬ば鹿かみたいな話、綾あや香かだって信じてなんかくれないだろうし。わたし独ひとりでどうしろっていうんですか？

　………………。

　…………。

　……。

　……ねえ、天使様……？

　天使様って、本当にいますよね……？

　いましたよね？

　……これ、みぃんな、本当のことですよね？　ちゃんと、起こったことですよね？

　答えてくださいよ……。

　そうじゃなかったら……わたし……




　……何を信じたらいいのか、わからなくなっちゃう……。
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「ねえ、愛あい。本当に大だい丈じよう夫ぶなの……？」

　そんな母の心配そうな声を聞きながら、白しら鳥とり愛は、黒くろ革かわの靴くつの爪つま先さきをタイルに打ち付けるようにして履はきながら、うん、と答えた。

　うん、大丈夫──そのはずだ。

　少し頭が重いし、体もだるいけれど、別に風か邪ぜを引いたわけじゃない。

　理由はわかってる。

　ただの、ただの寝不足。

　いろいろ考えているうちに、気がついたら夜が明けていた。それだけのこと。一いつ向こうに答えの返って来ない、一方通行の、しかも、聞いているのかどうかさえ怪あやしい天使との会話──相手がいるかどうかもわからない独ひとり言ごとを会話というのならだけれども──それを続けていたら、朝になってしまった。

　けれども、そうでなかったとしても、きっと眠れなかっただろうとは思うけれど。

　光ひかる──神かみ代しろ光が、連れ去られてから二日の間、愛は一いつ睡すいもしていなかった。

　否いな、連れ去られたというのは正確ではない。彼は自分の足で立ち去ったのだから。少女たちを。七人の《大たい罪ざい者しや》を従えて。

　──愛の元から去っていった。

　そのときのことを思うと、つい、涙が滲にじんでしまいそうになる。それほどの衝しよう撃げきだった。ありえない光景だった。

　目を閉じなくてもありありと思い出すことができる。

　ぱん、と乾いた音が浴室に響ひびいて。

　その足元で、全裸で尻しり餅もちをついたまま、タオルで必死に体を隠すことしかできなかった自分。

　それほどの出来事。

　光が。

　優しさの塊かたまりのような光が。

　女の子を顔を叩たたくなんて。一いつ切さいの容よう赦しやなく。一切の躊ちゆう躇ちよなく。

　叩かれた裸の少女──明あけ星ほし獅しぃ子このツインテールにしたブロンドの髪が、ひゅん、としなって顔を隠したけれど、彼女もまた、蒼そう白はくになっていた。

　天使の話を信じるなら、獅ぃ子の抱かかえる《大たい罪ざい》は《高慢プライド》。その彼女が、他人に頰ほおを叩かれるということが、どのくらい屈くつ辱じよく的てきなものかは、本当には理解できないだろう。

　けれど、その驚きと口く惜やしさは、紫色になって震ふるえる唇くちびる、握り締められて白くなった拳こぶしからわかった。他ほかの少女たち──やっぱり全裸──も、そんな光を、驚きの目で見ていた。

（……あれは、光君じゃないもん）

　もう片方の靴を履きながら、愛は唇を嚙かんだ。

（体は光君だけど、中身は違うもん。そんなわけ、あるはずがないもん）

　考えただけで、本当に泣きそうになる。

　愛あいは、すん、と洟はなを啜すすった。

「……行ってきまーす……」

　振り返らずに、玄関を出た。

　獅しぃ子この従じゆう者しやである大男の仕し業わざだと思う、壊されたノブは、鍵かぎごと交換して新しいものになっている。

　あの夜、初めにしたことが、大家さんに連絡して、ドアが壊れたことを伝えたことだった。お風ふ呂ろに入っているときに誰だれかが侵しん入にゆうしようとしたみたいだけれど、大きな音に悲鳴を上げたら逃げて行ったみたい、と咄とつ嗟さに噓うそをつけた自分に、愛は驚いたけれど、本当のことなど言えるはずもなかった。

　光ひかるが宅たく配はい便びんで届いて、悪あく魔まっ娘こたちがそれを取り返しに来て、光は《堕落ダウンフオール》して少女たちと共に行ってしまった、など。

　からかってるか、どうかしている、と思われるのがオチ。そのくらいは、愛にもわかる。

　一応、千ち代よ新しん宿じゆく署に届けも出して、警察が来て調べはしたが、家の中には靴くつ痕あとなどが一いつ切さいなかった──みんな裸だったから──こともあって、ドアを壊したものの侵入する前に逃げたのだろう、と愛の噓を信じた判断を下した。

　もちろん、両親にはすぐに連絡が行き、四時間後には帰ってきて、大家さんや警察といろいろと話をしていたが、その内容まではわからなかった。

　翌日には、話を聞きつけた近所の人が入れ代わり立ち代わりやってきて、両親はその応対に追われていたらしい。

　らしい、というのは、愛は家にはいなかったからだ。

　母は外に出したくなかったみたいだけれども、家の中にいると怖いことを思い出す、といって許してもらって、光を捜したのだ。

　結局、無む駄だ足あしだったけれども。

　家に帰ると、担任の来くる栖す先生から電話があったと聞かされたが、かけ直す気力はなかった。どうせ月曜になれば会うのだから、という気持ちもあったし、とにかく疲れていた。前日から一いつ睡すいもせずに一日歩き回って何の手がかりも得られなかった、その肉体的な疲れもだけれども、とにかく、とにかく気力がなかった。

「──あうっ！」

　ごつん、という音を目の前に聞いて、愛はその場に、へなとしゃがみこんだ。

　ずきずきと痛い。

　おでこが、痛い。

　じわ、と涙が浮かんで視界がぶれる。滲にじむ。何にかはわからないけれど、ぶつかったのだということはわかる。

　衝しよう突とつ。激げき突とつ。前方不注意。

　もう一度、すん、と洟はなを啜すすって、愛あいは慣れた動作で鞄かばんを開けると、中から手探りで、小さなポーチを取り出した。女の子の秘密の袋。絶対に男の子には見られたくないものが入っているそこには、他ほかにも愛にとっては必需の品が納められている。

　絆ばん創そう膏こう。

　四角いそれを取り出して、シール裏の紙を剝はがして、ぺたり、とおでこに貼はる。最近の絆創膏には便利なものがあって、端はなから消毒薬や炎えん症しよう鎮ちん静せい薬やくが塗られているものがある。すう、と痛みが引いていく。

　ひんやりとした涼しさを感じながら、愛は涙を袖そでで拭ぬぐって顔を上げた。

　目の前には電柱。

　やっぱり、というか。こんなことはしょっちゅうだけれども。

　それでも今日きようは、きつかった。

　残った体力まで、根こそぎ持っていかれた気がする。

「ううう……」

　すぐ脇わきを、大人が通り過ぎていく。

　知らん振りをして過ぎていく。

　声すらかけてくれない。

　やっぱり都会の人間は冷たい──都会じゃない土地に住んだことがあるわけではないから、人間なんて、結けつ局きよく、みんなこんなものなのかもしれないけれど。

　じゃあ、実際に声をかけてもらったらどうするのか、といえば……たぶん、差し伸べられた手を、拒きよ絶ぜつするだろう、とは思う。大だい丈じよう夫ぶです、平気です、と言いながら。知り合いならともかく、そうではない、まったく知らない人に親切になんかされたら──怖い。

　相手もそれがわかっているから、ただ過ぎていくのだろう。

　それでも。

　愛は、とても強い孤こ独どくを感じた。

　誰だれもいない砂さ漠ばくに、色のない砂漠に放ほうり出されたような。もちろん、そんな場所に行ったことはやっぱりないのだけれども。

　いつもなら、天使のあきれたような声が聞こえてくる場面だから。

　けれども、やはり天使は、自分のことを《大天使アークエンジエルラファエル》とか名乗ったやけに俗っぽい有ゆう翼よく人じんは、だんまりを続けていた。

　これまでにも、天使の声が聞こえなくなったことはあった。

　姿が見えなくなったこともあった。

　けれどもそれは、愛の方が『いやだ』と思ったからであって、いまのように、望んでいるのにもかかわらず、まったく返事が、こんなに長い間応こたえが、ないことなどなかった。

　いつもいつも、うっとうしいくらいに話しかけてきて。

　けれど、それがいつの間まにか普通に、日常になっていたことに、こんなときに気づかされるなんて思わなかった。

（……本当に……役立たずっ！）

　きゅ、と唇くちびるを嚙かんで、愛あいは立ち上がった。スカートのお尻しりについた埃ほこりを払い、重い足を引きずるように再び歩き出す。思わず吸い込まれるように飛び出しそうになる横断歩道を、我が慢まんして信号が変わるのを待ってから渡り、路地を奥へと向かった。

　さくさく、と。足の裏で落ち葉が乾いた音を立てる。

　朝でも何となく暗いのは、道路に大きく張り出した木々の枝のせいだ。そこから絶え間なく、まるで尽きぬように落らく葉ようが続いている。赤に黄。色が降ってくる。そこを、愛は歩く。通学路から外れたその先に、いったい何があるのかなど、考えるまでもない。

　教会だ。

　否いな、元・教会だ。

　礼れい拝はい堂どうに続く大きな扉とびらを閉ざしたのは、もうずっと昔のこと。光ひかるはここで洗礼を受けたらしいが、少なくとも愛は──別に信しん徒とというわけでもないから、ということもあるが──ここが開いている姿を憶おぼえてはいなかった。

　ガードレール沿いにそびえる木壁には、みっしりと蔦つたが絡からんで覆おおっている。けれどもその葉は、気がつかなかったがやはり落ちて、木肌が剝むき出しになっている。あちこち穴が開いているのは、虫食いの痕あとだろうか。

　この辺りはいつも、人通りも車通りも少ないが、今け朝さはさらに人ひと気けがない。

　無理もない。

　この先で車両は完全に通行止め、歩行者も大きく迂う回かいが必要なのだから。人もすれ違えず、一人でも体格によっては厳しいくらいの通路しか確保されていない。昨日きのう来たからわかる。知っている。道には、三さん角かく錐すいの赤い標ひよう識しき──パイロンが置かれ、注意を喚かん起きしている。この先へ行くことはできない、と。

　が。そんなこと、いちいち言われなくてもわかる。

　一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　道には一杯に広がって巨大な機械が横倒しになっているのだから。黄色い車体はまるで落ち葉が降り積もってできたかのようにも見える。けれどもそのアームは、蔦を千ち切ぎり、塀へいを壊し、樹きを折り、廃はい教きよう会かいの敷地へと倒れこんで、すべてをなぎ倒している。

　どこかの工事現場から盗み出された、ビルを建てるためのクレーンらしい。

　こんなものを盗んで何をどうするつもりだったのかわからない、とＴＶでは言っていたが、愛にはおおよそ、見当がついていた。たぶん、おそらく、光を攫さらうためだったに違いない。そうでなくて、どうしてダンボール詰めの光が、自分のところに届こうか。

　その連中が誰だれで、何を知っているのかはわからない。特に、あれから何か、接せつ触しよくがあったわけでもない。

（……いまさら、どうでもいいけど……）

　愛あいは深呼吸をしそうになって、息を止めた。辺りにはまだ、つい顔を背そむけたくなるようなひどい臭においが漂っているのだ。

　汚物の──排はい泄せつ物ぶつの臭い。

　やったのは、クレーンを倒した連中ではなく、悪あく魔まっ娘こたちだと天使の話から推察できたけれど、本当のところはわからない。

　愛はパイロンを越えて、クレーンの隙すき間まから廃はい教きよう会かいの中を覗のぞこうとした。

「にゃっ！」

　パイロンに、スカートが引っかかった。ぺろんと捲まくれ上がるのを慌あわてて押さえた拍ひよう子しに、足がもつれてよろけ、

　ごいん。

　すごい音が側そく頭とう部ぶでした。

「うおおうっ……」

　こんなの女の子出す声ぢゃない、と思いながら、愛は黄色い鋼こう板はんにぶつけた頭を押さえてうずくまった。痛いてえ。マジ痛え。そんな言葉遣いじゃないと伝わらないくらいに痛い。

　涙目になりながら、昨日きのうも見た光景に目をやった。

　クレーンのアームは建物をひとつ、完全に破壊している。その向こう、すぐ傍そばに建つ二階建てと、聖堂は無事。奇跡、というよりも、何となく狙ねらってやったこと、という気がしないこともない。潰つぶれた建物の下には、何か、黒っぽいものが露ろ出しゆつしている。土ではない。もっと硬い、金属の何かだ。

　愛は時計を見た。

　昨日は、まだ警けい備びの人がいたので中に入ることはできなかった。だが、今け朝さはいない。一通り検けん分ぶんも済んだからか、『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ！』と印刷されたテープが張られている以外は、人の姿はなかった。

　中に入ってみようかとも考えたが、こんな臭いの中に足を踏み入れたら、臭いが制服に染み付くような気がした。それに、ここには光ひかるはいない。それだけはわかる。何な故ぜだかはわからないけれど、わかるのだ。

　愛は、大きくため息をついた。

　何もなかった。

　光もいない。天使の声も聞こえない。悪魔っ娘たちの姿だってない。

　胸に穴が開く、という言葉を聞くけれども、これがそうなのだろうか、と思った。まさに、そんな感じだった。

　空うつろ。

　そして。

　虚うつろ。

　昨日きのう、あれだけあちこち走り回ったのが噓うそのようだった。本日は、気力も体力も『売り切れ』です、という気分だった。

（……本当、だったのかな……）

　愛あいは、舞い散る木の葉を見上げながら、ふと、そんなことを思った。

　常識で考えれば確かに、そんな馬ば鹿かな、という話になる。

　悪あく魔まなんて。

　天使なんて。

　そんなものがこの世の中にいるはずなんか、ない。

　いま天使が家にいて、しょっちゅう頭の中に話しかけてきて困るの、と、大おお真ま面じ目めな顔で友達や親に言ってみればわかる。あきれられるか、笑われるか、心配されるか、だ。

　自分もそうだったはず。

　そう、思うはず。

　それが、どこで変わってしまったのだろう？　見えるんだから仕方がない。聞こえるんだから仕方がない。他人がどう言おうとそれが現実だ。そう考えていた。

　だけど。

　それが、自分の頭が作り出した妄もう想そうや幻まぼろしでないと、どうして言える？　天使のことだけじゃない。元々この教会に、人なんか誰だれも住んでいなかったとしたら？　神かみ代しろ光ひかるという男の子も、田た名な網あみ久く美みや、那な賀が花はな美み巳みも、そんな人、どこにもいなくて、全部が全部、ただの頭の中の出来事だったりしたら？

　……鳥肌が立った。

　冬服のセーラー服の上から、愛は腕をさすった。それほどに。そう思えてしまうほどに、目の前に広がる光景は荒こう涼りようとして、空くう虚きよだった。

　まさしく廃はい教きよう会かい。

　正まさしく廃はい墟きよ。

　人の住んでいた気配なんか、どこにもない。伸び放ほう題だいに伸びた雑草は季節の中で枯れ始めていて、落ち葉は容よう赦しやなく積もっている。ただクレーンのアームだけが、硬こう質しつなその腕の一いち撃げきを振り下ろして、人の気配を感じさせている。

「……遅刻、しちゃうな」

　愛はあえて、口に、声に出して言った。そうしないと、自分もこのまま廃墟の一部になってしまいそうな気がした。葉を落とした一本の樹きとかに。

　根が生えたように重い足を無理やり引き剝はがし、踵きびすを返す。

　ここにいても仕方がない。こんな場所で待っていても、彼が戻ってくるとは思えない。ここはもう壊れた場所だ。砕くだかれた世界だ。

　その一部にはなりたくはなかった。

　とにかく行こう。

　いけば何かがわかるかもしれない。この、ふわふわとした不安が和やわらぐかもしれない。答えを見つけることができるかもしれない。

　──光ひかるが、いるかもしれない。

　もちろん、そんなことはないのだとどこかでわかっていながら、それでも愛あいは、寝不足でぼうっとする頭で、来た道を引き返した。

　行こう、学校へ。

　この状況を打ち破る何かが起こるかもしれない。例えば。何もかも数週間前と変わらずに、光が久く美みや美み巳みと一緒に登校していて、

『ったく、参ったぜ！　まさかあんなクレーンが降ってくるなんてよ！　いくらオレでもあいつには勝てねえぜ！』

　と久美が言えば、

『あたしも、ちょっと食べられないかなあ……硬かたすぎて』

　などと惚とぼけたことを美巳が言って、

『ったりめーだ！』

　と久く美みに頭を叩たたかれ、光ひかるが困ったように笑う、という情じよう景けいが待っているかもしれない。
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　──待っていてほしい。

　そんなことはありえない、とどこかでわかっているからこそ。

　足が鎖くさりを付けられたかのように重かった。立ち止まってしまい、愛あいは空そらに手を伸ばした。

　ここは、まるで水の中。

　息が詰まりそう。ここから外へ──水の向こうに、落ち葉の向こうに行きたいのに、そこには見えない扉とびらがあるかのように、行くことができない。

　把とつ手てを摑つかむように、愛は伸ばした手を、指を握り締めた。

「……っ」

　もちろん、何も摑めはしなくて。




　　　　☆




「まったく、懐かしの我が家、だぜ」

　廃はい教きよう会かいに負けず劣らず荒こう廃はいした広大な庭を見回して、光が、くくっ、と喉のどの奥で笑うのを、獅しぃ子こは何ともいえない気持ちで聞いた。

　いつもの定じよう席せきである、赤せき兎と──身長が二メートルもある、タキシードを着て、ラバーマスクを被かぶった大男──の肩の上で、ではない。今日きようは違う。昨日きのうも違った。今、腰を落ち着けているのは、動かぬ足を預けているのは、車くるま椅い子すの上だ。籍はあるけれど行ったことのない高校の制服──ブレザーを着て。獅ぃ子は、ツインテールにした髪の房ふさの一いつ端たんを、手にした乗じよう馬ば鞭むちにくるりと巻きつけながら、光の背中を見上げている。

　違い和わ感かん。

　着慣れない服、座りなれない椅子のせいもある。けれども、一番大きいのは、彼、だ。

　──神かみ代しろ光。

　千ち代よ神がみ中学の二年生で一四歳。あまり高くない背に、のほーんとした、見るだけでどこか力が抜けてくるような優しげな顔をした少年──だった。

　だがそれは、一昨々日さきおとといまでのこと。

　いまの光は、ぞくっとするような《悪あく》のオーラ、というか、そうしたものを纏まとっている。

　表情すら一変している。確かに光は光なのだが、纏う雰ふん囲い気きでここまで印象が変わるものなのか、と驚かされるほど違う。いつものさらさらヘアと違って、髪という髪が逆さか立だっているということもあるだろう。それは燃え立つ火のようで、その自らの炎が落とす影が、いつもはつるんとした顔に深い陰いん影えいを刻んで、彼を大人に見せていた。

　いつもは首のホックまでしっかりと留とめている中学の制服である詰つめ襟えりは、今日はボタンまで全開で、下に着たシャツは裾すそをズボンから出して、襟えりも第三ボタンまで外して、これだけは変わっていない、生白なまつちろい肌を覗のぞかせている。

　これこそが、望んだ姿のはずだ。自分たち、《罪人シナー》の七人が待ち望んだ姿のはず。

　七つの《大たい罪ざい》を犯し、《堕落ダウンフオール》した姿。

　地じ獄ごくの統とう率そつ者しや。

　黒き天使。

　光りを裏切りし天使。

　なのに。

（このもどかしさは、何ですの……？）

　喜びがない。

　心が晴れない。

　獅しぃ子こは、自分の頰ほおにそっと触れた。

　ちりりとした痛みが走る、それは幻げん痛つうだ。いま、本当に痛みを感じたわけではない。

　光ひかるに頰を張られた思い出が、フラッシュバックしているに過ぎない。そうとわかってはいても、痛い──心が。

　明あけ星ほし財ざい閥ばつの一人娘として生まれた獅ぃ子は、物もの心ごころつく前はどうだか知らないが、これまで誰だれかに殴なぐられた経験などなかった。

　足が動かないということで甘やかされた、ということではない。

　獅ぃ子はそもそも、殴られるようなことをしなかった。罵ば倒とうするときでも、完かん膚ぷなきまでにやる。徹てつ底ていする。逆ぎやく上じようする気がなくなるくらい。もちろん、赤せき兎とが尻しりの下で睨にらみを利きかせていたから、というのを認めないわけではない。

　だが、それがあったとしても、大たい抵ていの場合、相手は、ぐうの音ねも出ずにただ押し黙り、最後は獅ぃ子の嘲ちよう笑しように膝ひざをつくのだった。

　しかし、《堕落ダウンフオール》した光は違った。ただ忠告をした獅ぃ子の頰を、いきなり、それこそなんの前兆もなく、平手で叩たたいたのだ。

　うるさい、というそれだけの理由で。

　──だが。

　悪あく魔まなのだから。

　悪魔の中の悪魔なのだから。

　そのくらいのことはする。当たり前だ。何を驚くことがあろうか？　この暴力性こそが、完全に光が覚かく醒せいしたという証あかしではないか。むしろ手を上げたことを慶よろこぶべきだ。悦よろこびを感じるべきだ。そう思うべきだ──とはわかっている。

　それでも、獅ぃ子は違い和わ感かんを拭ぬぐいきれなかった。

（長すぎたのかもしれませんわ……）

　そう思えた。

　光ひかるとの生活が、だ。

　簡単に切り捨ててしまうには、あの暮らしは楽しすぎた。そんな風に思うのは間違っているとわかってはいるけれど、これまでとは比べ物にならないくらい充実していた。

　獅しぃ子こは、《高慢プライド》の《罪人シナー》である。

　それを思うさま発はつ揮きできて、かつ、満足できる状況というのは、あるようでいてなかなかない。もちろん、明あけ星ほしグループの連中であれば、唯い々い諾だく々だくと従ってはくれる。顔に作り笑いを貼はり付けて。しかし、それでは物足りないのだ。やはり、突っかかってくる相手をさらに完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてこそ、の満足。明星財ざい閥ばつの一人娘であることなど歯し牙がにもかけない《罪人シナー》たちとの生活には、ぞくぞくするような満足があった。

　特に、久く美みは。

　獅ぃ子は、腕を組んで憮ぶ然ぜんとした表情をしている、上下スウェットの、無む造ぞう作さな赤毛をベリーショートにした少女を見た。歳としは光と同じ一四歳で、クラスメートでもある。獅ぃ子より二つ歳下だが、纏まとっている雰ふん囲い気きには大人の男を尻しり込ごみさせるくらいの迫力があった。

　彼女の《大たい罪ざい》は《憤怒ラース》。

　怒り出すと手が付けられない。その罪の発はつ散さんのために、金持ち相手のアンダーグラウンドのキャットファイトに参加して、《サー・アイスキャット》などと呼ばれているが、気性に比べると愛らしいといっていい顔の久美は、まさに、怒いかれる子猫、という感じだ。そんな彼女を相手に、舌ぜつ戦せんを繰り広げるのは楽しかった。

　その久美も。

　何となく、いまのこの光の状況には満足を覚えてはいないような気がした。すこしも嬉うれしそうではない。これこそが望む状況。望んだ結果であるはずなのに。

　彼女もまた、《堕落ダウンフオール》前の光を気に入っていた、ということだろうか。

　わかる。

　わかってはいけないのだが、わかってしまう。

　それほどに、《堕落ダウンフオール》する前の光はいい人過ぎた。《罪人シナー》である自分たちを、こんな気持ちにさせるくらいに。

「しっかし、あいつも容よう赦しやねえな」

　壊れた噴水の像を、光は蹴け飛とばした。穏やかな表情をした女性の像の顔が、スニーカーの一蹴りで、粉々に砕ける。

　あいつとは誰だれのことだろうか？

　獅ぃ子の情報網には、光がこの屋敷を出ることになった経けい緯いについて、公式に発表されている以外のことも入ってきている。ことの始まりは、神かみ代しろ夫妻が亡なくなったことだが、夫妻の死因については謎なぞも多い。公式発表はガス爆発による焼しよう死し、ではある。あちこちに残された灰から抽ちゆう出しゆつされたＤＮＡから、それが夫妻のものであることは立りつ証しようされている。だが。それでは説明のつかないことの方が多いのだ。

　例えば、数十人はいた召めし使つかいのことがある。

　彼ら、彼女らの死因もまた、夫妻と同じ焼しよう死しではある。あるが。その場所は様々で、この噴水の周りが一番多い、という事実についての、明確な説明はできていなかった。何しろここには水みず気けはあっても火の気はなかったのだから。

　光ひかるがいま言った、あいつ、とは、その不可能なことをやってのけた人物を指すのだろうか。

「──行くぜ、てめえら」

　光の顔で、光の声で、そんな乱暴な口をきいて、光は歩き出した。空は曇っていて、いまにも泣き出しそうだ。ねっとりと絡からみつくような、とても晩ばん秋しゆうとは思えない風が吹いてきて、光の詰つめ襟えりの制服の裾すそを揺ゆらす。

　獅しぃ子こは赤せき兎とに合図をして、車くるま椅い子すを押させた。ろくに油を差していないのか、車しや軸じくが、ぎいぎいと耳みみ障ざわりな音を立てる。壊れた噴水を迂う回かいして、ボツボツと雑草が生えて緑がまだらになった庭を屋敷へと向かって、一行は移動を始めた。

　その先には、巨大な屋敷が身を横たえている。

　ガス爆発、という報道がされただけのことはあって、ほとんどの窓は割れて壊れている。中には枠わくごと持っていかれてしまっている窓もあって、焼け焦こげなども目立つ。しかし、何の補ほ修しゆうも、片付けもされてはいなかった。

　そんな暇ひまもなく、光はあわただしくここから追い出されることになり、屋敷は他ひ人との手に渡ったからだ。

　一いつ旦たん、区の方へと所有権が移ってしまったことで、いろいろと面倒な手続きが必要だったが、しかし、いまは明あけ星ほしグループの──というよりも、獅ぃ子の所有となっている。

　もっと早くこっちへ移っていれば、廃はい教きよう会かいの方にあった荷物などは運び出せたかもしれないとは思うが、肝心の光が頑がんとして引越しを拒こばんだのだから、仕方がない。

（今日きようここへ来たのは、引越しの下見のためなのかしら？）

　光の意図はわからなかった。

　白しら鳥とり愛あいの家で覚かく醒せいした後は、明星グループのホテルに泊まって、昨日きのうは一日、食事に明け暮れていたのだ。とにかく、よく食べた。まるで、生まれてこのかた、一度も食べ物を口にしていないかのような勢いだった。

　当然、獅ぃ子たちも付き合わされたが、最後まで付き合えたのは、美み巳み一人だけだった。彼女の《大たい罪ざい》は《大食グラトニー》だから、当然といえば当然だが、その美巳をして、もう駄だ目め、と言わしめるくらい、光は食べた。食べ続けた。

（ひょっとして、胃がもたれているんですの……？）

　獅ぃ子は、自分の腹に手を当ててみた。少し、出ている気がする。さすがに今日は朝食を食べる気にはならなかったが、光ひかると美み巳みはすっかり消化してしまったようで、二人でいそいそとビュッフェへと出かけていったが、どうなったかは想像に難かたくない。

　もっとも、そんな美巳にしたところで、やはり嬉き々きとしているという態度には程ほど遠とおかった。彼女に限っては、喰くいすぎ、ということはありえないから、セーラー服のスカートから覗のぞく、ぽっちゃりとした足の運びが重く見えるのは、やはり、気持ちのせいなのだろう。隣を歩く久く美みも、今日きようはさすがに、美巳の一歩に合わせて、ずずん、と口で言いながら跳び上がるような真ま似ねをしてからかうようなことはしない。

「ったく、忌いま々いましいぜ」

　光は言って、唾つばを吐はいた。肩を怒いからせて歩く背中を皆が見つめている。だが、やはり、押し黙ったまま、誰だれも答えない。何に憤いきどおっているのかわからないのに、下へ手たな相あい槌づちを打って、機嫌を損そこねたくはない、という気持ちがあるのだろうことは容易にわかる。

　しかし、忌々しい、と思う気持ちは獅しぃ子こにもある。

　白しら鳥とり愛あいのことだ。

　廃はい教きよう会かいから攫さらわれた光は、彼女の元へと運ばれていた。その一点で、彼女は光を攫った連中の仲間だ、と久美などは断じていたが、獅ぃ子にはそうは思えなかった。

　もちろん、あの家の周囲を覆おおっていた雰ふん囲い気きは、ただ事ではない。あれは、《堕落ダウンフオール》した光が、揺ゆり戻ったときに発する輝きと同等のものだ。

　犯した《大たい罪ざい》を洗い流す。

《罪シン》そのもののような獅ぃ子たちが身代わりを立てずに触れれば、ひどい火傷やけどを負うだろうことは間違いない。

　しかしそれだからといって、彼女が、あの組織立った連中の仲間だとは、どうしても思えなかった。むしろ、利用されているような気がする──その《愛あい》を。

　それこそが、もっとも恐れるべき脅きよう威いだからだ。

　愛に何らかの加か護ごがあったのは、間違いない。

　しかし、だからこそ、彼女と光を攫った連中は関係がない、と思うのだ。あの連中には、そうしたものは何も感じなかったから。

　そんな連中が、どうして光のことを知ったのか、それはわからない。

　自分たちと同じように、突然、何をなすべきかを知った、と考えるには、何の《力》もなさすぎる。

　そういうことであるのなら、愛の方がよほど、だ。

　なのに。

　なのに、思い至らなかった。

　違う、否定した。

　それが忌いま々いましい。

（悪あく魔まの使し徒とがいるのなら、天使の使徒がいてもおかしくはなかったはずですのに。可能性を考えはしても、ありえない、と思い込みましたわ）

　しかしそれは、仕方のないことでもある。

　何な故ぜなら、獅しぃ子この罪は《高慢プライド》。自分たちと同じような存在が、敵にもいるなど、同等であるなど、断じて認めるわけにはいかなかった。それが性さが。おそらくは、それが原因だ。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ～？」

　甘ったるい声に振り返ると、長い髪を押さえて、羊よう子こ──牧もく鷹おう羊子がこちらを覗のぞき込んでいた。込み上げてくる怒りを、獅ぃ子は抑おさえた。光ひかるは仕方がないとしても、他ほかの者にまでこうして見下されるのは、《高慢プライド》が許さない。

　しかし、耐たえた。

　いまは仕方がない。そう自分に言い聞かせて、硬かたい笑みを浮かべて。

　羊子の今日きようの格好は、珍ちん妙みようなウエスタンスタイルだ。星条旗をデザインした極きよく小しようのビキニに革かわのミニスカート、拍はく車しやの付いたブーツに、テンガロンハット。腰にはご丁てい寧ねいにモデルガンまで下げている。

「顔色、悪いよ～？」

「大丈夫ですわ……」

　言って、獅ぃ子は視線を外した。たとえ同性でも、目の前にこうも大きな胸をぶら下げられては、気恥ずかしい。つつしみというものがない、つつしみというものが。まあ、羊子の《大たい罪ざい》は《邪淫ルスト》なのだから、仕方がないと言えなくもなかったが。

　が、その胸を。

　後ろから伸びた手が、わっし、と摑つかんで。これでもか、と揉もんだ。白く、細い指とは相あい反はんした力強さで。

「いゃ～ん♪」

「うははは！　どうだ！　おれは、すげーだろ！」
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　たぷたぷ、むにむに、と目の前で揉みまくられて、柔らかく形を変える胸に、獅ぃ子は呆あつ気けに取られ、恥ずかしさに息も止まる思いがした。

「な──」

　何をしてますのっ、と言おうとした言葉を、獅ぃ子は吞のみ込んだ。一いつ瞬しゆん、光の目が恐ろしく冷たく光ったような気がして、昇った血が、一気に冷めた。じわ、と嫌な汗が滲にじんで、改めて思い知らされる。

　光は、自分たちに取っては神だ、ということに。

　そして自分たちが使し徒とだ、ということにも。

　逆さからうことはできない。彼のすることに、文句をつけることはできない。そうなっている。そういう仕組みなのだ。

「──とまあ、冗談はこれぐらいにして、だ」

　光ひかるは、摑つかんでいた羊子の胸から手を放した。反動で、ぽよん、と戻って、羊よう子こは再びなまめかしい声を上げる。その頰ほおは上気して、目はとろんと潤うるんでいる。あんな乱暴にされて、それでも、気持ちがよかったとでもいうのだろうか？

　すると、光はまるでこちらの気持ちを読んだかのように、ふふんと笑って、獅しぃ子こに見せ付けるように、指をわきわきと動かした。一度は冷えた血が再び熱くなる。

「とっとと行くぜ。もたもたしてると、余計な邪じや魔まが入るかもしれねーからな。とっととやっちまわねーとな」

「やるって……」と久く美み。「……何をだよ？」

「帰るんだよ」

「帰る？」

「ま、来りゃあわかる」

　にやりと。光であれば決してしない微び笑しようを浮かべて、堕だ天てん使しは踵きびすを返し、ポケットに手を突っ込んで、また歩き出した。背中が、来い、と言っている。

　獅ぃ子たちは──七人の《罪人シナー》は、互いに顔を見合わせた。が。行くしかない。いまだ目的も知らされてはいないけれど、そうするしかなかった。

　獅ぃ子は赤せき兎とに合図をして車くるま椅い子すを進ませた。少女たちがあとに続く。他の連中に見下されないようにするには、先頭を行くしかない。光ひかるを除いた、その先頭を。

（それにしても……）

　獅しぃ子こは眉まゆをしかめた。

（何て空気の悪い……）

　ここで一四年も、光が育てられたのだ。《罪シン》からまったく遠ざけられて。その清せい浄じようさが、しつこく残っているのかもしれない。清すが々すがしいなどというのは、獅ぃ子には公害と一緒だった。腐った肉と酒の臭においがする──気がする。

　光は階段を上がり、大きな左右開きの扉とびらの前に立つと、前を向いたまま後ろに向かって手を伸ばした。

「鍵かぎ」

　獅ぃ子は手にした乗じよう馬ば鞭むちで──制服には似合わない──赤せき兎との腕を叩たたく。彼はすぐに鍵を取り出して、放ほうった。不ふ敬けいな態度だが、車くるま椅い子すを押さえているのだから仕方がない。

　光は見もせずにそれをしっかりと摑つかむと、鍵穴に差し込んで回した。やけに大きな開かい錠じようの音が響ひびいて、扉が僅わずかに開く。ひんやりとした空気が流れ出して、何も感じないはずの足に、かすかな冷気を感じた──気がした。スカートを穿はいているせいだろうか？　この服は《堕おちた》光の趣味だが、よくわからない。羊よう子この服装もそうだ。いままで隠れていた性せい癖へきが露ろ出しゆつしているのだろうか？

　光は扉を押し開けると、何ら警けい戒かいすることなく、中へと入った。足取りに躊躇ためらいはない。

「ふうん」

　少し進んで立ち止まると腰に手を当てて暗い室内を見回し、そう呟つぶやいたあとで、手を挙げて入ってくるように身振りで示した。

　何も言わずとも、赤兎が車椅子を押して階段を上がる。車輪が段を嚙かむたびに腰に大きな振動を感じて、獅ぃ子は椅子の肘ひじ掛かけをしっかりと摑んだ。この大男が、自分を落とすような真ま似ねはしないとわかってはいたが、反射みたいなものだ。

　玄関をくぐるとき、何か空気の壁のようなものを感じたが、一いつ瞬しゆんでしかなかった。入ってしまえば、白しら鳥とり愛あいの家と同じく、特に何ということもない。ただ、何ヶ月も誰だれも住んでいないだけのことはあって、埃ほこりっぽく、かび臭くはある。

（ここが、光様の育った家……）

　へえ、ほう、という感かん嘆たんの声を背中に聞きながら、獅ぃ子は中を見回した。

　外から見ておおよその見当はついていたが、なるほど大したものだ。調度品の趣味がいい。雪のように埃が積もり、蜘く蛛もの巣が張っていても、本物はその下で、なおも輝きを失なくすことはない。

　光の、のんびりとしていながらも、その所しよ作さに気品を感じるのは、こうした環境で育ったおかげだろう。神かみ代しろ家のことは、以前から獅ぃ子も知ってはいた。都内屈くつ指しの資産家のことを、同じ上流階級に属する明あけ星ほし家の子女が知らぬはずはない。が、神かみ代しろ夫妻はあまり人付き合いを好まなかったようであったので、明星家の誰だれであっても、招かれたことはなかった。

　確かに。

　人一人を無菌培ばい養ようしようと思ったら、莫ばく大だいな資産が必要だ。閉じ込めず、学校に行かせていたというのは、外での誘惑によって生じた《罪シン》を、綺き麗れいさっぱり洗い流すことができるという自信の表れだったのだろうか。否いな、それは《高こう慢まん》というものだ。だから嗅かぎつけられた。だから入り込まれた。

　そして、神代夫妻とその召めし使つかいたちは灰と化し──誰がどうやったのかはわからない──光ひかるだけが残され、そして、帰ってきた。

　何を思っているのだろう？

　何か感じるところがあるのだろうか？

　その背中からは、何も読み取ることはできない。何もないのかもしれない。何な故ぜなら、いまここにいるのはルシファーであって、清せい貧ひんを旨むねとして育てられた少年とは、器は同じでも、中身は違うのだから。そのはずなのだから。

「こっちだな」

　言うと、光は階段へ向かい──それを、昇らなかった。あちこち焼け焦げた階段の脇わきに立つと、その壁を蹴ける。思い切り蹴る。三度目でひびが入ったが、それはまるで線を引いたようで、四角く、そこをもう一度蹴ると、それははめ込んであった蓋ふただとわかり、音と、それからもうもうとした埃ほこりを立てて、倒れた。

「げほっ！」

　と一度だけ咳せき込むと、あーちくしょう、と呟つぶやき、光は手を振った。靄もやが晴れるように埃が消える。その向こう、闇やみに沈んだ階段の下に、もうひとつ階段があるのを、獅しぃ子こは見つけた。二階へ続く階段の裏が鏡に映っているわけではない。

「羊よう子こ」

　ずい、と光が腕を突き出す。

「ライター」

「はーい」

　そんなもの持っているのだろうか、と考えていると、羊子は腰のホルスターから銃じゆうを引き抜いて引き金を引いた。止める間まもない。が、予想通り、銃口から飛び出したのは鉛なまりの玉などではなく、一いち条じようの炎。モデルガンは、ライターだったのだ。引き金から指を放すと、炎は消えた。それを慣れた手つきでくるりと回して、光の手の中へグリップを納める。

　光はもう一度引き金を引いて火をつけると、隠し階段を降りて行ってしまった。幽かすかな明かりが見る間まに遠く、小さくなる。

　ぴしり、と鞭むちを鳴らすと、赤せき兎とは獅ぃ子を車くるま椅い子すから抱き上げた。この階段の幅では、椅子のまま降りることはできない。いつものように肩には乗らず、子供のように抱かかえられながら、獅しぃ子こは階段を降りた。赤せき兎とは大きすぎて、体をほとんどねじ込むような格好になっている。

　明かりを追っていくと、すぐに追いついた。待っていてくれたわけではないようだ。光ひかるの前には壁がある。だがそれがあとから造られたものであることは、足元を見ればわかった。階段が、中途で埋まっている。コンクリートの壁に食い込んでいる。そんなに古いものではない。とはいっても、一〇年かそこいらは経たっていそうだが。

「ぶっ壊せ」

　光はそう言った。いわれたらやるしかない。獅ぃ子は小さく頷うなずいた。途と端たん、赤兎の右腕がほとんど溜ための動きなしに撃うち出される。ストレート気味のボディブロー。拳こぶしは壁に削さく岩がん機きのようにめり込む。赤兎が腕を引くと、ばらばらとコンクリートの破片が落ちた。タキシードの下で、二の腕が大きく膨ふくらむのがわかる。そして。

　ふっ。

　マスクの下で空気が漏もれる音がした瞬しゆん間かん、再び、剛ごう腕わんが伸びた。ライターの炎が消える。闇やみの中で、コンクリートに拳が突き刺さり、壁は向こう側へと吹き飛ぶのがわかる。崩ほう壊かいの音だけが轟とどろく。

「光様!?」

「無事だ」

　あっさりと答えは返り、再びライターに火が灯ともった。確かに。光は怪け我がひとつしていない。制服が多少、白くはなっているけれども、それだけだ。

「見ろ」

　ガンタイプのライターを、砕けた壁の向こうへ差し入れる。そこはまた通路。だが、階段は数段先で終わっており、その先はよく見えないが、ずいぶんと広いようだった。

　光は瓦が礫れきを乗り越えて、その先へとっとと行ってしまい、獅ぃ子は赤兎に残った瓦礫を破壊させてあとを追った。他ほかの少女たちも続いてくるのが、足音でわかる。そして、たどり着いたその先は。

（……地下室？）

　というには、あまりにも広い。少なくとも、ライターの明かりが端はしに届かないほどの広さはある。ざり、という靴音に足元を見ると、土が剝むき出しになっていた。からからに乾いているからか、土の臭においはまったくせず、気がつかなかった。

「何だ、ここ……？」

　不ふ審しんそうな久く美みの声が、うわん、と響ひびいた。そして、

　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ

　何だここ　何だここ

　何だここ　何だここ　何だここ

　何だここ

　何だここ　何だここ　何だここ

　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ　何だここ

　木こ霊だまというにはあまりにしつこい、奇妙な反はん響きようが返ってきた。

「でっけえ声を出すな」

　ちっ、と光ひかるは小さく舌を打ち、振り返った。その顔は闇やみに沈んでいる。けれども瞳ひとみだけは。その目の奥に輝く、不安を搔かき立てるような光りだけは、はっきりと見えた。

「ここは、そういう風にできてんだ」

　光はライターを掲かかげると指を滑すべらせた。炎が大きくなって、部屋の全ぜん貌ぼうがあらわになる。

「ドーナツみたぁい！」

　食べ物に置き換えてそんなことを言ったのはもちろん、美み巳みだ。だが、確かに、そう見えなくもない。しかし、どちらかといえば、

（──バームクーヘンですわね）

　そう見えた。

　バームクーヘンの上に、自分たちは乗っている。円形の部屋のちょうど中央辺りの床に、ぽっかりと大きな穴が開いていて、そこから波紋が広がるように線が、円が、木の年輪のように刻まれている。見れば、赤せき兎との足がその一本を踏んでいて、線が崩れていた。何やらぞっとして足を退しりぞけさせると、崩れた線がまるで生き物のように元に戻った。

「うわ、気持ち悪っ……」

　久美が呟つぶやく。それを聞きながら、獅しぃ子こは赤兎に抱きかかえられたまま、

「ここは……？」

　と訊きいた。

「産婦人科」

「え……？」

「それと同じ場所だ、ってことだ。俺おれに取っちゃな」

　光は穴の縁へりに立って奥を覗のぞき込みながら呟いた。かなり小さな声なのに、よく聞こえる。

「俺はここで生まれたんだ。この穴から、ぽーんてな。そこを、親どもが待ち構えていたってわけだ。あいつらはここを封じて、その上にこの屋敷を建てた──って、何で俺、こんなこと知ってんだ？　ま、知ってるもんは知ってんだから仕方ねーけどよ」

　そう言うと、光は頭を搔かいた。

「しっかし、何でまた俺、転てん生せいなんかしようと思ったんだかなあ……わっけわかんねえ。ま、いーや。とにかく、しちまったもんはしちまったんだ。よーし、おめえら。……脱げ」

「は!?」

　獅ぃ子は思わずそう返してしまったが、振り返った光のその目の恐ろしさに鳥肌がどうしようもなく立った。

「い、いえ！　すいません！」

　そんな風に思わず謝ってしまうほど、彼の目は怖かった。そこの足元の穴の向こうほどに、底が知れない。が。同時に獅しぃ子こは恥じた。《高慢プライド》の《罪人シナー》である自分が、こうも簡単に謝しや罪ざいしたことを。

　恥ち辱じよくで体が燃えるように熱い。

　相手は神だ。仕方がない──そんな風に思えたら楽だったろう。だが駄だ目めだ。相手を選ぶような、そんな程度のものであったのか、自分の《大たい罪ざい》は。それを思うと、恥ずかしく、口く惜やしさに心臓が止まりそうだった。

「まー、いいや」

　頭を搔かきながら、光ひかるは腕を伸ばした。獅ぃ子に、ではない。

「持ってきたんだろ？」

「……はい」

　と掠かすれるような声で言って前に出たのは、巳み和わ──宇う美み野の巳和。細い体に、一三歳という年齢に似合いすぎている、真っ黒いフリルがこれでもか、とついたドレスを着ている。頭に載っているのは、兎うさぎ耳みみのついたヘッドドレスだ。

　スカートの下にペティコートをいったい何枚重ねて穿はいているのだろうか？　たっぷり膨ふくらんで、階段でだろう、あちこち擦こすれて白くなってしまっている。

　その服はある意味、巳和を体現していると見えなくもない。彼女の《大たい罪ざい》は《嫉妬エンヴイ》。その感情は、どす黒く膨らんでいくものだ。

　巳和は、ちらりと獅ぃ子を見ると、ぶら下げていた紙袋を光に差し出した。これも黒。

　光はほとんど顔を突っ込むようにして、紙袋を覗のぞき込んだ。

「……それでいいですか？」

「おー、これこれ」

　顔を上げて、にやりと笑う。光とは同じ顔なのに、本当に印象が違う。違い和わ感かん。だが、嫌だというのではない。こちらはこちらで、これまでにはなかった野性味がある。

「いいよなあ……」

　久く美みの、そんな呟つぶやきが聞こえた。

「これだよ、これ。光様に足りなかったのはよ。いい顔するぜ。惚ほれ直しちまう」

　確かに、これは足らなかった部分だ。優しすぎる光に、これっぽっちもなかったパーツだ。

　しかし獅ぃ子は、どうしても久美と同じようには思えなかった。格好はいい。それは認めるのに抵抗はない。けれど、叩たたかれた頰ほおが、その痛みが、棘とげのように心に刺さっている。

「あたしは、前の光様も好きだけどぉ……」

　ぽっちゃりした体を、くね、と動かして美み巳みが呟くと、久美が猫のように鋭い目で睨にらんだ。

「んだよ。おまえ、光ひかる様が《堕おちた》のが気にいらねえってのか？」

「そんなこと言ってないよぉ。ほらぁ、あたしって食いしんぼでしょお？　だからぁ、甘いものも、辛いものも好きだもん。でも、どっちかだけっていうのは寂しいかなぁ、って。久く美みちゃんだってぇ、可か愛わいい光様、嫌いじゃなかったでしょお？　それとも、嫌いだったのぉ？」

「ん、んなわけねーだろ……」

　久美は頰ほおを赤らめて、唇くちびるを尖とがらせた。

　そう。

　改めて美み巳みに言われるまでもない。自分たちはあの情けない光も好きだった。こうなることは望んだこと、わかっていたこととはいえ、何のお別れも言えないまま、もう逢あえないのかと思うと、それはとても残念だった。

　ばさり、と布が翻ひるがえる音がして、目をやった獅しぃ子こは絶ぜつ句くした。

　光は裸だった。

　全裸。

　すっぽんぽん。

　細いわりに筋肉のついた腕や脚も。白い肌に透すけるように浮かんだ肋ろつ骨こつも、それから、まだ翳かげりのない股こ間かんも、すべて。闇やみが翻り、肢し体たいを隠す。否いな。それは闇ではない。同じかもしれなかったが、黒い黒いマントを羽は織おったのだとわかった。

「なーにしてんだ」

　立ったマントの襟えりの向こうから、光は紙袋を放ほうってよこした。赤せき兎との大きな手が、握りつぶさんばかりにそれを摑つかむ。

「配れ。んで、着けろ。着てた服にはここでおさらばだ」

　中から一枚を出して広げると、光が着ているものと同じマントだった。襟が立っていて、真っ黒。何の飾りもなく、首のところで留とめる紐ひもさえも黒い。いったい何のために、と思っている傍そばから、見れば、巳み和わはとっとと服を脱ぎ始めていた。重ねた数が多いために、もたもたしてはいるが、一枚、また一枚、と裸に近づいていく。

「わったしも～っ♪」

　その後ろで、迷いどころか嬉き々きとして、ブラを取ったのは羊よう子こだ。まるでむしるようで、引っ張られた胸が戻りながら跳はね回る。そうして、あっという間まに全裸になってしまうと、まったく隠そうともせずに傍に来て、袋に手を突っ込んでマントを一枚摑み出した。腕の一振りで綺き麗れいに広げ、あっという間に装着する。

「わ～、いい肌触り♪　すご～い。んふふ」

　艶あだっぽく笑ってくるりと回ると、マントの裾すそが翻って豊かな肢体があらわになり、獅ぃ子は慌あわてて目を逸そらした。七人の中では一番歳としが上の一七歳である羊子は、現役のグラビアアイドルだ。しょっちゅうきわどい水着で雑誌の表紙を飾っているが、もしもファンがこの格好を見たら卒そつ倒とうするだろう。見たい見たいと念じ、ときには雑誌を横にして、そんなことありうるはずがないのに、紙と紙の隙すき間まから、ひょっとして秘密の部分が見えるのではないかと目を皿のようにする──実際、そういうことをしている中学生がいたので気になって、部下に何をしているのか訊ききに行かせたことがあった。まったく男ってのはわけがわからない。

「光ひかる様と、ペアルック～？」

　もちっとした指でマントを摘つまんで、美み巳みが首を傾かしげると、隣で久く美みが早くもスウェットを脱ごうと悪あく戦せん苦く闘とうしながら、

「オレたちもおんなじなんだから、ちげーだろ」

　と言った。

「じゃあ、みんなでペアルックだ！」

　声がやかましく反はん響きようする。

「それじゃあ、ペアじゃねえって！　七対一だろが！」

　負けじと久美が叫び、洞どう窟くつは二人の声で一杯に満たされた。重なった声は不協和音を奏かなで、鼓こ膜まくを、脳のう髄ずいを揺ゆさぶった。この反響は……凄すさまじい。獅しぃ子こは耳を押さえて静まるのを待った。光も何かを言いかけて黙る。声が重なれば余計にひどいことになる、とわかっているからだろう。巳み和わは羊よう子この口に手をあてて、声を上げさせないようにした。巳和の方が歳としは下なのだが、この二人、姉妹的な関係が逆転している。

「む～」

　やがて、反響は残ざん響きようになり、穴に吸い込まれるようにして消えた。それにも気付いた様子はなく、不満そうに美巳は上目遣いに久美を睨にらむ。と──

「……光様と一人ずつの関係を見れば、ペアだと思いますけれど」

　羊子の口から手を放した巳和は、ショーツを足の指で器用に押さえて足首から抜き、最後の一枚となったスリップを惜しげもなく脱ぎながら、そう言った。そうして、立ったまま丁てい寧ねいに畳たたむ。巳和の足元には、他ほかの脱いだ服が、やはりきちんと畳んで積まれている。

　ペア──確かに、そういえなくもない。

　この地下室をひとつのグループと見ればペアは成立しないが、光と──ルシファーと、それぞれの《大たい罪ざい》というグループに分ければ、そこにはペアができあがる。要はそれぞれの《罪人シナー》同士のグループを考えなければいいだけのことだ。

「ほらぁ♪」

　満足そうに美巳が胸を張ると、久美は小さく舌を打った。屁へ理り屈くつだってーの、と呟つぶやきながらしかし、その横顔は、まんざらでもなさそうではある。

「いいから、早くしろよ」

　少々苛いら立だったような光の声に、美巳たちもいそいそと服を脱ぎ始めた。

　マントを睨にらむようにしてやはり躊躇ためらっている様子を見せていた倉くら子こ──鏡かがみ倉子も、諦あきらめたようにグレーのスーツのジャケットを脱いだ。

　どこか口く惜やしそうなのは、恥ずかしいからではあるまい。脱いだら置いていかなくてはならない、というそこだ。

　倉子の《罪シン》は《強欲グリード》。

　何であれ、自分の物を手放すことには、強い抵抗があるのだろう。

　七人の《罪人シナー》の最後の一人、《怠惰スロース》の《罪シン》を持つ荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろは、と見れば、珍しくとっとと裸になっていた。

　だるそうな、眠そうな表情は変わらないが、肩には既すでにマントがかかっている。

　足元には、脱いだ男物の服が──彼女は間違いなく女の子だが、着るものは、ショーツを除けばすべて男物なのだ。顔立ちも、すっきりとして凜り々りしく、学校へ行けば男の子よりも女の子に人気があるような娘だ。

（……仕方ありませんわ）

　自分だけが一人、ぐずぐずとしているわけにはいかない。

　これから何をするにしても、させられるにしても、従うのが《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバーだ。選ばれたる《大たい罪ざい者しや》の宿命だ。

　獅しぃ子こは襟えり元もとのリボンに手をかけ、引いた。しゅるり、と解ほどける。そうしてひとつ、またひとつとボタンを外しながら、訊きいた。
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「光ひかる様。これからここで何を？」

「帰んだよ」

　黒い、暗い穴を見下ろしながら、光は言った。

「え？」

　帰るって、廃はい教きよう会かいへ、だろうか。だったらいったいここへは何をしに来たというのだろう。ただ単に着き替がえに？　そんな馬ば鹿かな！　しかも帰るって、この格好で!?　まさか、行進をしようとでも!?　それは困る！　羊よう子こなら嬉き々きとして歩くだろうが、獅しぃ子こには耐えられそうにもなかった。

「なーんか、勘かん違ちがいしてねえか？」

　下半身を隠そうともせず、光は腕を組んで片かた眉まゆを跳はね上げた。

「帰るっていっても、あの教会じゃねーぜ？」

「じ、じゃあ、どこへ？」

　通りを裸マントで練ねり歩く、その想像だけで頰ほおを火ほ照てらせながら獅ぃ子が訊きくと、光は足元の穴を指差した。

「ここだよ」

　にやり、と笑う。

「──地じ獄ごく、さ」
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　教室のドアを開けた愛あいは、一いつ瞬しゆん、自分は時間を飛び越えたりしたのだろうか、と、そんなありえないことを思った。

　人がいない。

　いや、いることはいるのだが、その数が、圧倒的に少ない。思えば、校門のところに立っているはずの先生も、今日きようはいなかった。いつもなら、たとえ一分一秒でも遅刻をしたら許さない、という気迫を漲みなぎらせて、待ち構えているというのに。

（やっぱり、タイムマシン？）

　微妙に言葉の使い方を間違っているような、と自分でも思いながら、愛は教壇の向こう、黒板の脇わきの時間割表の上、そこにかけられている時計を見た。針は、八時二五分を指している。なので、愛は携けい帯たいを探した。時計はしていないから、時間を確かめるなら携帯しかない。教室の時計が間違っている可能性があったから。

　鞄かばんから携帯を出してサブウィンドウの表示を見る。

　……合っている。同じ時間だ。

　今け朝さは、廃はい教きよう会かいを回ってきたし、しかも、そこでぐずぐずし、最後は走ったくらいであるから、この、遅刻ギリギリの時間というのは、間違っていない。そのはずだ。しかし教室には、生徒がほとんどいなかった。一目で数えられてしまうくらいの人数しか来ていない。

　すっかり真ま面じ目めになった赤あか坂さか純じゆん一いちと小お倉ぐら健けん二じの二人は登校していたが、親友である平ひら山やま綾あや香かの姿はそこにはなかった。他ほかにも、登校しているクラスメートの三分の一が、マスクをしている。していない生徒も、咳せきをしたりしている。

（……風か邪ぜ？）

　そういえばそんなことを先生が言っていた、と愛は思い出した。自分も金曜日にそれを理由にして早退したのだった。最近は、そうしたことを忘れると大たい抵ていすぐに天使が注意をしてくれたのだが、いまは何の声も聞こえなかった。

　最後の言葉は何だったか。

　金曜日の夜からまだ数日しか経たっていないのに、もうずっと前のことのような気がする。言葉だけじゃない。思い出そうとした愛は、その声すらも、何だかとても曖あい昧まいになってしまっていることに気がついて、ぞっとした。

　あの想像が──天使なんか本当はいなかったのでは──という考えが、本当に正しかったように思えてしまう。足が泥沼に嵌はまったかのように、愛は立ち尽くした。そんな彼女を特に不ふ審しんがる様子もなく、クラスメートは一時間目の授業の準備にかかっていたり、ひどく咳せき込んだりしている。

　綾香がいたら。

　彼女ならば、何してるの、と肩を叩たたいてくれるだろう。

　だが、そこまで親しい友人は、他にはいない。赤坂と小倉の二人は、真面目になったとはいえ、人のことを渋しぶ谷やの路地の工事現場で襲おそったことは、向こうが忘れてもこっちは微み塵じんも忘れていないので、近寄らないように言い聞かせてあるし、他のクラスメートも、自分のことに忙しい様子だった。

　そのとき、がらりと扉とびら──自分の後ろのではなくて前の──が開いて、来くる栖す先生が教室に入ってきた。足取りがおかしい。ふらふらとして風に吹かれているようだ。背広はどこかくたびれていて、ほとんどよろけながら教壇にたどり着くと、顔を上げ、愛あいを見つけると、驚きよう愕がくしたように目を見開いたが、何な故ぜか、席に着くようにとは言わなかった。無視された？　と思ったとき、意外な言葉が担任の口をついて出た。

「えー……せっかく登校してもらったのにすまないが、我がクラスは学級閉へい鎖さとなりました」

　どよめきは起こらなかった。それだけの数が登校をしていない。

「理由はわかるね？　季節はずれの悪い風か邪ぜが流は行やっているようで、他ほかにも六クラスほど、閉鎖が決まりました。風邪気味の者も、そうでない者も、今日きようは家に帰ってあまり外を出歩かないように。閉鎖は、風邪が広がらないための措そ置ちなんだからね。繁華街には、先生方が見回りをしますから、そのつもりで」

　その当人の来栖先生も、小さく咳せき込んだ。

「では、今日はこれまで。──ああ、号令はいい。無む駄だに体力を使うことはないからね」

　生徒たちは無言で片付けを始めた。どうせならもっと早く決めて欲しかった、と呟つぶやく声も聞こえたが、それも咳せきにかき消された。

「白しら鳥とり！」

　自分を呼ぶ声に振り向くと、来栖先生と目が合った。

（怖っ……）

　思わず一歩、引いてしまった。

　先生の目は血走っている。ドロンと黄色く濁にごった、白いとはいえない目に毛細血管は赤く浮かび上がって、脈打つように震ふるえている。珍しくうっすらと伸びた髭ひげの下で、頰ほおは深く削そがれたようにこけている。目の下にはくっきりと隈くまができていて、自分と同じく、ここ数日、ろくに眠っていないと見えた。

（っていうか、もしかしてわたしも……？）

　おんなじような顔をしているのかもしれない。髭こそ生えてはいないが、それなら、誰だれも話しかけてこなかったのもわかる。風邪なんかよりもよっぽど悪い、何かとんでもない感染症にかかっていると思われたのかもしれない。

　思わず、顔に手をやってしまったが、それで何がわかるというわけではなかった。まさか先生がこっちにやってくる目の前で、コンパクトを見るわけにもいかない。

　来栖先生は表情同様、どこか鬼き気き迫る様子で、椅い子すや机に腕や足がぶつかっているのにも気付かない様子で傍そばに来ると、息も荒く、愛の前に立った。

「お、おはようございます……先生……」

「白しら鳥とり……神かみ代しろは……神代はどうした？　やっぱり一緒じゃないのか？」

「は、はい……」

　そう答えると、来くる栖す先生は空気の抜けた人形のように、がっくりと肩を落とし、背を丸め、ああああ、と吐はくように呟つぶやいた。

「やっぱり……やっぱりそうだったのか……師し父ふの仰おつしやっていたことは、すべて本当のことだったのか……だが、何な故ぜ……？　わからない……はっ!?　も、もしかして、我らをお見捨てになられた、ということなのかっ……!?」

　何を言っているのか、さっぱりだ。

「白鳥っ！」

「はははいいいいっ!?」

　がっし、と腕を摑つかまれた。痛いほど、強く。

　自分がもし久く美みだったら、思い切り股こ間かんを蹴けり上げて、悶もん絶ぜつしているところへさらにストンピング（踏みつけ）をかまして、死ねっ、死ねっ、この変へん態たいえろ教師っ！　とか吼ほえているだろうが、残念ながら久美にはなれない。

　できる抵抗といえば、ただ体を硬かたくするだけだ。

　クラスメートはだるそうに、

「先生、さよーならー」

　と、言いながら、一人、また一人、と脇わきをすり抜けていく。係かかわり合いになるのは御ご免めんだ、というよりも、来栖先生が道を踏み外して生徒に何かするはずはない、という信頼、というか、少し見くびっているようなところが平へい素そからあって、それだ、と思った。

　愛あいもそうだとは思うが、がしかし、実際にこうして、『男』の人の力でがっしりと腕を摑まれて、逃げようにもそれは無理だと思うと、それなりに恐怖が込み上げた。

　いつもの、嫌な想像が浮かぶ。駆け足を始める。すなわち。

（せ、先生どうしちゃったの……？　こ、こんな乱暴にわたしの腕を摑んで──はっ!?　もしかしたら、とうとう自らの欲望が抑えきれなくなって、可か愛わいい女子中学生にいけない、いたずらをしてしまおうという!?）

　それである。

（だけどまさか、こんな教室で!?　みんな、見て見ぬふりで帰ってっちゃうし、きっと、このまま力任せに押し倒されて──

『せ、先生、何するんですかっ、やめてくださいっ！』

『はあはあ、し、白鳥っ！　先生はっ！　先生はあっ！』

　ぐわばっ！

『きゃー！　だ、駄だ目めです！　そ、そんなとこ触さわったら！　駄目えっ！』

『何言ってるんだ、白しら鳥とり。ここをもうこんなにして……』

『そ、それは汗ですっ！　汗なんですぅ！』

　……なーんて）

　血走った来くる栖す先生の目を見返して、愛あいは妄もう想そうが急速に萎しぼんでいくのがわかった。

　何か物足りない。

　やはりこう、天使が煽あおったり突っ込んだりしてくれないと、いまひとつ盛り上がらないものだなあ、と思った。それに、わかっている。先生が、そんなことをするはずはないのだ。あいにく、残念ながら、自分にそんな魅力があるはずはないことを、よく知っている。

　とはいえ、今日きようの来栖先生の様子は、ちょっと違っている──と思った途と端たん、血走った目から、ボロッと涙がこぼれた。鼻水が垂たれた。

（うわっ、汚っ！）

　そう思ったが、がっしりと摑つかまれているために、逃げることはできなかった。

「さよーならー」

　と、最後の生徒が出て行ってしまい、教室にはとうとう二人だけが残されてしまった。嗚お咽えつしながら先生は膝ひざから崩れ落ちる。

「あっ！」

　愛はそれに引きずられる格好で、やはり膝から落ち、ごち、と皿を床に打ち付けてしまい、痺しびれるような痛みが頭に抜けるように走った。じんわり、と涙が出そうになる。泣くわけにはいかない。二人してこんなところで泣いていたら、後々何を言われるかわからない。

「あ、あの……先生？」

　痛みを堪こらえつつ、愛は無理やり微び笑しようを浮かべた。

「どうしたんですか？　光ひかる君なら、たぶん、田た名な網あみさんたちと一緒にいると思うから、そっちに連絡した方がいいんじゃ──」

「そうなのかっ!?」

　がば、と顔を上げた来栖先生を見て、愛は、ぶう、と噴ふき出だしそうになった。笑っては悪いと思いながら、鼻水を垂らし、その上、涎よだれまで流した顔は、そんなことを思ってはいけないとわかってはいても、滑こつ稽けいだ。

「ひ、ひゃい……」

　頰ほおが引き攣つる。お腹なかが、横おう隔かく膜まくが、ぴくぴくと震ふるえる。笑ってしまえれば、楽だとはわかっているが、人としてそれはしてはいけないことだと思って我が慢まんした。

　が、先生はそんなことには気付かぬ様子で、ああ、と呟つぶやくとようやく、手から力を抜いてくれた。もしかしたらあざになっているかもしれない。そうでなくても、間違いなく赤くはなっているだろう。そのはずだ。

（何なのかなあ、もう……）

　愛あいは立ち上がると、痛む膝ひざを撫なでた。いきなりわけのわからないことを叫ばれて泣かれても困ってしまう。こっちはもう昨日きのうくらいから、現実と妄もう想そうの境さかい目めが、何が何だかわからなくなっていて、パニックになりそうだというのに。

（どうしようかなあ……）

　学級閉へい鎖さだというのだから、このまま帰ってしまってもいいはずなのだが、先生をこのまま独ひとり残していくというのも、ちょっと気が引けた。

　それにしても……おかしい。

　たかが、と言っては語ご弊へいがあるけれども、これだけの数、生徒が休んでいるのに、光ひかるのことだけをこれほど気にかける、その理由がわからない。それはまあ、光の場合、風か邪ぜの大流行の前、生徒会長選挙での不正の発覚直後から休んでいて、不登校になったのでは、と思われているのは知っていたし、金曜日の事故のことも当然、知ってはいるだろう。だがそれと、これだけの絶望とが、結びつかない。言ってしまえば、たかが一生徒。数十人の中の一人だ。来年の春になって進級し、担任でなくなればそれまでの間柄。

（そうじゃないの……？）

　違い和わ感かんに、愛は微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。他ほかに何か理由があるのか、と考えれば、思い当たることが、ひとつだけある。愛が指し摘てきし、天使も指摘したこと。いったい何のためかはわからないが、来くる栖す先生は一方で、光と愛の仲を取り持とうとしているようにも思える行動を取って来た気がする。一方でそれは、光を《堕落ダウンフオール》させるきっかけにもなっているのだけれども。

　自分と来栖先生の間には何ら特別な関係はないが、光とは──神かみ代しろ家とはそうではないのかもしれない。悪あく魔まっ娘こたちが、両親がかつて世話になった恩返し、という名目で光と強引に同居しているのは大おお噓うそな理由だが、先生の場合は、本当に、そうしたことがあったのかもしれない。光を見ればわかるように、神代夫妻というのは、とてもいい人という評判だったと聞いていたから、ありえない話ではなかった。

（にしたって、わたしと光君がらぶらぶになったからって何？　って気もするけど）

　それがどう恩返しに繫つながるか、その繫がりが見つけられないから、この想像はどうしようもなくあてずっぽうなのかもしれない。だが、そうとでも考えなければ、ここまで一生徒を気にかける理由がわからなかった。

（……わからないことは考えても仕方ない、か……）

　何だか遠く離れたところから自分を見ているような、そんな気持ちになって、愛はため息をついた。

（帰ろ……）

　天使も突っ込んでくれないし。

　後ろに下がり、それじゃあ先生さようなら、と言おうとした途と端たん、来栖先生は鼻水を垂たらした顔を上げた。一いつ旦たんは放した腕を伸ばしてきた。

「待ってくれ！」

　そう怒鳴った。そして、その手が摑つかんだのは……スカート。スカートである。下がろうとしたその動きと逆の方向に男の人の引く力が加わればどうなるか。わかりきった話。ぷちん、と音がしてホックが外れ、ずるりと落ちた。スカートが。

「き、きゃーっ！」

[image: ]

　純白のショーツが、担任教師の血走った顔の前にあらわに！　唯ゆい一いつの救いは、それがお臍へその辺りまである、全っ然、勝負パンツなんかじゃなかったことだけれども、だからといって恥ずかしさが減るわけではない。

「きゃーっ！　きゃーっ!!」

「ご、誤ご解かいだっ！」

　来くる栖す先生は手を放すと、それまでとはまったく別の理由で顔を赤らめて首を振った。

「せ、先生はそんなつもりじゃなくてっ！　そ──」

　が、最後まで言い終えることはできなかった。

　振り上げた膝ひざが。打ち付けて、まだ、じん、と痛む膝が。見事にその顎あごに入って、とてもとても嫌な音を立てたから。さらに、脚かつ気けの検査のように、足が勝手に跳はね上がって股こ間かんを直撃する。

　ぷっ、と口の端はから血を飛ばし、来栖先生は仰あお向むけに倒れた。その口元に、どういうわけか何となく幸せそうな微び笑しようを浮かべて。




　　　　☆




「地じ獄ごく、ですか……？」

　素っ裸になり、黒い紙袋から引っ張り出したマントを体に巻きつけるようにしながら、獅しぃ子こは、腰に手を当てて相変わらず穴を見下ろしたままの光ひかるに向かって、思わず訊きいていた。

　光は確かにそう言った。地獄に行く、と。それは、何かの比ひ喩ゆだろうか？　それとも──本当に地獄へ行く、と？　そういう意味で言ったのだろうか？

　馬ば鹿かなことを、とは思わない。獅ぃ子は、地獄が本当にあることを疑ってはいなかった。自分が《大たい罪ざい者しや》であることを自覚したその日に、地獄はいまここにある世界と同じくらいの確かさをもって、その存在を自覚した。

　それは、他ほかの六人にしたところでも同じだろう。だが、そこへ行く方法となると──

（もしかして……死ぬ、んですの……？）

　ぞくり、とした。

　獅ぃ子にとって、死は、夢や幻まぼろしではない。幼いときに遭あった事故自体の記憶はないのだが、そのときのことを思い出そうとすると、ぽっかりと開いた巨大な穴に存在ごと吸い込まれるような恐怖を感じる。あれがきっと、死だ。死にかけたそのときの記憶が、事故自体は憶おぼえていなくても、残っているのだ。そしてその穴は。

（あんな感じですわ……）

　獅ぃ子は、光の足元に開いている穴を見た。表面が揺ゆれている？　何もないはずなのに、まるで墨ぼく汁じゆうを満々に湛たたえているように見えるのは、光の手にしているライターの炎の揺らぎのせいだろうか？

「からかっておいでですの？」

「いや、マジだぜ」

　光は、当たり前のように答えた。

「これから行くのは、正しよう真しん正しよう銘めいの地じ獄ごくだ。地の底の底にある、悪と本能と欲望の世界だ。そこへ行く──いや、帰る。万魔殿パンデモニウムが俺おれを待ってるからな」

　万魔殿。それは、中世イギリスの詩人ミルトンの『失しつ楽らく園えん』に出てくる、人の金銭欲を搔かき立てる悪あく魔まマモンによって建造された、絢けん爛らん豪ごう華かな地獄の大宮殿だ。悪魔の本拠地といってもいいかもしれない。地獄に建てられたほとんど唯ゆい一いつの建物で、悪魔神ルシファーはもちろん、配はい下かの大悪魔たちもが住まい、思い思いに欲望を満たしている──らしい。

「けどさ、光様」

　裸なのをまったく恥ずかしがっていないかのように、マントを肩の後ろへと跳はね上げて薄い胸の前で腕を組み、軽く脚を開いた久く美みであるが、その顔は薄明かりの下もとで真っ赤だった。本当は恥ずかしいのだろう。堂々と胸を放ほうり出して、それどころか、むしろ強調するように科しなを作っている羊よう子この態度のそれとは、似ているようで違う。

「そんなとこに、どうやって行くんだよ。それに、この……裸になったのって、どういう意味があるんだ？　キャットファイトでもやるのか？　観客はいねーけど」

　しゅっ、と拳こぶしを突き出してみせる。薄いなりに久く美みの胸が動きに合わせて揺ゆれると、光ひかるは少しエッチっぽい顔つきになって、それから慌あわてた様子で表情を引き締めた。

「光様の趣味ぃ？」

　美み巳みが隣でマントの裾すそをつまんでそんなことを言う。

「あほかっ」

　久美に肘ひじで小こ突づかれると、肘はむにゅう、と美巳の大きな胸に沈み込んだ。かなり大きな胸だが、ぽっちゃり体形なので、アンダーとの差はそれほどではない。が、そのやわらかさと弾だん力りよくはかなりのもので、弾はじかれた久美は、とと、と少しばかりよろけた。

「何よぉ」

　美巳は、ぷう、と頰ほおを膨ふくらませた。が、

「まあ、趣味っつーたら、趣味だな」

　と、光は言った。

「だーが！　それだけじゃねーぜ？　このマントはな、巳み和わに言って取り寄せさせた特別製だ。黒い雄おす山や羊ぎの毛皮でできている。ボタンは同じ山羊の角つのを削って作ったもんだ。こっちの世界から、地じ獄ごくへ持ち込めるものは限られてるかんな。素っ裸であの世へ行っても、俺おれは全っ然かまわねーんだが……ま、優しさ、って奴やつだ」

　優しさ──よもや、ルシファーモードの光からそんな言葉を聞こうとは思わなかった。悪あく魔まの中の悪魔である彼の口から。そして、そのことにまた、獅しぃ子こは違い和わ感かんを覚えた。

　自分たちは、ルシファーの完全復活、完全堕だ落らくを目的に、光に数々の《大たい罪ざい》を犯させてきた。それが使命であり、宿命であると知ったから。

　だが、その果ての答えは、こんなものだったのだろうか？

　雰ふん囲い気きは違うが、見た目は以前の光と大きくは変わっていない。目つきと髪型、そのくらいだ。背が伸びているわけでも、鋭い牙きばが生えたわけでも、槍やりのような形の尻尾しつぽが生えたわけでも、蝙蝠こうもりの翼が生えたわけでもない。少年。中学二年生の子供のまま。

　想像はそうじゃなかった。まったく違っていた。

　何しろ人の世を終わらせる存在だ。彼は黙もく示し録ろくの鐘かねを響ひびかせ、七つの喇らつ叭ぱを木こ霊だまさせる最後の風。そのとき、自分たちは肉体の頸くび木きから《解放》され、《大罪》そのものとなって人の世を蹂じゆう躙りんする──そのはずだった。

　だが、何も起こらなかった。

　確かに光ひかるは《堕落ダウンフオール》したままで、そのあとに来る揺ゆり戻しはなかった。これまでは《堕落ダウンフオール》はしても、その直後に反動で《浄じよう化か》が起こって、聖なる輝きで獅しぃ子こたちを全裸にしたあと、元に戻ってしまったが、今回はずっとそのままだ。

　が。

　これが──こんなものが《堕落ダウンフオール》なのだろうか？　人の世は依い然ぜんとしてここにあり、自分たちも肉体につながれたまま、《大たい罪ざい》を感じている。何も変わっていない。変わったのは、光だけ。それも、性格と人相だけだ。

「なーに考えてる、獅ぃ子」

　穴を見つめたままの光の声に、獅ぃ子は微かすかに体を強こわ張ばらせた。別に、と言いかけた声が掠かすれて喉のどに引っかかる。

「わかってるぜ？　こんなものか、って思ってるんだろ？」

　図ず星ぼしだった。だが獅ぃ子は、頷うなずきも、はい、とも言わなかった。そんな風に思うことは、反はん逆ぎやくに等しい。認めることはできなかった。

「おいおい、別に責めてるんじゃねーんだ。そんな怖い目で見るなよ。……事実だしな」

「え……？」

「事実だ、って言ったんだ」

　ち、と光は舌を打った。

「ったく、忌いま々いましいぜ。確かに俺おれは《堕落ダウンフオール》したっちゃーしたがよ、不完全なんだよ。未完成もいいところだ。日本海かい溝こうでいやあ、ほんの十数メートル堕おちた程度でしかねーのさ。天使のやろーども、何しやがったんだか。いまの俺は、言ってみりゃあ、昼休みってとこだ。いままでに比べりゃ、揺ゆり戻しまでの時間が長いってだけにすぎねー。だからよ」

　じっと、黒い穴を見下ろす。

「また、あいつが戻ってくる前に、あの作りもんの弱虫で泣き虫がぐだぐだ言い出す前に、完全に《堕落ダウンフオール》する必要があんだ」

「それを、ここで？」

　獅ぃ子は訊きいた。

　つまり地じ獄ごくへ行くとは、この限定された閉鎖空間で七つの《大たい罪ざい》の饗きよう宴えんを繰り広げる、とそういうことなのだろうか。確かにここは『万魔殿パンデモニウム』と呼んでもおかしくないほど、立派な建物ではある。そのためにこんな服を？　中世に行われていたという魔女夜会は確か、巨大な雄おす山や羊ぎの像とあれやこれやをしたと聞いてはいるが、それを再現するために、こんなマント一枚の格好にさせたのだろうか？　光が雄山羊で。つまり──酒しゆ池ち肉にく林りん？

　想像してしまい、獅ぃ子は頰ほおが熱くなった。いったい何をするのかがわからないほど、子供ではない。

「あー、違う違う」

　光ひかるはしかし、手を振った。

「ここじゃない。言ったろ？　いいか？　この穴は、正しよう真しん正しよう銘めい、地じ獄ごくにつながってんだ。あの世への路みち。鬼おに子ごの産さん道どうだ。俺おれはここから産み落とされた。こいつが母親だ。だから、俺が完全に《堕落ダウンフオール》するには、ここを逆に辿たどる必要があんだよ。胎たい内ない回かい帰きして、この忌いま々いましい肉体を得る以前に戻る。それには、万魔殿パンデモニウムに行く必要がある。マジな地獄だからな。こっちのもので持ち込めるのは限られるって言ったのはそのためだ」

「どうやって、その穴に入るんですの？」

「あん？」

「ただの穴ではないのでしょう？　地獄につながっているというのなら、どうやって？」

　光は面白がっているような表情になる。

「……死ぬんですの？」

　ざわ、と濃のう密みつな闇やみが少女たちの動どう揺ように揺ゆらめいた。

「し、死ぬ!?」

　わん、と木こ霊だまする。考えもしなかった、というように、久く美みの声が引き攣つる。隣で美み巳みも、泣きそうな顔になったが、羊よう子こはわかっていないのか笑顔、巳み和わはいつもと変わらぬ表情をしていた。この世の物質に未練を断ちがたいのか、倉くら子こは青くなっていたが、棕しゆ櫚ろはやはり、興味なさそうに欠伸あくびを漏もらしただけ。

「ど、どういうことだよ！」

「そういうことですわ」

　獅しぃ子こは光を見つめた。横顔にはニヤニヤ笑いが貼はり付いている。これはこれで……格好がいいのが、何とはなしに胸をざわめかせられる。

「生きた人間があの世へ行くには、どうすればよろしくて？　ここには、仮か死し状態になれるような装置も何もあるとは思えませんわ。つまり──」

「本当に死ぬしかねえ、ってことか……」

　震ふるえるような声で久美が呟つぶやく。

　そういうことだろう。

　獅ぃ子は息をついた。さすがに、喜んで、とはいかない。無理だ。その覚かく悟ごは、簡単にはできない。できるはずがない。

　だが、逆さからえないこともわかっている。いまや自分たちは、光の言うことには、己おのが意志にかかわらず従ってしまう。そのくらいには彼の《堕落ダウンフオール》は進んでいる。

　ここに刃物はない。そのはずだ。だが、息の根を止めるのに、止められるのに、何もそんなものはいらない。この、二本の手があればそれでいい。互いに首を絞めあって、それで駄だ目めなら、自分で自分の首を絞めることだって……できなくはないかもしれない。

「はははっ！」

　もうたまらない、というように光ひかるは笑った。笑いながらぺちぺちと膝ひざを叩たたく。その音は闇やみに反はん響きようして万ばん雷らいに轟とどろき、獅しぃ子こは耳を押さえたくなった。

「……ばーか」

　くくっと喉のどの奥に笑いを収めて、光は少女たちを見回した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。おまえらなら、俺おれと同じように、生きたまま地じ獄ごくへ堕おちることができる。《大たい罪ざい者しや》だろ？　おまえらは普通じゃねーんだ。普通の人間だったら無理だが、そうじゃない。おまえらはさ、そのままで半分、地獄に足を突っ込んでんだよ。だから、生きて地獄へだって行ける。万魔殿パンデモニウムにだって入れる。こいつを通れる」

　がつ、と床を蹴ける。墨すみのような、液状化した闇をたたえた穴が震ふるえながら広がった。襞ひだが寄って形が変わる。その姿に、せっかく冷めた頰ほおがまた熱くなった。形には、見み憶おぼえがある。当然だ。少女であれば──女であれば、誰だれでもひとつは持っているものだから。好奇心に自分のそれを見たことだってある。下着の研究のために、人のそれを見たこともある。

　ぱくぱく、と。

　穴は呼吸をするように震えた。闇がこぼれ出す。いまやそれは人一人が通れるほどに広がった。奥には階段らしき段があるようにも見えるが、輪りん郭かくが溶けているのでよくはわからない。

（こんなのは、さすがにでたらめですわ……）

　獅ぃ子は頰ほおの火ほ照てりを感じながら、唾つばを飲み込もうとしたが駄だ目めだった。確かに、自分は《大たい罪ざい者しや》だ。そうだと知っている。為なすべきことも。光の様子が変わるところも見た。《浄じよう化か》が起こって自分たちの服が燃えてなくなるのも体験した。しかし、さすがにここまでの怪奇体験はない。こんな映画を見ているかのようなことは。

「だが、事実だぜ」

　光は穴に足を踏み出した。何の抵抗もなく吞のみ込まれていく。腰まで下がったところで足を止め、獅ぃ子を見上げてくる。

「おら、来いよ。そんなに怖がるなって。言ったろ？　お前たちの半分はこっちなんだ。懐かしい感じがすると思うぜ。別に命令してもいーんだがよ。それじゃあ、つまらねえ。自分で来い。おもしれえってのは大事なことだかんな」

　に、と光は笑顔になった。

　悪あく魔までもこんな風に笑えるのか、と思わず考えてしまうほど、その笑えみは魅力的だった。否いな、悪魔だからこそ、か。獅ぃ子は──おそらくは自分だけではないだろうが──気づけば前に出ていた。自分では歩けないから、赤せき兎とが、だが。

　恐怖はもう、なかった。

　光の姿が消える。床から突き出した手だけを残して。

　その手に招かれるままに、獅ぃ子は──少女たちは、次々と穴へ、産さん道どうへと足を踏み入れて、暗い階段を降りていった。

　一歩、また一歩。

　だがすぐに、降りているのか昇っているのか、まったくわからなくなった。辺りには闇やみしかない。その中で唯ゆい一いつの微かすかな灯ともし火び、それが光ひかるだった。

　まるで、誘ゆう蛾が灯とうに引き寄せられる蟲むしのように、獅ぃ子たちはそのあとを追う。

　ふらふら、ふわふわ。




　　　　☆




「す、すいません、先生……」

　まだ股こ間かんを押さえて、生徒の椅い子すに座っている来くる栖す先生の傍そばに立って、愛あいは嫌な汗が滲にじむのを拭ぬぐいながら、そう謝った。三度目。二度目までは何の反応もなかったけれども、今度は頷うなずいてくれた。

「だ、だいじょ、ぶ……」

　あまりそうは思えないが。

「ち、ちょっと待ってくれ……」

　女子中学生の前だということはすっかり忘れたように、来栖先生は股間を上から下へ撫なでるように揉もんだ。何度も、何度も。ずいぶんと痛いらしい、とは知っている。ＴＶなどでも野球選手がバウンドした球が当たってほとんど悶もん絶ぜつしている姿を見たこともある。大げさな、と思いもしたが、目の前で脂汗を流して喉のどをひくつかせている姿を見てしまうと、そうではなかったのだな、とわかった。こちらの胸を申し訳なさで満たすに十分すぎる光景だったが、

（せ、先生だって悪いんだから……）

　という気持ちも少しだけはあった。

　あんな血走った目で迫られたら、誰だれだって、法律で禁止されているようなことをするつもりなんじゃあ、と考えてしまうと思う。結局は、そんなつもりではなかったようだが、それはそれとしても、大人の男の人というのは、一四歳の中学生、それも女子に取っては怖いものだ。体も大きいし、大人だし。

　やがて、来栖先生は大きくため息をつくと、スーツの胸ポケットからハンカチを出して汗を拭ぬぐった。来栖先生は独身だが、そのハンカチは綺き麗れいに洗われて折り畳たたまれていた。誰か、アイロンを当ててくれる人がいるのかもしれない。

「白しら鳥とり……」

　来栖先生は顔を上げた。まだ痛むのか、拭ふいたあとから汗が浮かんでいる。

「変質者に遭あったら、その意気だ。さっきみたいに股こ間かんを蹴け飛とばしてやれ──グッジョブ」

　ぐ、親指を立てた手を上げてみせる。歯を見せて笑顔を浮かべたものの、唇くちびるは微かに震ふるえている。はあ、という以外、愛には返す言葉がない。先生は簡単に言うが、実際に襲おそわれたら、そんなことはまずできない。恐怖に体は麻ま痺ひする。心も凍る。暴れることができるなら、まだましだ。本当に恐ろしかったら、何もできない。動けない。『蛇へびに睨にらまれた蛙かえる』ということわざがある。久く美みが転校してきたことで、彼女の《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》に中あてられた赤あか坂さかたちに渋しぶ谷やで襲われたとき、それを知った。

「……あー、それよりも、神かみ代しろだな」

　ちょうど光ひかるのことを考えたところであったので、愛あいは少しだけ緊張した。動けなくなった自分を助けてくれたのは、光であったから。もっともそのとき、彼は《堕落ダウンフオール》していたので、正確には違うのだが、肉体は一緒である。

「本当に、どこに行ったか知らないのか？」

「あの……どうして光君の居場所を、わたしが知ってると思うんですか……？」

　そう、愛は返した。

　来くる栖す先生の顔が歪ゆがむ。股こ間かんの苦痛が蘇よみがえったのか？　それはわからなかったが、先生はもちろん、光が住んでいる廃はい教きよう会かいが怪物クレーンの直ちよく撃げきを受けたことは知っているはずだ。あれだけの事故だ。ニュースにもなっているし、生徒の家なのだから連絡だって来たはずである。天てん涯がい孤独の光を、そのままにしてはいなかったはず。安あん否ぴを確かめただろう。それとも……しなかったのだろうか？

　だとしても。ただのクラスメートである自分にそれを訊きいて、何かわかると思っているのだろうか？　そうだとしたら、それは何な故ぜ？

「光君と、田た名な網あみさんたちがあの教会にいないってことは、今け朝さ、迎えに行きましたから知ってますけど……それだけです……」

「電話は？」

　まだ股間を押さえながら、けれどその声はどこか縋すがるようだ。

「神かみ代しろの携けい帯たいの番号、知っているんだろう？　メールでもいい」

「心配だから何度か電話はしましたけど……繫つながりませんでした。メールは送れてますけど、返事はありませんし」

「そうか……白しら鳥とりなら、と思っていたんだが……」

　呻うめくように呟つぶやく。そしてうつむく。がっくりと首が下がって、まるで力尽きたように見える。その姿がとても憐あわれに見えたので、愛は何だか、自分がとても悪いことをしたような気分になった。もちろんそんなことはないはずなのだけれども。

「せ、先生……？　あの──」

「いや……いや、いや！　そうじゃない！　まだだ！」

　愛は、自分でも知らないうちに伸ばしかけていた手を止めた。来栖先生は、狂おしい様子でいきなり首を振り出したのだ。まるで、前に綾あや香かに無理やり見せられたホラー映画のように。

「まだだ！　まだ間まに合うはずだ!!」

　そうして上げた顔は、またしても目が血走り、口の端はには白い細かい泡がついていた。おっかない。すごく、おっかない。ひょっとして、法律に違反する、人間をやめてしまうことになる薬か何かをやっているのだろうか？　ストレスがひどすぎて手を出したとか。何だかもう、そんな感じだ。

「聞いてくれ、白しら鳥とり！」

（ひー）

　また手を摑つかまれた。今度は手首。がっちりと。もしかしたら手て錠じようっていうのはこんな感じなんだろうか、とか余計なことが浮かんだりしながら、解ほどこうとぶんぶんと振ると、上下はしたものの、放してくれる様子はなかった。天使がいてくれたら、こんなときにどうすればいいのか教えてくれただろうが、いまはいない。本当にもう、肝かん心じんなときに役に立たないっ。思い切り強く握られて、手首から先が白くなって痺しびれる。目が合った。真っ赤に血走った目と。すると、その目が大きく見開かれて手の力が緩ゆるんだ。

「す、すまない……」

　先生は手を放すと、いまの行為はまるで自分の意志ではないとでもいうかのように、己おのが手首を摑んで裏に表に矯ためつ眇すがめつした。

　愛あいは黙って、摑まれていた手首をさすった。赤くなっている。くっきりと指の痕あと。あざになっていないのが不思議なくらいだ。どうも先生は、情じよう緒ちよが不安定に思える。

（とりあえず逃げる用意だけしとこ……）

　あまりあからさまにならないように、一歩、下がる。幸いなことに、教室の後ろのドアは開いているから、迷わずに走れば何とか逃げられるかもしれない。行くなら……職員室だ。とりあえず近くまで──声の届くところまで行ければ、何とかなるだろう。

「……これから話すことは、とても信じられないとは思う」

　またうつむいて、先生は言った。

「ただの偶然、ただのこじつけだと思うかもしれない。事実、そうなのかもしれないが……私にはそうは思えないのだ」

　何の話なのかは、まだ見えない。だが、愛は黙って聞いた。下へ手たにまぜっかえして逆ぎやく切ぎれされたくはなかったので。いまの先生なら、そうしたこともしかねない雰ふん囲い気きがある。

　先生は、膝ひざに肘ひじを置いて、両手をがっちりと組み合わせた。まるで、悪さをすることがないように自らを戒いさめるかのように。

「白鳥……おまえは、神の存在を信じるか？」

「は？」

「神様だ。私の言っているのは、唯ゆい一いつの神、《主しゆ》の話だが」

「えーと」

　困った。何て答えたら穏おだやかにすむのだろうか。

　愛自身は、正直なことを言えば、どちらでもない。いるかもしれないし、いないかもしれない、と思っている。日本人のほとんどが、そう思っているのではないだろうか。いないと信じているのなら、元がん旦たんにあんなに神社が混こむはずはないし。

「私は、いらっしゃると信じている」

　それは知らなかった。

「私だけではない。私の仲間たちもそうだ。私はそうした組織のひとつに所属している──いや、していた、と言った方がいいかもしれない」

　過去形であることに何か含むところがあるのか、来くる栖す先生は握り合わせた手にさらに力をこめたようだった。甲に、血管が浮き上がっている。

「たぶん私は……自信がないんだ。本当に主に許されるだろうか、それだけのことをなしえたのだろうか、と自分を疑っている。そう……そうなんだよ、白しら鳥とり。私はだから、この《終しゆう末まつ》を何とか回かい避ひしたかった」

　それは、愛あいも同意だった。この週末は最悪だったと言ってもいい。先生の週末に何があったのかは知らないが、お互いに、ひどい土日だったらしい。

「だが、望みは絶たれた……彼らは、今後このことには係かかわらずに、成り行きに任せると決めてしまった。神かみ代しろを見守っていた師し父ふまでもが、手を引こうとしている！」

「!?」

「何な故ぜだ!?　人の世が終わっても構わないというのか!?　いまこそ、組織という大きなバックアップが必要なときのはずなのに！」

「ひか──神代君が、何だっていうんですか!?」

　愛が思わず大声を出すと、先生は肩を驚いたように震ふるわせて、顔を上げた。落ち窪くぼんだ目を瞬しばたたいて、ああ、と呟つぶやき、せわしなく指を動かした。何度も組み替えるその様さまは、まるで蟲むしの脚あしだ。ひっくり返されて、空気を搔かいてもがくような。

「……事故のこと、知ってるな？」

「クレーンのことですか……？」

「そうだ。あれは……先生の仲間がやったんだ」

「！」

「もう、わかっただろう？」

　どこか自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべた。

「先生がおまえを金曜日に早退させたのは、そのあとに起こることを初めから知っていたからだ。その計画を聞かされていたからだ。そうだ。神代が宅たく配はい便びんでおまえの家に届くことを、先生は知っていたんだ」

「ど──」

　うして、と続けようとしたが、言葉は喉のどに引っかかって出てこなかった。来栖先生をまったく疑わなかったわけではない。味方か敵か、それはわからなかったけれども、様子がおかしいと天使と疑ったことはある。だが、本当にそうだとわかると、それはそれで衝しよう撃げきではあった。

「この国の法律に照らせば、先生は犯罪者だ。破壊活動を行い、神かみ代しろを誘ゆう拐かいする手助けをした。だけどな、白しら鳥とり。それは金が目的じゃない。それはわかるだろう？　もしそうなら、おまえのところに神代を送ったりするはずがない」

「…………」

「だったらなんで、と思っているだろうな。こんなことを言っても、信じてはもらえないだろうが、あれは神代を──いや、世界を救うためだったんだ」

　世界ときたか。

　妄もう言げん、と普通なら思うだろう。この人イっちゃってるよ、やばいよ、と。だが、愛あいは違った。ああ、と思った。思ったけれど、黙っていた。話にはまだ続きがあるはずだ。それを聞いてからでなければ、最終的な判断はできない。

　とりあえず、変な顔をしておいた方がいいだろうか。こんな話を、初めから信じるような顔をしたら、逆に疑われるかもしれない。

　なのでした。変な顔。

「……そうだよな。疑われても仕方がないとは思う」

　予想通りに、先生は自じ嘲ちようの笑えみをますます深くした。少し可哀かわい相そうだったろうか。

「でもな、先生は信じたんだ。まさに、預よ言げんの通りだと思った。もちろん初めは半信半疑だった。けれど、師し父ふに話を聞くうちに、偶然だとはとても思えなくなった。何を言っているか、わからないだろうな。ちゃんと話したいとも思うが……そうすると余計、信じてもらえないような気もするから、こんな回りくどい言い回しになってしまうんだが──白鳥、率そつ直ちよくに言っておまえは神代のいまの生活環境をどう思う？」

「どうって……」

「おまえは知っているだろう、神代が田た名な網あみたちと同居していることを。表向き、ちゃんと保護者がいることになっているが、それは噓うそだと先生は知っている。学校は騙だませても、先生は騙せない」

「だったら──」

「やめさせようとはしたさ。だが、連中の方が上うわ手てだ。少女たちの中に、大金持ちの娘がいるんだ。書類も完かん璧ぺき。訪問があるときには、大人をちゃんと用意している。きちんと保護者がいるといわれてしまえば、それ以上は何もできない。組織に属しているといっても、たいていの場合、活動費は自分持ちなんでな」

　獅しぃ子この実家であるヴィーナス・グループを相手にして引けを取らない金持ちなど、この広い世界にもそうはいないのだから、それは仕方のない話だ。

「それはまあ、ともかく……私たちは何としても神代を、あの爛ただれた生活環境から救い出したかった。何な故ぜ、とは訊きかないでくれ。神かみ代しろのためにならないから、としか言えない。それ以上のことを言っても、信じてはもらえないだろう」

「えっと……わたしも神代君のいまの生活環境がいいとは思ってはいなかったですけど……だからって、どうしてわたしの家だったんですか？」

「…………」

「それに、動機に比べて、やることが無茶ですよ。いくら生活が爛ただれてるからって、クレーンを倒して家を壊すだなんてことします？　それに、ひか──神代君をわたしの家に送ってきて、それで何をさせようってつもりだったんですか？」

「……わからない」

「はあ!?」

「わからないんだ！　ただ《愛あい》が！　真まことの《愛》だけが神代を救うと《秘ひ録ろく》に──」

　しまった、というような顔をして、来くる栖す先生は黙った。だが遅い。もう聞いてしまった。

「……《秘録》って、何ですか？」

　愛あいが訊くと、先生は一いつ瞬しゆん息を詰まらせ、それから諦あきらめたように言葉と共に吐き出した。

「一種の預よ言げん書しよだ」

「…………」

「もちろん正当に認められた書物ではない。外げ典てん、偽ぎ典てんと呼ばれるものだが、そこには、こうある──『東の果て、千の悪あく魔まが神を語る地に、堕だ落らくしたる翼、肉を持て蘇よみがえる。腐ふ肉にくにたかる蟲むし、揺ゆり籠かごを破壊せしのち、七つの罪、娘の姿を借りて現れん。翼、再び堕おちたれば、そのとき地じ獄ごくの釜かまは口を開き、天に喇らつ叭ぱは鳴り響ひびき、三さん界かい、ことごとく炎に包まれん』──どうだ？　何かを思い出さないか？」

　縋すがるような視線を向けられたが、しかし、愛は何とも答えなかった。いいたいことはわかる。確かにこれは、光ひかるのことを指しているっぽい。そう聞こえなくもない。だが、預よ言げんだの何だのの類たぐいは、大たい抵ていがそうしたものだと、愛は天使から聞いている。

「……恐ろしいだろう？　これは世界が終わる、それを言い表しているんだ。神代が堕だ落らくすれば、そのせいで世界は終わる、と！」

　どうやらマジで信じてるっぽい、と愛にもわかった。そしてその預言が現実のものになることに、強い恐怖を感じていることも。隠し様ようもない、もしかしたら隠すつもりなど初めからない鬱うつ々うつとした感情が、顔に出ている。

（逃げてー……）

　本気でそう思った。どうやら味方だったらしいことだけはわかったが、かといって、積極的に手を借りたいとは思えない。

「しかし！」来栖先生は口こう角かくから泡を飛ばした。「《秘ひ録ろく》は絶望だけを我らに与えたわけではなかった。希望も伝えてくれた。その預言には、続きがあったんだ──『されど《翼》、真の《愛》を知れば、再び天に還かえり、世界は光に包まれん』──どうだ!?」

　だから、どう、と言われても。

　愛あいは、微び妙みような笑えみを浮かべたが、来くる栖す先生は見てなどいなかった。視線はこっちを向いていても、愛の姿を映してはいない。

「真まことの《愛》……これの意味するところを、我々は考えた。《翼》が神かみ代しろなら《愛》は？　七人の娘が現れ、その者たちに対抗するのは誰だれか！　私は見張った。見極めんと瞠みはった。いろいろとためしもした。その反応を見た。その結果──白しら鳥とり！　私はおまえこそが預よ言げんに示された《愛》だと結論するに至ったのだ！」

　うひい、と言ってダッシュで逃げ出したい気分だった。だが、しなかった。そんなことをしたら、思い切り追いかけて来そうだったから。なので、代わりに曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべた。

「だから……白鳥の家に、神代を送った」

「…………」

　ようやく。ようやく事情がわかった。そういうことだったのだ。

　そんな預言があるなんて知らなかった。天使は教えてはくれなかった。少しだけ彼を怨うらむ気持ちになったが、だが、仕方がないのかもしれない、とも愛は思った。あの天使は、自分を通してしか人の世界のことを知ることができない、と言っていたから。それにしては、おかしなこともいろいろと知ってはいたけれど。

「白鳥……神代は、どうなったんだ？　世界の危機は回かい避ひできたのか……？」

　声が震ふるえている。

「先生はもう、おまえにかけるしかないんだ……組織は──結けつ社しやは手を引いた。神代に係かかわるな、と天使に告げられた、と言う者がいて、それを上の連中は信じたんだ。そもそもあいつらは、こんな東の島国で世界の趨すう勢せいを決める戦いが行われるっていうことを、信じちゃいなかった。師し父ふの言うことだからしぶしぶ聞いていたに過ぎなかったんだ！　だがその師父も……連絡が取れなくなってしまった……」

　先生は、長い長いため息をついた。

「……なあ、白鳥。教えてくれ。神代はどうなったんだ……？　おまえを見れば、あいつがおまえのところにはもういないってことはわかる。何があった？　結社の連中は、引き揚げてしまって何も見ていない……」

　愛は、ため息をついた。天使様がいれば、と心から思った。そうすれば、どうすればいいのか教えてくれたに違いないから。だが、声の聞こえないいま、それを決めるのは自分しかいなかった。話すにしろ。話さないにしろ。

「…………」

　見つめてくる来栖先生の瞳ひとみは、助けを求める捨て猫のよう。もう一度、愛はため息をついた。聞きたいのなら話してあげよう。ただし、あったことだけを。

「……神代君は、田た名な網あみさんたちと一緒に帰りました」

「それだけ、か……？」

　愛あいは頷うなずいた。

　他ほかにもいろいろあったけれども、それを言うつもりはなかった。一緒にお風ふ呂ろに入ったりとか、そんなえっちなことをしたなどということは、絶対に言えるものではない。

「そうか……」

　先生は、ぐったりとうなだれた。その姿は憐あわれを誘ったし、自分のせいではないのに罪ざい悪あく感かんを覚えたりもしたが、ぐっと堪こらえた。

　知りたかったことは教えた。

　訊きかれなかったことには答えない。そのつもりもない。

　先生の話も相当アレだが、自分の話も相当だ、と愛は自覚していた。それに……誰だれかに自分の気持ちを利用されるのは、嫌だった。先生が、預よ言げんの《愛あい》に、光ひかるのことを好きだというのが公こう然ぜんの秘密の自分のことを選んだのか、それとも名前で選んだのかはわからない。

　だが、どちらにしても、わけのわからない大人の理屈に利用されるつもりはなかった。

　彼のことを好きだという気持ちは──自分だけのものだ。

　天使は、いろいろとうるさいことを言いつつも、強制はしない。できない、ということもあるけれど、脅おどしたりしながらも、愛の意見を優先してくれてきた。

　だが、この人たちは違う。

　押し付けた。

　こっちの都合なんかおかまいなしに、いきなり押し付けた。しかも、あんな危険なことまでして。そんなことをする人たちにもし、光の救い方を知られたら──。

（きっと、無理やりさせられちゃう……）

　愛はぞっとした。

（どこか暗い小さな部屋の中で、嫌がっても何しても、無理やり裸にさせられて。

　わたしだけじゃなくて、光君も同じ目にあっちゃう……。

　きっとそう！

　光君、大の字に冷たい床ゆかに寝かされて。

『やめてよお！』

　って泣いても、全然許されなくて。

『おらおら、口では嫌がってても体はそうは言ってないぜ。クラスメートの裸なんて、そうそう拝めないだろ？　いやあ、君は幸せだ』

　とか何とか言われて。

　わたしも、泣いても許してもらえなくて。両りよう脇わきから脚あしを二人がかりで抱かかえられて。

　Ｍ字？

　そんな感じの格好をさせられて……

　それからきっと、無理やり光ひかる君に跨またがらされて──）

　愛あいは首を振った。

（そんなの、絶対に嫌っ！）

　ありえない。

　そんな初体験は、絶対にありえない。

「……帰りますっ」

　愛は、そう言って一歩下がり、踵きびすを返すと駆け出した。先生は──追ってこない。

　たぶん、うなだれたまま椅い子すに座って、そのままなのだろう。

　もう、ずっとそのままでいればいい。

（わたしたちは……わけのわからない連中の道具じゃないもんっ……）

　浮かんできた涙を拭ぬぐい、その瞬しゆん間かん、愛は──転んだ。

　……痛い。

　鼻をすりむいた。おでこも。

「うう……」

　しん、とした廊下に嗚お咽えつが響ひびいたけれども、誰だれも助け起こしてはくれなかった。もう誰もいなかったから。

　どじだなあ。

　そんな、天使の声も聞こえない。

　独ひとり。

　どうしようもなく独りだと、愛は感じながら、すん、と痛む洟はなを啜すすりながら立ち上がり、スカートに付いた白っぽい埃ほこりを叩たたき落とし、鞄かばんから絆ばん創そう膏こうを取り出した。
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「本当に、ここが地じ獄ごくですの……？」

　赤せき兎とに抱きかかえられて光ひかるのすぐあとを行きながら、獅しぃ子こは呟つぶやかずにはいられなかった。

　穴に入るときには、それなりの覚かく悟ごをした。

　地獄といえば洋の東西を問わず、荒こう涼りようとして恐ろしく、血なまぐさい世界であるのが《普通》だ。誰だれだって、ごつごつとした岩ばかりの世界や、自殺者でできた森、血の川、業ごう火かの荒野、氷河の平原、剣の草原、そうしたものを想像するだろう。

　だがここは。

「すごぉい♪」

　美み巳みが目を輝かせながら右に左に寄り道をして、手を伸ばしては樹きに生なった砂糖菓子の林りん檎ご、クッキーでできた幹みきを剝はがして口に入れ、

「あはははっ！　わたしのもの！　これもあれもわたしのもの！」

　少し遅れた後ろでは、倉くら子こが、金貨で満たされたプールに飛び込んで、どういう具合にか、泳いだりもぐったりする。

　光の前を行く久く美みは、うろうろする美巳を叱しかりつけながら、しかし、それでも楽しげに時折、行く手を遮さえぎるように現れる雪だるまのような障害物を破壊しては、その感かん触しよくにか、笑い声を上げている。雪だるまは衝しよう撃げきを受けた瞬しゆん間かんにはじけるが、その様さまはとても美しく、何百という白い蝶ちようが空に舞うのだ。

　棕しゆ櫚ろは一番後ろを寝そべったまま、自分で歩くことなくついてきている。雲でできた絨じゆう毯たんのようなものに寝そべって。周りにはトマトジュースの入ったグラス、アイスクリームなどのカップが浮いていて、彼女が口を開けると自動で食べさせ、飲ませてくれている。《怠惰スロース》な棕櫚にはまさに理想のもてなしだろう。

「どうだ、いいとこだろう？」

　そう言って振り返った光は、ぎゃはは、と笑った。その腕は巳み和わと肩を組むように回っているが、その手は彼女のマントの前を割って胸元へ入り込んでいる。巳和の顔は真っ赤だ。表情は変えていないが、頰ほおの赤みは隠しようがない。

「おまえら、ここをとんでもなく恐ろしい場所だって思ってたんじゃねーか？　大間違いだぜ。そんなとこに好き好んで住むわけねーだろ。地獄や天国なんてーのはな、見方しだいだ。欲望を穢けがれだと思うような連中にしてみれば、ここはまさしく《地獄》だろうさ。可哀かわい相そうなことだよなあ！」

「んっ……」

　巳和が艶なまめかしい声を上げる。光の手が動いている。たぶん、巳和の胸を揉もんだのだろう。手は離れずにマントの中でわさわさと動き、そのたびに巳和の肩が、ぴくんぴくん、と震ふるえる。足はもつれ、光の腕に支えられていなければ、倒れてしまっていただろう。

　ちりっとした、焦げるような嫉しつ妬とが胸で渦うず巻まくのを、獅ぃ子は感じた。それが本当の自分の感情なのか、それとも、巳み和わの《大たい罪ざい》に影響を受けてのことかはわからない。他ほかの少女たちは自分の欲望に夢中で、嫉しつ妬とを感じている余裕はないようだ。

　だが獅しぃ子こは、自分の《高慢プライド》を満たすものを、ここで見つけることはできなかった。おそらくは無理だろう。何な故ぜなら高こう慢まんになろうにも光ひかるがいる。おそらくは他の大だい悪あく魔まもいる。ここでは自分は一いつ介かいの《罪人シナー》でしかありえない。

「そうでもねーぜ？」

　くるり、と振り返って、光はいやらしい感じに笑った。そのまま器用に後ろ向きに歩く。やはり。その手はしっかりと巳和の胸を撫なでている。はじいている。そのたび、巳和はその細い体を捩よじり、何ともいえない切なげな、押し殺した声を殺しきれずに漏もらしている。

　声を上げさせるのを、明らかに光は楽しんでいる。そうしながら、もう一方の手では見もしないで砂糖菓子の林りん檎ごをもぎ取り、それを一口齧かじっては、惜しげもなく放ほうり捨てる。

「おまえ、人の世でも世界一、ってわけじゃなかっただろ？　それでも、それなりに《高慢プライド》を満たせていた。要するに、世界の大きさなんだよ。世界ってのはひとつじゃねえ。閉じたり開いたり……上を見ても、下を見ても切りはねえ。獅ぃ子。おまえの《大罪》を満たせる世界は、俺おれがやる。だが、いまじゃねえ。おまえの《大罪》はこいつらのとは違って、即そく物ぶつ的てきじゃねえからな」

　そう言って、巳和の唇くちびるを奪う。のるん、と唇を割って舌が入るのが見える。びくびくっと巳和の体が震ふるえる。

　その様子に、ますます嫉妬が疼うずく。

　ちら、と巳和が赤い頰ほおの上から獅ぃ子を見た。瞳ひとみに満足そうな色が揺ゆれている。彼女は他の人間が自分のせいで嫉妬の心を搔かき立てられると深い満足を覚えるのだ。光といちゃついて仲間の心を煽あおることができるのは、巳和に取っては幸せなのだろう。

「ですけれど」

　獅ぃ子は無理やり二人から視線を剝はがして辺りの様子に目をやりながら、言った。頭の上を雲が流れていく。ただその雲は真っ黒で、空は血のように赤く、そこだけが、地じ獄ごくらしいといえばいえる風景ではあった。

「羊よう子こはいま頃ごろ、残念がっていますわね。あの子、上の世界ではアイドルという縛しばりのせいで、好き放ほう題だい、というわけにはいきませんもの。……それにしても、光様。どうして、羊子だけを残したんですの？」

「そりゃあ、邪じや魔まをするためだ」

「邪魔？　誰だれのですの？」

　すると光は、本当に楽しそうに、にやりと笑った。

「決まってんだろ？──俺の女だ」

　世界が停てい滞たいした。

　一いつ瞬しゆんにしてすべてが灰色になる。

　地じ獄ごくらしく変わる。

　美み巳みの手の中で林りん檎ごは灰となり、金貨が、錆さびるはずのないそれが、錆びて崩れる。彼の腕の中で《嫉妬エンヴイ》そのものが身じろぎをする。

　それでも、光ひかるは笑っている。

「あいつはきっと来る。そいつは俺おれも望むところだが、まだ、早い。万魔殿パンデモニウムにたどり着く前に追いつかれんのは、望ましくはねえ。だから羊子を残した。あいつが上う手まくやれればよし。でなけりゃあ──」




　　　　☆




「や」

　そう言って手を挙げた綾あや香か──平ひら山やま綾香は、思ったよりも元気そうで、愛あいはホッとした。

　パジャマ姿でベッドの上に座って、さすがに毛布を巻き付けてはいたけれど、熱はもうないようだ。声にも掠かすれたところはない。髪の毛を頭の上で縛しばっているのがおかしく、まるでパイナップルの葉のようだ。

「お見舞い、ご苦労」

　男のように立てた二本の指で、敬礼の真ま似ねをしてみせる。

「もう」

　軽かる口くちに苦笑して、愛は鞄かばんを絨じゆう毯たんの上に置いた。

　そうしながら、この数日で初めて、愛は地に足が着いた現実を感じたような気がした。さっきまではどこか、夢の中をふらふらとさまよっているような気がしていたけれども、綾香の顔を見たら、すとん、と引き戻された気がした。

　涙が出そうになって、愛は慌あわてて部屋の中を見回した。

　綾香の家に来るのは数日ぶりだが、いつ来ても、相変わらず、渋い趣味をしている、と思う。家具が、ということではない。キャラクターグッズは沢たく山さんあるし、ポスターなども貼はってある。渋いのはそのポスターだ。

　彼女は、周りの女の子が夢中になっている、流行のアイドルなんかには目もくれず、イギリスの俳優──それも映画俳優ではなくて、舞台俳優を追いかけている。しかもその俳優、五〇を過ぎている。イギリスで発売されているＤＶＤ──そのためだけに、ユーロ仕様のプレーヤーを買っていた──を一度、見せてもらったことがあったが、確かに素す敵てきだとは思うが、やはり愛にとっては、おじいさん、だった。

『だから、愛は子供なのよ』

　などと綾香は言うが、やっぱり愛は、光の方がよかった。

　そう言うと、

『あんたは《憧あこがれ》と《恋》を混同してるって』

　と叱しかられる。

『いい？　そういう話をしてるんじゃないんだって。うちの女子だって、アイドルと恋愛は別でしょうが。……まあ、あんたは神かみ代しろがアイドルでもあるんだろうけど』

　結論は、いつもそこに落ち着く。

　愛あいは頰ほおを赤らめ、綾あや香かは、どこがいいんだか、と呟つぶやく。

　本当に。

（どこがいいんだろう……）

　と、自分でも思う。わからない。

「学級閉へい鎖さ？」

「え？──あ、うん」

　愛は頷うなずくと、教室がらがらだったよ、と言った。

「よくわかったね」

「ふふーん♪　だって、まだお昼前じゃない？　こんな時間にお見舞いに来てくれたってことは、金曜日みたいに早退したか、学級閉鎖のどっちかでしょ？　この前のとき、ずいぶんみんな風か邪ぜにやられてたみたいだから、どっちかっていったら、学級閉鎖の方かな、って」

「うん、そっち。一〇人来てなかったんじゃないかなあ……」

　教室の様子を思い出し、愛はつい眉まゆをしかめてしまった。来くる栖す先生の、おかしな様子と話が思い出されてしまって、胸の辺りがむかついた。

「どうしたの、愛？」

「う、ううん、何でもない」

　お見舞いに来て、病人に心配されたのでは仕方がない。愛は無理やりに笑顔を作った。

「そう？　まあ、その辺のクッションに適当に座ってよ」

「うん、ありがと」

　愛は熊くまの顔の形をしたクッションを引き寄せると、スカートに折り目が付かないように気をつけながら、腰を下ろした。ビーズクッションだ。この沈み込む感かん触しよくは、何ともいえない気持ちよさがある。

　座ってすぐ、部屋のドアがノックされたかと思うと、返事を待たずに開き、綾香の母がお盆を持ってにこやかな笑顔を浮かべて入ってきた。ケーキ──モンブランと、紅茶が上に載っている。ただし、それぞれひとつずつしかない。

「わたしのは？」

　綾香が訊きくと、母親は、ないわよ、と言って娘を振り返った。

「まだ完全に治ってないでしょう？　取ってあるから、治ったらね。今日きよう明あ日すで治らなかったら、ママが食べちゃうからいいけど」

「いいじゃん、ケーキぐらい！」

「駄だ目めです。土日に熱をぶり返したの忘れたの？」

「あ──ひょっとして、わたしのせいですか……？」

「あら！　全然違うわよ♪」

　彼女は、うふふ、と笑った。綾あや香かの母親は同年代の女性に比べても若く、綺き麗れいだ。微笑ほほえむとそれはなおさら際きわ立だつ。

「愛あいちゃんのせいじゃないの。この子、土曜日にお医者さんに行ったんだけど、そのまま、新宿に遊びに行っちゃったのよ。風か邪ぜ、流は行やってるってニュースでもやってたから、病院、混こんでるのねえ、って思ってたら、ぜーんぜん。それで熱がぶり返して、今日きようまた休む羽は目めになったんだから、罰ばつとして、お小遣いはマイナス一〇〇〇円」

「……鬼」

　ぼそりと綾香が呟つぶやいたのに、彼女の母は涼やかな微び笑しようを唇くちびるに浮かべて、

「ごゆっくりね。ただし、風邪がうつらない程度に。もう大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

　と言いおいて、部屋を出て行った。

「……食べる？」

　モンブランの載った皿を持ち上げて差し出すと、綾香は首を振った。

「やめとく。──遠慮してるわけじゃないよ？　スポンジがさあ、ちょっと喉のどに引っかかるような気がするんだよね。やっぱり美お味いしく食べたいじゃない？　だから愛、食べて」

「じゃあ……」

　愛は小さな銀色のスプーンを黄色いクリームに押し込むようにして取り、一口食べた。美味しい。これは西にし千ち代よ神がみ交差点近くの紅茶専門喫茶店のモンブランだ。

「愛、何かすっごい嬉うれしそうな顔してる」

　笑いを含んだ声に、愛は、十分味わってからケーキを飲みこんで、ほう、と息をついた。

「おいし♪」

「なあに？　別に初めて食べたわけじゃないでしょ？」

「うんまあ、そうなんだけど……」

　そこの店は地元では有名で、愛も父にねだって何度か買ってもらったことがある。けれど、久しぶりに何かを食べた、という気がした。

　この二日、食事はそれなりに取ってはいたけれど、味はまったく憶おぼえていなかった。紙粘土を食べたらこんな風だろうか、と思えるほど、料理に味を感じなかった。それは、母の料理が下へ手た、という話ではない。たぶん、精神的なショックと、食事なんかしている場合じゃない、という焦あせりが、味覚をおかしくしていたのだろう。

　それが戻った。

　どうしてかはわからない。先生の話を聞いて、疑問がひとつ解決したからなのか。それとも綾あや香かの顔を見て、ようやく現実感が戻ってきたからなのか。

「…………」

　もう一口。気のせいなんかではなくて、本当に美お味いしい。薄いゼリーのようなものでコーティングされた栗くりを掬すくうようにして取り、食べる。甘かん露ろ煮ににしてあるそれは、口の中でほろりと崩れて、幸せをもたらしてくれた。

「作った人も、喜ぶよ」

　おかしそうに綾香に言われて、愛あいは、はっとしてフォークを置いて、誤ご魔ま化かすように紅茶を飲んだ。舌の上に残った甘さを、紅茶の苦味が洗ってくれる。

「で？　何があったの？」

　まさに、不意打ち。

　ぶう、とＴＶのバラエティ番組みたいに紅茶を噴ふき出ださなかったのが不思議なくらいに、驚かされた。代わりに、無理やり飲み込んだ紅茶は気管に入り込んでしまって、愛はひどくむせ返った。涙が出る。

「な、ななな──」

「わかったか、って？」

　綾香は肩を竦すくめた。

「そんなの、顔見れば一発だって。どんくらい友達やってると思うのよ。愛ってば、いままでにないくらい追い詰められたっぽい顔しているし。で、何？　この週末、何があったの？　って、まあ、きっと、どうせ、神かみ代しろがらみなんだろうけど」

「！」

「そりゃあ、そうでしょ。愛がそんなに悩むことっていったら、神代のこと以外、他ほかにないってこと、こっちはわたしじゃなくたって、友達じゃなくたって、うちのクラスの人間なら誰だれだってわかるって」

「そ、そんなに……？」

　愛は口元を手の甲で拭ぬぐった。そんなにばればれなんだろうか？　確かに、愛が光のことを好きだっていうことは、本人だけが気付いていない、公然の秘密なのだが──多少、反発を覚えなくもない。

（わ、わたしだって他にもいろいろ、悩みはあるんだから……どんな、って言われると、ちょっと困るけれど……）

　そんな葛かつ藤とうを見抜いたかのように綾香は笑って、もう一度、で？　と訊きいてきた。

　敵かなわない。

　本当に敵わない。

　お見舞いに来て慰なぐさめられたんじゃ、まったくどうしようもない。いつもこれだ。いつもこうだ。いつだって、誰だれかに支えられている。助けられている。

　愛あいは、大きくため息をついた。

「……ひか──神かみ代しろ君がね、いなくなっちゃったんだ」

　なるべく明るくそう言うと、綾あや香かは微かすかに眉まゆをしかめた。

「どゆこと？」

「そのまんま」まだ膝ひざの上にあった紅茶を脇わきに置く。「神代君だけじゃないの。田た名な網あみさんも、那な賀が花はなさんもいなくなっちゃったみたいなんだ」

「あの事故で、入院先がわからないって意味？」

「ううん。入院なんかしてないの。それは、わかってるの。事故現場にいたお巡まわりさんに、友達がここに住んでるんですけどどこに入院したんですか、って訊きいたら、いなくなったって。救急車を待ってる間に、消えちゃったって。それに、助けられた人の中に、男の子はいなかったって言われたの」

「それって、神代はその場にいなかったってこと？」

「たぶん」

「ふうん……どうしたんだろ。生徒会長選挙のことで追い詰められて、あの事故の前に、とっくに入院してるとか、そういう理由？」

「わかんないけど……みんな、いなくなっちゃったんだあ」

　あはは、と笑った途と端たん。

　ぽろり。

　涙がこぼれていた。

「あ、あれ……？」

　止まらない。

　ぽろぽろと。あとからあとからこぼれてきてちっとも止まらない。泣きたくなんかないのに。そんなつもり、ないのに。

「うっ……うっく……い、いなく……っく……」

　消えてしまった。

　光ひかる君も。

　天使も。

　わたしだけを残して。

　たった一人だけ残して。

　置いていかれた。

　まだ何にも言ってないのに。

　言えてないのに。

「ほら」

　もふ、とタオルが顔に当たった。愛あいはそれに顔をうずめるようにして、体を折って、わあわあ泣いた。止まるまで。止められるまで。ありがとう、綾あや香か。友達だからって、こんな泣き顔を見られるのは恥ずかしいもの。

「大だい丈じよう夫ぶだから、ママ」

　途中、そんな声が聞こえた気がする。きっと、綾香のママが心配して様子を見に来てくれたのだろうと思う。それでも、止められなかった。

　……どのくらいそうしていたのだろう。

「ずー」

　ようやく涙も止まって、愛は洟はなを啜すすって顔を上げた。すっごく体がだるい。こんなに泣いたのはすごく久しぶりだった。前がいつだったか憶おぼえてない。ずっとずっと子供の頃ころだったように思うけれど。

「愛」

　ティッシュが箱ごと飛んできて、危ないところで受け止めた。ありがど、と言って、つまんで取り出し、ぶびー、と鼻をかんでゴミ箱に放ほうり、はー、と息をついた。

「……そんなに好きなの？」

　愛は目を瞬しばたたいて綾香の視線を受け止め、うん、と頷うなずいた。ふうん、と呟つぶやいた彼女の表情に茶化すようなところはなく、どころか、何となくうらやましげでさえある気がした。

「わたし、前から訊きいてみたかったんだけどさ」

　綾香は、よ、と背中を壁から離して、前のめりになる。

「神かみ代しろのどこがいいの？　あ！　あんなの、とかいう意味じゃないよ？　ちょっと言い方、悪かったな……えっと、神代のどういうとこが好きなの？」

「素直なとこ？」

「わたしに訊くなって。──まあ、確かに素直は素直だけどさ。ちょっと素直すぎて情けなくない？　最近は、少し変わってきたみたいだけど、愛が神代を好きになったのって、そのもっと前でしょ？　いったい何がきっかけで神代のこと、意識するようになったの？　ただ、かまってるうちに目が離せなくなったってのは知ってるけど、それにだって何か、きっかけがあると思うんだけど」

　きっかけ。そういうことがあったのだろうか？　愛は、光とのいろいろな思い出を記憶の中を探した。いつの間まにか、傍そばにあった大きなクッションを抱きしめて。光との思い出は、実はそんなに多いわけではない。いったいいつ頃から、自分は彼を意識するようになったんだろう？

　きっかけなんかなく、何となく、だと思っていた。

　いつも要よう領りようが悪くて利用ばかりされている光を庇かばっているうちに、しょっちゅう気にしていたら、それがいつの間にか《恋》になってしまった、と。

（違う……？）

　どんな《恋》にも、きっかけがあるものなのだろうか。

「きっかけのない恋なんて、ないわよ」

　綾あや香かはそんな、わかったようなことを言った。いつもの、本からの受け売りだろうか？　だとしても。今日きようばかりは、妙な説せつ得とく力りよくがあった。

　光ひかるを意識し出したのは、そんなに昔のことじゃない。

　小学生の頃ころ。

（あ──確か……そう……光君のことを庇かばっていたら、誰だれかに、夫婦だ、ってからかわれて、それで……それで？）

　違う。

　そうじゃない。

　そのときはもう、彼のことを好きだったから否定できなかったのだ。からかわれても、笑い飛ばしたり、違うと言うこともできなかったのだ。

　もう、堕おちていた。

（じゃあ、いつから……？　確かあのときはもう、秋だったけど……）

　愛あいはほとんどクッションに顔をうずめるようにして、過去へ溯さかのぼった。

　夏。

　そう、夏だ。

　あの年はとても暑くって……暑くって……。

（──あ）

　愛は、顔を上げた。

（そうだ……あの日──）




　　　　☆




「それじゃあ、お邪じや魔ましましたっ！」

　愛は思い切り頭を下げると駆け出し、途中で立ち止まって振り返った。綾香が、窓から顔を出している。親指を立てた彼女に大きく頷うなずいて、愛は踵きびすを返してまた駆け出した。

　いったい、何を迷っていたんだろう。

　何を疑っていたんだろう。

　悪あく魔まとか。

　天使とか。

　そんなこと、初めからどうでもよかったはずだ。

　始めたのは、光のため。

　彼が不幸になるのを阻そ止ししたかった、それだけだったはずだ。彼をただ、守りたかった。いろんなものを欲しいと思ったりすることは、悪いことじゃないとは思う。それが自然だ。生きているんだから。だけど。

『──おまえが好きなのは、俺おれなんだよ』

　そう言って、バスルームでふてぶてしい笑えみを浮かべた光ひかるの顔が浮かんだ。

　違う。

（あれは光君じゃない）

　そう断だん言げんできる。彼自身がそう言っていた。天使の造った贋にせの記憶だ、と。だったら。あの光が──ルシファーこそが、悪あく魔まの造った贋の光だとどうして言えないことがあろうか。

（だって……《ルシファー》は元々、《ルシフェル》っていう大天使アークエンジエルだったはず。だとしたら贋にせ物ものは、悪魔の方だっていうの、違う、だなんていわせない！）

　愛あいは走った。

　心臓が痛い。わき腹も。だけど、足を止めることはできない。

　自分がどこに向かっているのかは、わかっていた。

　もちろん光のところだ。

　その手がかりがあるかもしれない場所──廃はい教きよう会かい。

　誰だれもいないことはわかっている。昨日きのうは中にも入ってみたのだ。だけど、何も見落としていないとは言い切れない。昨日は気分が思いっきり塞ふさいでいたし、目だって曇っていたはずだ。天使を疑ったとき、その声が聞こえなくなったように、何かを見み逃のがしていた可能性は高い。

（……まだ間まに合うっ！）

　その確信はあった。

　何な故ぜなら、世界はまだ終わってなんかいないから。

　本当に光が《堕落ダウンフオール》して、《ルシファー》として完全な復活を成し遂とげたなら、とっくに世界は終わっているはず。天使は、そう言っていたのだから。

　だけど、何も起こっていない。

　風か邪ぜは流は行やっているけれど、そんなものが、ハルマゲドンではないだろう。きっと不完全なのだ。それを完全なものにするために、何をしているのかは……考えたくはなかったが、久く美みたちが係かかわっているのは間違いないだろう。

（……酒しゆ池ち肉にく林りん……）

　不意に、授業で習った熟語がぽわんと浮かんだ。そんな言葉を中学の授業で教えるのはどうかとも思う。まあ、勝手にしたことだろうけれども。セクハラで有名な先生でもあるし。

　にしても──

『光さまぁん♪』

　とか言いながら、全裸になった少女たちが、光にまとわり付いている映像が、リアルに浮かんでしまった。

　周りには世界各国の様々な料理が並び、食べたり──飲んだり──絡からんだり──している。

　光ひかるは、少しも嫌がったり、恥ずかしがったりしない。むしろ嬉き々きとして、少女たちに挑いどみかかっていくのだ。

　上になり。下になり。入れ代わり。立ち代わる。

　皿がひっくり返って、料理が辺りにぶちまけられ、光たちは、蜂はち蜜みつやシロップ、アイスクリームなどを全身に被かぶってしまう。

　ぬるぬる。ぬとぬと。

　どうしてかはわからないけれども、それだけのことなのに、何な故ぜか、すっごくいやらしい。

　まさにこれこそ、酒しゆ池ち肉にく林りん──

（って、違う！　何やってんの、わたし！）

　頰ほおが火ほ照てる。

（た、ただの妄もう想そうよ！　いつものわたしのただの妄想っ！　そんなこと、あるわけないわよ。だ、だって光君、まだ、一四歳だもの！　いくらなんだって……あははは）

　けれど、彼女たちなら──という思いは消えなかった。迷わずにやっていそうだった。

　何しろ、あの従いっぷりだ。

　明あけ星ほしグループの総そう帥すいの一人娘で、天使によれば《高慢プライド》の《大たい罪ざい》を持つ少女が、平手で殴なぐられても抗議すらしなかったのだから、驚きだった。《高慢》の《大罪者》のプライドは、誰だれよりも強いと聞いていたから。

　阻そ止ししなければ。何としても。

「あっ！」

　路地に入ろうとして、躓つまずいた。

　たぶん段差があったのだろう。

　愛あいは腕を泳がせて、必死に耐えた──無理とはわかってはいたけれども。人に、空気は摑つかめない。けれども。溺おぼれる者は藁わらをも摑む。何だって摑む。それは愛も同じ。伸ばした手をさらに必死に伸ばし、そして──摑んだ。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　天地が反はん転てんした。が、次に来るはずの、アスファルトに体が叩たたきつけられる衝撃も、肌が道路に削けずられる痛みも、なかった。代わりに男の子のうめき声と、アスファルトよりはずっとましだけれども、あちこち硬いクッションに抱きとめられた。それはまるで人のようで。

「ってえ……」

　人だった。

「ご、ごめんなさいっ！」

　言って慌あわてて立ち上がった愛はけれども、相手が誰だれだかわかって絶句した。知った顔だったからだ。何度も会ったわけではないが、忘れられない。忘れられるわけがない。

「く、黒くろ島しまさん……？」

「……他ほかに誰に見えるっていうんだよ」

　道路に座り込んだ──突き倒したのは愛あいだが──まま少年は、黒島竜りゆう一いちは、ちっと舌を打った。けれども、よく一目で竜一だとわかったものだ、と愛は自分に驚いていた。それほど、竜一は変わっていた。

　ぼろぼろだ。

　まさか服が破れているのは、転んだからではあるまい。髪もぼさぼさで、帝てい開かい中ちゆう学がくの生徒会長とはとても思えない乱れっぷりである。それに、少し饐すえた臭においがする。愛の常識には一日だって、風ふ呂ろに入らない、という言葉はないから、そんな臭いがするのは、世の中から風呂がなくなったときだけだが、竜一からそんな臭いがした。前は香水のような香りを漂わせていたというのに、この凋ちよう落らくっぷりは何だろうか。
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「ったく、じょうだんじゃねーぜ」

　口調も荒れている気がする。それとも、こっちが《地じ》なのだろうか、ひょっとして。

　竜一は立ち上がると、なおざりにズボンの埃ほこりを落とした。ほとんど落ちていないも同然だったが、まったく気にする様子はない。そして、睨にらまれた。

　愛あいは一歩うしろに下がったが、踵かかとが何かに引っかかってまた転びそうになり、見れば、歩道の敷石の一枚が浮いていた。さっきもこれに引っかかったのだろう。

「おい」

「あ、はい」

　つい反射的に返事をしてしまった。向き直ると、竜りゆう一いちはうっとうしそうに前髪を何度も払っていた。バサッ、パラリ。バサッ、パラリ。その繰り返し。

（あ。諦あきらめた……）

　竜一は、くそっと吐き捨てると、ポケットからぱっちんと留とめる髪留めを出してそれで前髪を固定した。似合わない。予想外に笑いが込み上げてきたが、愛は必死に堪こらえた。

「……笑いたきゃ笑えよ」

「ぷぷう」

「笑うな！」

　どっちなんだよ。

「ごめんなさい」

　とりあえず、愛は謝った。一応、歳とし上うえの三年生でもあるし。

「ったくよ──おい！　どこ行く！」

「どこって……」

　そろり、と脇わきを抜けようとしたのだが、駄だ目めだった。手を摑つかまれたりはしなかったけれど、半歩動いて行く手を遮さえぎられた。臭におう。汗とか、いろいろと混じっている。本人は細いけれども、見えない壁が左右に延びている感じだ。

「あいつを捜してんなら、廃はい教きよう会かいに行っても無む駄だだぜ。あそこにゃいねえし、何の手がかりも残っちゃいない。俺おれがいま、根こそぎ浚さらってきたところだからな。くそっ……お姉ちゃんの奴やつ、何てもん撒まきやがるんだよ」

　忌いま々いましそうに髪を搔かきむしる。

　お姉ちゃん？　誰だれのことだろうか？

「あの……あいつ、って……誰のことですか？」

「ああ？　ここまで来てとぼけっこはなしにしようぜ、白しら鳥とりさん。決まってるだろ？　俺とあんたの共通項っていったら、一人だけだ。神かみ代しろ光ひかる。他ほかにいるか？」

　いない。

「俺も捜してんだよ。神代光を見つければ、自動的にお姉ちゃんも見つかる。ここにもいねえとなると……あとは、あそこしかねえな──おい、おまえも来い！」

　手が伸びてくる。

　愛は、自分でも珍しいと思うほど素早く下がった。

　冗談じゃない。

　何を考えているのかは知らないけれど、いまは竜りゆう一いちに付き合っている暇ひまなどなかった。一刻も早く、光ひかるを悪あく魔まっ娘こたちの魔まの手てから救い出さねばならないのだ。

　それに意味がわからない。

　どうして、光が見つかると竜一の姉も見つかるというのか。

　竜一が一歩踏み出せば。

　愛あいは一歩下がる。

「おいおい」竜一の顔に焦あせりの色が滲にじんだ。「おいおいおい！　何考えてんだ！　白しら鳥とり！　おまえは神かみ代しろを取り返したくないのかよ！」

「もちろん取り戻したいですけど」

　じっと竜一を睨にらむ。

「それと黒くろ島しまさん、あなたについていくことと、何がどう、関係あるんです？　全っ然、わかんないんですけど」

　竜一は、一いつ瞬しゆん、きょとんとした顔をすると、

「ああ……」

　ため息とも返事ともつかない声で言って、顔をべろりと手で撫なでた。もちろん、自分の顔であって、愛のではない。

「そうか……そうだよな……わかるわけないよな。だからこそ、俺おれ、あんな役してるんだもんな。つい、忘れちまう。鏡なんか、あんま見ねえし」

　パン、とジャケットの襟えりを、竜一は引っぱって鳴らした。

（臭っ！）

　襟の間に入り込んでいたのか、埃ほこりが煙になって立ち上ったが、ひどい臭においだった。竜一自身は鼻が慣れてしまっているのか、まったく平気な顔をしている。

「……何だよ？」

　愛は首を振った。臭いよ、とはそう簡単には言えない。逆ギレされても怖いし。竜一はしかし、そんなこっちの感情を読み取ったのか、極ごく小さな声で、好きで臭えわけじゃねえっての、とブツブツ言って空を仰いだが、やがて大きなため息をつくと、愛に向き直った。

「……俺、知ってんだよ」

　ぎくり、とした。いったい何を。何を知っているというのか。心当たりが多すぎて、絞り込めない。が。幸いに、それは、愛のことではなかった。本当によかった。あれやらこれやらだったら、知られたら生きてはいけない、殺すしかないところだった。

　何な故ぜわかったかといえば、竜一自身がそう言ったからである。

「知ってんだよ、お姉ちゃんたちが何をしてるのか」

　そんな風に。だが。

「？」

　やっぱり意味がわからない。それと光ひかるに何の関係があるというのか。さっぱりだ。

（逃げよっかな……）

　自分の足の速さと、竜りゆう一いちのそれとを比較して、とても無理だと諦あきらめた。竜一は勉強もスポーツも並ではない、と聞いている。それが都大会で優勝するレベルかどうかは知らないが、少なくとも何もないところで転ぶという特技のある自分よりは速いだろうと、愛あいは思った。

「何だよ、まだわかんねえのか？」

　はい、わかりません。

「神かみ代しろを《堕落ダウンフオール》させようとしている七人──その一人が、俺おれのお姉ちゃんなんだよ」

「……えっ!?」

　愛は驚きのあまりに後あと退ずさった。

「お姉ちゃんって！　だ、だけど、いないよ!?　黒くろ島しまなんて苗みよう字じの──」

　そこで愛はハッとして口を押さえた。だがもう遅い。竜一は汚れた顔に、やっぱりな、という底意地の悪い笑えみを浮かべた。

「あんた、知ってたんだな。お姉ちゃんたちが、何をしようとしてたか。おかしいと思ってたんだ。明あけ星ほしさんなんかは、あんたが神かみ代しろのことを好きだから邪じや魔ましてくるんだ、って思い込みたかったみたいだけど……生徒会長選挙はやりすぎだろ。あんたの性格を考えれば、ありえねえ話だ。せっかく神代がやる気を出したのに、それを邪魔するなんてよ。たとえ先に立候補してても、あんたなら辞退してでもあいつのサポートをしたはずだろ？」

　ばれた──ばれた!?

「っと。そんな、びくつくなよ。別にあんたの邪魔をしようってわけじゃない。むしろ逆だ。手を貸してやるよ」

「……どうして？」

　理由がわからない。竜一が、悪あく魔まっ娘こたちの仲間なら、光を《堕落ダウンフオール》させることこそが至上の目的のはずだ。それなのにどうして、それを邪魔しようとしていると知っていて、手を貸してくれるなどというのか。

「俺の目的は、お姉ちゃんたちと同じじゃない」

　竜一はポケットに手を突っ込んだ。いつもの──といってもそんなによく知っているわけではないが──生徒会長然とした彼が戻ってきた。

「俺がお姉ちゃんに手を貸したのは、お姉ちゃんの役に立ちたかったからで、それ以上の理由はない。だけど──」

　イケてる顔が口く惜やしげに歪ゆがむ。

「それによって、お姉ちゃんが俺の前からいなくなるのは許さない！　あんなのは二度と御ご免めんだ！　そんな結果になるんなら、俺は手を貸したりしない！　邪魔をしてやる！　神代なんかに渡すもんか！　お姉ちゃんは俺のもんだ！　お姉ちゃんは永遠に俺だけのもんだ！」

　拳こぶしを握って声こわ高だかに主張するようなことかよ。

　にしても……すごい《シスコン》。このまま暴走したら、将来はまぢで──

　──近きん親しん相そう姦かんまっしぐら、だな。

　愛あいは、びくっと体を震ふるわせた。

　いまの、は。

　いまの声は。

（……天使様……？）

　見回したって見えるわけがないと知りつつ、愛は辺りに視線を走らせた。

　──うむ。《大天使アークエンジエル》ラファエル、再さい臨りん！　だ。

　喇らつ叭ぱが鳴る。

　ハレルヤが頭の中で響ひびき、真っ白い羽根が舞い散る幻げん想そうが見えた。

　足から力が抜けて倒れそうになって、愛は咄とつ嗟さにガードレールに手をついて体を支えた。黒くろ島しまは気付いていない。自分の世界にすっかり入り込んで、拳こぶしを震わせている。

　帰ってきた。

　本当に、帰ってきてくれた。

　ほっとして──そうしたら、滅茶苦茶、腹が立ってきた。

（ど、どこいってたんですかっ！　すごく大変だったのにっ！）

　──おまえのせいだろうが！

（はあっ!?　何だよそれ！　逆ギレかよっ！）

　──違ーう！

　びしっと指を突きつけられた気がした。

　──愛！　おまえ、私のことを疑っただろうが！　私の存在を！　この私を！　自分の妄もう想そうだと考えただろう！

（そ、それは……）

　確かに。それは事実。

　だけど──仕方ないことだ。

　あんな風にみんないなくなったら、そんな風に思っても。

　そもそもが、非常識なことなのだから。

　──まったく！　わからずやのミカエルの奴やつをやっとぶっ飛ばして戻ってくれば、おまえは心を閉ざして、うじうじめそめそ！　私の声をちっとも聞きやしない！　おかげで後おくれを取った！　先を越された！　ったくよお！　だから、こんなことになる前に、とっとと一発やっちまえばよかったんだよ！

（いいいいいいい一発言うなあっ！）

　セクハラ天使の暴ぼう言げんに、顔から火が出そうな気持ちになりながら。

　それでも愛あいはどこか、ほっとしていた。

　帰ってきた。

　もう、妄もう想そうでも何でもいい。自分がイっちゃってるんでも構わない。

　──人を勝手に妄想にするな。まあ、私は人じゃないがな。

　相変わらずだ。

　思わず頰ほおが緩ゆるんで、涙がこぼれそうになるのを我が慢まんした。いまは泣くときじゃない。

　──その通り。

　天使が頷うなずく。

　──神かみ代しろ光ひかるを取り戻さなくてはならん。おまえの記憶を、いま、視みた。やはりあの担任は、我らに手を貸していた者たちの一人であったか。

（目的が同じとはいえないですけど）

　──おまえの目的とは、な。邪じや魔まをしなければそれでよい。連中にはミカエルが接せつ触しよくしたようだが、これ以上は、手を出さないことを約束させてきた。

（どうやって、です？）

　──ぶん殴なぐって。

　自分の翼を座ざ布ぶ団とん代わりにして部屋に浮かんで、拳こぶしを握り締める映像が浮かんだ。

　野や蛮ばんだ、天使って。

「おい、聞いてるのか、白しら鳥とり！」

「え？」

　我に返ってみれば。竜りゆう一いちが握った拳をこっちに向けていた。怖こええ。

「ご、ごめんなさい……」

「ったく、人の話は聞けよな。で？　もちろん協力がいるんだよな？」

「それは……でも……」

「何だよ？」

「あの……ひとつ聞かせてください。黒くろ島しまさんのお姉ちゃんって、誰だれなんですか？」

　微び妙みように、竜一の眉まゆが曇った。

　苗みよう字じが違うことに理由があるのだろうか？　だが、それだけではないような気がする。

「それを聞かないと、協力できません」

　──ほう。ずいぶん強気になったな。

（光君のためですもん。天使様もいなかったし……一人で何とかしようと思ったら、少しくらい強くもなります）

　──ふふん。ま、いいことだ。

（はい）

　だけどやっぱり、一人は心細い。天使が帰ってきてくれて、本当によかった。どうやら傍そばにいてくれたのに、自分が声を聞かなかっただけのようだけれど。

「どうなんです？」

　竜りゆう一いちは、舌を打った。

「わかったよ。教えてやるよ。……俺おれのお姉ちゃんは、宇う美み野の巳み和わだ」

「……馬ば鹿かにしてる？」

「してねえよ！」

「だって、宇美野さんの方が歳とし下したじゃない！　あの子、一年生でしょ!?」

「だから！……ったく」

　また舌を打ち、何な故ぜか竜一は目を伏せた。

「……俺は、一〇歳なんだよ」

「はあ!?」

「だからっ！　俺は一〇歳なのっ！　こんなに体でけえけど、本当ならまだ小学四年生なんだよ！　うちの中学に飛び級制度があるの、知ってんだろ!?」

「本当なら、よ、四年生……？」

　笑ったらいいのか、怒ったらいいのか、それともただ驚けばいいのか、わからない。

　見えねえ。

　絶対に見えねえ。

　こんな歳下がいてたまるものか。

　どう見たって歳上。

「……信じてねえな？」

「いや、だって──」

「じゃあ、証拠を見せてやるよ。こんなでも、一〇歳だってのを！」

　そう言うと、黒くろ島しま竜一は何を思ったか、カチャカチャとベルトを外し始めた。人目もはばからず、こんな往来で。そうして。

　ぺろん。

　脱いだ。躊ちゆう躇ちよなく。

　あまりに堂々と、そしていきなりやられたので、目を逸そらす余裕も何もあったものではない。見てしまった。もろに見てしまった！　つるんとして何の翳かげりもない股こ間かんを！

「ぎ──ぎゃーっ！」

「どうだっ！　中三にもなれば、生えてて当たり前だろ！　だけど俺はまだだ！　一〇歳だからなっ！　これが証拠だっ！」

「い、いいからしまってっ！」

　手で視界を遮さえぎりながら、愛あいは叫んだ。

「信じるから！　黒島さんが一〇歳だって、わかったから！」

「……わかればいい」

　ジッパーの上がる音、カチャカチャとまたベルトの音がして、愛あいはホッとした。それにしても、天使といい、こいつといい、どうしてこうセクハラ野郎しかいないのか。

　──一緒にするな。

　一緒だっつーの。

　愛はため息をついて、おそるおそる手を外した。

　竜りゆう一いちはすっかりズボンを穿はきおえていて、とてもこんな場所で下半身を丸出しにしたとは思えないほど平然としている。それを思えば確かに一〇歳かもしれない。まだそんなに羞しゆう恥ち心しんが発達していないのだろうか。

「……で？」

　腕を下ろして、愛は腰に手を当てた。今までは歳とし上うえだと思っていたから、それなりの態度を取ってきたけれど、一〇歳ならそんな必要もない。──まあ、その歳で飛び級をして中学三年生、しかも生徒会長、というのはすごいけれど。こっちはお姉さんなのだ。

「君は何を協力してくれるの？」

「歳下だとわかったらいきなりそれかよ」

　唇くちびるを尖とがらせる。

　もう誤ご魔ま化かす必要がないからか、態度が急に子供っぽい。なるほど。これなら、体格のいい子供、という風に見えなくもない。

「まあいいや。俺おれはたぶん、お姉ちゃんがどこに行ったか、知ってる。連れてってやるから、あんたは神かみ代しろ光ひかるを取り戻せばいい」

「場所がわかってるなら、自分で行けばいいじゃない」

「そのつもりで、発掘してたんだよ」

　竜一は、ポケットから鍵かぎを取り出して見せた。

「おかげでこんなだ。ママ、うるさいだろうなあ……」

「ママ」

「悪いかよ？」

「ううん。お母さんの呼び方は、それぞれだし」

「いーんだよ、俺はまだ一〇歳なんだから」

　ストレス、溜たまっているらしい。ていうか。何だか甘えてるっぽい？

　──まあ、そうだろうな。

（天使様もそう思います？）

　──おそらくこの少年は、自分の学校でも年齢のことを隠している。でなければ、おまえのところの学年主任のあの女教師が黙っているはずはないからな。となれば、この少年を年齢通りに扱うのは、宇う美み野の巳み和わだけなのだろう。

（お母さんは？）

　──まったく逆だろう。周りにいる人間で、一番少年を大人扱いするのが、この少年の母親だろうな。

（そういうものですか）

　──ものだ。

「おい！」

「あ、はい」

「どこの鍵かぎか、とか、訊きかねーのかよ！」

「あ、そうね。──どこの鍵？」

「何だよ、そのどうでもいいような訊き方は！」

「訊けって言うから訊いたんだろ！」

「ご、ごめんなさい……」

　剣けん幕まくに驚いたのか、竜りゆう一いちは一歩下がって小さくなった。

（あら、意外と素直……）

　──つーか、おまえまた《憤怒ラース》の《罪シン》を……。

（そ、そんなんじゃないですよ！　ただ、寝てないからちょっと……）

　愛あいは、あはは、と笑って、それから、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「で、どこのなの？」

「神かみ代しろ邸てい」

　パン、とまた、竜一は襟えりを鳴らした。一種、気持ちを立て直す儀ぎ式しき、みたいなものなのかもしれない。

「光ひかる君の……家？」

「ああ。お姉ちゃんたちが、そんなことを話してたんだ。俺おれも、神代の捜そう索さくには手を貸してたからな。その場にはいなかったけど、バンの無線を通じて聞いたんだ。すぐにスイッチ切られちまったから、何のためにかはわからねえけど」

「一人で行ってみたりはしなかったの？」

「したさ。けど、鍵がどうしても開かなかったから、こうやって探し出したんだよ。乗り越えるにはあそこの塀へいは高すぎるからな。まさか堂々と梯はし子ごかけるわけにはいかねえし」

「それはまあ……」

　愛は、光の家を思い出そうとした。あまり印象にはない。ただ、竜一のいう通り、確かに塀は高かったような憶おぼえがある。小学生の頃ころ、そこをずっと見上げて、光と歩いた記憶はある。

（……どう思います？　天使様）

　──間違いないだろうな。神代邸には、地じ獄ごくに通じる穴がある。《ルシファー》が人に転てん生せいを果たした産さん道どうだ。そのことにいち早く気付いた我らは天使を送ってそれを封じ、上に封ふう印いんの意味もあって神かみ代しろ邸を建てさせたのだ。覚かく醒せいした神代光ひかるが《ルシファー》に戻るつもりなら──いや。《ルシファー》の意識が強いなら、間違いなくそこへ行く。

（その辺が、よくわからないんですけど）

　愛あいは考え込むふりをしながら、天使に話しかけた。

（いったい、本当の光君はどっちなんですか？　《ルシファー》は、光君は天使様たちが造った贋にせの人格だ、って言ってたんですけど）

　──それを言うなら、《ルシファー》とて同じこと。どれが贋にせ物もので、どれが本物、ということはないのだ。それぞれの側面──悪あく魔ま、人間、天使、それぞれが人格を持ち、ただひとつの体の主導権を奪い合っている──それがいまの、神代光だ。

　……三つの人格？

　悪魔──ルシファー。

　人間──神代光。

　天使──ルシフェル。

　……三つ？

（ち、ちょっと待ってください！　いま……さらっとおかしなこと、言いましたよね？　それぞれの人格、って何ですか？　わたしが光君とその……しちゃうと、《ルシフェル》が復活するようなこと、前に言ってませんでした？）

　──言った。

（もしかして……《ルシフェル》の人格は、光君とは別、って話じゃないですよね？）

　──別だ。

（…………）

　──……。

（べ、別だ、じゃねえよ！　それじゃあ、わたしは光君を消しちゃう手伝いをしてるってことになるじゃんか！　よくも黙ってたなっ！）

　──落ち着け、愛あい。

（落ち着けるかっ！）

　──だからそれはやめた。

（は？）

　──だから、やめたのだ。もちろん、おまえには神代光と契ちぎってもらうが、それだけでは《ルシフェル》には魂たましいを昇しよう華かできないと判明したのだ。だからこそ、ミカエルも手を引いた。

（どういうことです!?　もっとちゃんと、わかるように説明してください！）

　──わかったわかった。

　天使はため息をついた。

　──わかったが……あとだ。どうやら、連中は味方というわけではないらしいぞ。

（え？）

　愛あいは天使の指摘を、竜りゆう一いちのことだと思ったのだが、そうではなかった。

　いつの間まにか、周りを囲まれていた。




　気味の悪い、黒いレインコートの集団に。







[image: ４　黒いレインコート]







（知り合いですか……？）

　歩道の前後、それに路地の方にも立って、道を塞ふさいだ真っ黒い、裾すその長いレインコートに身を包んだ人たちを見ながら、愛あいは天使に訊きいた。竜りゆう一いちは、さっきまで顔に見ることができた子供っぽさが消えて、堂々とした《青年》めいた表情になって、眉み間けんに皺しわを刻んでいる。

　──わからんか？

（わかりませんよ）

　──右を見ろ。

（右？）

　愛は振り返り、あ、と呟つぶやいた。

　レインコートのフードの奥、深く被かぶっていれば顔がわからないと思っているのか、特にサングラスをかけたり、マスクをするわけでもなく、素顔のまま立っているのは。

（来くる栖す先生……）

　に、間違いはなかった。相変わらず寝不足が極まったような顔をしている。だけど、どこか吹っ切れたというか、投げ捨てたような表情をしているのは何だろう。目は、落ち着かなげに忙せわしなく動いている。

　──おまえが聞いたという、《組織》だか《結けつ社しや》の構成員だろうな。

（それが何の用なんです？──あ。もしかして黒くろ島しま君を捕つかまえに？）

　──歳とし下しただとわかったら、『さん』から『君』か？

（い、いいじゃないですか、別に……それより、この状況ですよ！　いったい全体、何なんですか、これ？　本当に黒島君を捕まえに来たんなら、鍵かぎだけは貸してもらわなくっちゃ）

　──この少年はいいのか？

（よくはないけど……ひどいこと、しないでしょ？）

　──わからんぞ？　おまえも魔ま女じよ狩がりくらい知っているだろう。

（言葉だけなら）

　授業で少しだけ習った。だが、齧かじった程度だ。授業では何人もの女性が、拷ごう問もんの末に殺された、ということを流してやっただけである。実際に何がどうだったのかは、わからない。

　──それと同じことを、この少年にやらないとは限らないぞ。

（まさかあ）

　愛はへらっと笑った。ここは現代日本。何百年も前のヨーロッパではないのだ。

　──いいや、そうとは限らん。

　笑いが凍る。

　──この連中が、時代のことなどを気にすると思うか？　あんなクレーンを容よう赦しやなく倒すような連中だぞ？　優先すべきは自みずからの信念。いったい、何を崇あがめているのかは知らぬがな。

　ごくり、と愛は唾つばを飲み込んだ。

「白しら鳥とり」

　明らかに作っているとわかる笑顔を顔に貼はり付かせて、来くる栖す先生が手を差し伸べてくる。

「何をしているんだ？　真っ直すぐ家に帰るように、先生は言ったはずだぞ？　それに、そっちの男子は……確か帝てい開かい中ちゆう学がくの生徒会長じゃないかい？」

　竜りゆう一いちは答えない。ただ、黙って睨にらむだけ。怖い目をしているが、来栖先生は、気付いていない。たぶん、見てもいない。顔は向けていても。

「そっちも学級閉へい鎖さかな？　答えたくなかったらそれでもいいけれど……とにかく白鳥。こっちに来なさい。先生が、家まで送ろう。ご両親も心配しているはずだ。学校からは生徒の家に今日きようの授業は中止になった旨むねの連絡が行っているからね」

「今日は誰だれもいません。家うち、共働きですから」

　来栖先生の頰ほおが引き攣つった。

（天使様……わたし、まずった？）

　──いや。

　来栖先生の目が泳いだ。次の懐かい柔じゆうの言葉を探しているのだろうか？

　その先せん手てを取るように、竜一が動いた。

　一歩前に出る。

　おののくように、一いつ瞬しゆん、包囲の輪が広がる。

　横顔に微び笑しようが浮かんだ。口く惜やしいけれども、格好いい。これで一〇歳じゃなかったら。

　──押し倒すのか？

（倒すかっ！）

　ここが部屋なら、天使に手近なものを摑つかんで投げつけるところだ。たとえすり抜けて当たらなかったとしても、そんなことは些さ細さいなこと。

　もちろんそんなやり取りに気付いた様子もなく、竜一は余裕たっぷりな様子でレインコートたちを見回した。

　──ところで、愛あい。

（何ですか？）

　──あれはレインコートではなく、ローブだ。法ほう衣いともいう。

（どっちでもいいですよ）

　愛は竜一の背中に隠れるようにしながら、車道を見た。朝と違って、決して交通量は少なくはない。路地に折れる道しかないここに信号はない。が。横断歩道がもう少し駅の方に行ったところにある。そこの信号が変われば、向こう側に渡れなくはない──と考えたとき、それを読んだかのように、車道の向こうにも黒いレインコート──じゃなかった、ローブの一団が現れて、こっちを向いた。

　竜一も気付いたのだろう。小さく舌を打つ音がした。が、口元にはすぐに笑えみが戻る。

「……僕のことをご存ぞん知じなら、話は早いです」

　大きな手振りで、そう始める。

「生徒会長同士、親しん睦ぼくを深めようと思いましてね。これからの両校の交流について、話し合いたいこともありましたし。しかし、そういう事情であれば、僕が責任を持って彼女を自宅までお送りします」

　手を摑つかまれた。濡ぬれている。平静を装っていても、緊きん張ちようしているのだ、やっぱり。

　仕方ない。まだ一〇歳なのだから。

　──やけにこだわるな。

（うるさい）

　一いつ時ときでも、心が揺ゆらいだ相手が子供だったのが何だか口く惜やしいから、などということ、口が裂さけても言うものか。

　──何だ、そういうことか。

（人の心を勝手に読まないでくださいっ！）

　──はっはっはっ……と、笑っている場合ではないな。

　その通りだった。

　送る、と竜りゆう一いちが言ったものの、来くる栖す先生たちが道を開けてくれる様子はない。竜一がいくらスポーツ万能とはいえ、それと喧けん嘩かはきっと別物。

　──一〇歳だし。

（だから、それはいいですって！）

　びしっと突っ込んで、

（だけど、何かいい手はないんですか？　たとえば……そうだ！　姿を見せて説得っていうのは？　この人たち、信仰心は厚いんですよね？）

　──あー、無理無理。

　ぱたぱたと手を振っている映像が浮かぶような、気の抜けた返事だった。

　──ミカエルのように強制的に降こう臨りんすることは、疲れるのだ。

（疲れるくらい、いいじゃないですか！）

　──駄だ目めだ。別に疲れるのが嫌だから言ってるわけではないぞ？　このあと、ちょっと大変な作業が待っているから、少しでも温おん存ぞんしておきたいのだ。神かみ代しろ光ひかるを救うためにな。

　そう言われては、無理強じいはできない。

（ここは自分たちで何とかしなくちゃならないってこと……？）

　じり、と包囲の輪が狭まる。

　怖こええ。

　恐怖映画さながら、だ。

　あまり時間はなさそうだった。そろそろ周りが騒ぎ出している。それはそうだろう。変な黒ずくめの集団が、いたいけな女子中学生と男子中学生（本当は小学生）を取り囲んでいるのだから。

（大声で助けを──）

　──やめておいた方がいいな。そんなことをしても、せいぜい警察に通報してくれるだけのことだろう。警察が到着する頃には、どこかに攫さらわれている。

（じゃあ、どうすればいいんですか！）

　──いま考えている。

　ぐ、と竜りゆう一いちの手に力がこもり、その横顔を見た愛あいは息を吞のんだ。強行突破するつもりだ、とわかった。もう片方の手は、いつの間まにか、ポケットに突っ込まれている。その中で、何かを握っている。何？　かちん、かちん、とリズムを取るように硬こう質しつな音がする。

　──ナイフだ。

（ナイフ!?）

　──大した《執しゆう着ちやく》だ。そこまで実姉を想おもっているとは。《愛あい》には程ほど遠とおいのは残念だが。

　どこがちがうのだろう。この覚かく悟ご……ここまで強く想っているのに、それは《愛》ではないのだろうか。天使は《執着》と言った。《七セブンつ デツのドリ大ー シ罪ンス》とは違うようだけれども、それもまた《罪シン》なのだろうか？

　愛には、わからなかった。ならば、自分が光ひかるを求めるそれは？

「……おい」

　おそらくは愛にしか聞き取れない声で、竜一は囁ささやいた。

「強行突破するぞ。転んだりするなよ？」

「う、うん」

　愛は頷うなずいた。自信はないけれど。

　──他ほかに手もないようだな。仕方──待て。やめろ、愛。

（え？）

　──いいから！

（は、はい）

　わけもわからず、愛は摑つかまれた手を逆さからうように引いた。驚いた顔。だけれども、それはすぐに怒りに取って代わる。ポケットの中で、ナイフが鳴る。ぞっとした。ナイフだとわかってしまうと、その音は恐ろしかった。

「てめえ……」

　違うの、と言おうとしたそのとき。

「──情けないのう」

　そんな声が聞こえたかと思うと、愛たちと来くる栖す先生の間に、不意に人が現れた。まるで夢む幻げんのように。ぱさ、と足元にローブが落ちる。それで、周りを囲んでいた連中の一人だとわかった。だけれども、動いたのはわからなかった。気付かなかった。竜りゆう一いちも、焦あせっている。手の汗がそれを証明している。

「し、師し父ふ……」

　来くる栖す先生の声が上うわずる。

　立っているのは老人だ。曲がった腰。片手はそこに当て、もう片方の手には杖つえが握られている。その背中には、何となく見憶おぼえがある。

「お、お帰りでしたか……」

「とっくにな。それにしても何ということよ。来栖、おまえまでどういうつもりじゃ？」

「ど、どうとはどういう意味です!?」

「来栖。わしは何と言うた？　手を引け、と申したはず。おまえたちはそれを破るのか？」

「師父、あなたは、命令を歪ゆがめて伝えましたね」

　と、別の声が言った。

「我らは本部の指令に従っております。我らに下された命は、あらゆる干かん渉しようを防げ、ということ。神かみ代しろ光ひかるに、もっとも多大な干渉を及ぼすのは、それを我らが望んで導いてしまったとはいえ、そこな娘です。放ほうってはおけません」

「放っておくのじゃよ。……本部の連中は、深読みをしすぎておる」

　ざわ、と動どう揺ようが広がる。老人の肩越しに見えた来栖先生も、驚きにフードの下で落ち窪くぼんだ目を瞠みはり、口をあんぐりと開いていた。

「だ、大師父様方のご指示が、間違っているというのかっ！」

「おうよ」

　老人はちらりと振り返った。その口元には深い皺しわのような笑えみ。

（あ──）

　それは、知らぬ顔ではなかった。

「……誰だれだ？」

　竜一が呟つぶやく。巳み和わから聞いていないのだろうか？　確かに、あの子はおとなしくて、余計なことは言わないような印象はあるけれども。

「あの壊れた教会の管理人さん。玄げんさん……だったかな？」

　そう、愛は教えてあげた。竜一はぎょっとしたような表情になる。

「憶おぼえていてくれたか」

　老人は、どこか嬉うれしそうに言った。

「嬢ちゃんたち、どこか行くところがあるのじゃろう？」

「はい」

「ならば、送っていこう」

　ローブの連中に周りに囲まれてなどいないかのように、玄は言った。周囲で、怒りのような感情が渦うず巻まく。おそらくはそのことにため息をつくと、未み熟じゆく者ものどもめ、と呟つぶやいて、玄げんは竜りゅう一いちはまるっきり無視して、愛あいの傍そばに立った。どうやって動いたのか、わからないくらい早く。

「その前に、ちょっと協力しておくれ」

　にこりと微笑ほほえむ。

　何を、と聞こうとした瞬しゆん間かん、ぶわ、と足元で風が巻き起こって。

「……きゃーっ！」

　スカートが捲まくれ上がった！

　今日きようは体育はない。だからもちろんその下は──生ショーツ。
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　悲鳴とどよめきが起こる。

　自分のではない。それを上げたのは、周りのローブ供どもだ。

「行くぞ」

　声が聞こえた、と思ったときには、腕を引かれていた。

　転ばないように必死に、愛は走った。ローブ供の間をすり抜ける。気付いた何人かが手を伸ばしかけ、しかし、躊躇ためらった。《罪シン》であるように。

「師し父ふー！」

　背中に遠く、来くる栖す先生の声が聞こえた。




　　　　☆




「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶじゃろ──おおう！」

　すぱん、といい音がした。

　玄げんの後頭部は。

「何をするんじゃ、嬢ちゃん。髪が抜けたらどうする」

　薄くなった頭を撫なでながら、けれどもその顔は笑っていた。何する、じゃねーっての。人のスカートを捲まくっておいて！

　──作戦としては悪くなかったぞ。

（作戦!?　あれのどこがっ！）

　──荒あら事ごとだったからか、あの場にいたのは男ばかりだったからな。おまえの生パンを見て、普段は抑よく圧あつされている《欲よく望ぼう》が刺激されることに恐怖したのだろう。だから、追ってこようともしない。修しゆ行ぎようが足らない連中だ。

（わたしは道具じゃないっ！）

　──私に怒るな。やったのはそこの老人だろう。それに、よかったではないか。おまえの生パンひとつで、流血沙ざ汰たにはならなかったのだ。

（それはそうかもですけど……何か、納なつ得とくいかない……）

　──人生はそうしたものだ。

（わかったようなこと言って！　ううう……）

　恥ずかしさに、顔から火が出そうだ。どうやら、竜りゆう一いちにも見られたようであるし……横顔を見ればわかる。

「やれやれ」

　つるり、と。禿はげているわけではないが、そんな風に頭を撫でて、玄は、ふむ、と呟つぶやいて竜一と向き合った。さっきのやり取りから察するに、玄が連中の仲間で──裏切ったみたいだけれども──光ひかるに近づいたのは親切なんかじゃなくて、初めから計画的であったらしい、ということは、来くる栖す先生から聞いた話などを併せると、愛あいにもわかった。

　その玄は、竜一に向き直ると、ふむ、と呟いて、あっという間まにポケットの中から柄えまで銀色のナイフを抜き取った。皺しわだらけのごつごつした手の中で、それは、かちんかちん、と音を立てた。まさしく『あっという間』の出来事。竜一も、何も言えずに、ただそれを見ている。

「おまえさんが、黒くろ島しま君か」

「…………」

「わかっとるぞ？　巳み和わちゃんの弟さんじゃろ？」

「……お姉ちゃんの名前を、気安く呼ぶな」

　怒りを押し殺した声。その名前すら自分のものだ、と言っているような、そんな顔。何て強い独占欲──天使が《執しゆう着ちやく》と言ったのも、わかる気がする。

　玄げんは、そりゃすまんかったの、と言うと、そのナイフを自分のポケットにしまった。返すつもりはないらしい。奪い返すことを竜りゆう一いちは考えたに違いないが、たぶん無理だ。そのくらいは愛あいにだってわかる。あれはとても老人の動きではない。

「で、どうするつもりなんじゃ？」

　のんびりと歩き出しながら言う。

「坊ぼう主ずの屋敷に行って、それから？」

「！　どうしてそれを──」

　すると、玄は口元に笑えみを浮かべた。

「やはり、か。カマをかけたのじゃが、見事に引っかかってくれたな。おっと。そんな怖い顔をすることはないじゃろう、別におまえさんをどうこうしようというわけではないのじゃ。それより、おまえさん、これから何をするつもりなのかね？」

「…………」

「言いたくないのなら、まあ、無理にとはいわないが……その場合、協力もできんぞ？　この爺じじいを味方につけておいた方が、何かと便利じゃぞ？」

　竜一は細いため息をついた。

　何をどのように打だ算さんを働かせたのかはわからないが、とにかくも、

「……お姉ちゃんを取り返す」

　そう、竜一は言った。白はく状じようした。

「ほう！　それで、それはおまえさんのお姉ちゃんの望みなのかね？　違うじゃろう」

「……ああ」

　竜一は、玄の背中を睨にらみつけながら言った。

　手が熱い。

　そういえばまだ握られたままだった。放してくれる様子もない。忘れている……わけではあるまい。たぶん、逃げられないように、だ。

　わかってない。

　逃げるはずなんかないのに。

「お姉ちゃんの望みは違う。だけど、そんなのは関係ない。誰だれにも──たとえ、それが神だって、渡すつもりなんかない。お姉ちゃんは……俺おれのものだ」

「困ったもんじゃのう」

　玄は息をついた。

「しかし、いまは問うまいて。さ、行こう」

　だが、竜一は動かない。

　それは当然だろう。明らかに敵。愛にとっても、光ひかるを取り戻す、その邪じや魔まをするというのなら、そうだ。来くる栖す先生は味方だと思ったのだけれど、どうやら違ったようでもあるし、明らかに彼と関係があるらしい玄げんを、すぐに信じろというのは無理だ。

「やれやれ」

　また言った。

「まあ、おまえさんたちの気持ちもわからなくはないがの」

　立ち止まり、振り返る。

「確かに。わしは連中の仲間じゃ。というか、連中を指導する立場にあった。預よ言げんのことは聞いておるか？」

　愛あいは頷うなずいた。

「来栖先生から、今け朝さ、聞きました」

「まったく、あんな程度のことでパニックになりおって。あいつも意外と細かったのう……もう一人付けておいて正解だったわ」

「もう一人？　学校にまだ、おじいさんの仲間がいるんですか？」

「いるぞい」

　にや、と玄は笑えみを浮かべた。

「おまえさんも知っとるんじゃないかな？　三年の林はやし田だ是これ政まさ。あの子はわしの高こう弟ていじゃ。来栖よりも上じゃが、あいつはまさか生徒にわしの弟子がいるとは思っとらんだろ」

「何でそんなことまで話す」

　刃やいばのように言うと、玄は肩を揺ゆらした。笑ったのだろうか？

「決まっとる。おぬしたちに──というよりも、そこのお嬢ちゃんに信じてもらうためじゃ」

「わたし……？」

　玄は頷く。

「あの坊ぼう主ずを救えるのは、おまえさんだけじゃ。初めて会ったときに、わしにはそうだとわかった。いいかね？　わしは預言を阻そ止ししたいのではない。無論、まったくどうでもよいと思っているわけじゃあない。無む闇やみに人が死ぬのは、何であれ好まぬ。しかしそれよりも、わしは坊主を地じ獄ごくに堕おとしたくはないのじゃ。あの子はいい子じゃ。温かい心を持っておる。それを凍りつかせるのは……忍びない」

「勝手な話だな」

　竜りゆう一いちは皮肉めいた笑みを浮かべた。

「神かみ代しろがここに留とどまりたいと言ったわけじゃないだろうに」

「そりゃあ、お互い様じゃあないかね？　巳み和わちゃんだって、おまえさんに邪じや魔まされることを望んではおらぬだろうし」

「…………」

「結局、わしらがここにこうしているのは、それぞれの勝手な願いを、相手に押し付けるためじゃ。しかし、じゃ。それが相手の幸せに繫つながる……そう思っている。違うかね？」

「俺おれは……自分が嫌なだけだ」

「それでも、坊ぼう主ずに渡すよりは自分の方が、巳み和わちゃんをずっと幸せにできると思っておるのじゃろ？　玩具おもちやが欲しいのと同じように、あの子を欲しているわけではなかろう。おまえさんは、それほど子供ではあるまい」

　でも一〇歳ですよ、と言いかけたのを、愛は吞のみ込んだ。たぶん、玄げんの言うような気持ちが根底にはあるのだろう、とはわかる。彼女たちが行くのは天国じゃない。地じ獄ごくだ。そこの方が心地いいという場合もあるだろうけれど、彼女たちはその可能性の方が高いけれど、でも、周りの人間がそれを望まないという気持ちはわかる。

（……天使様？）

　こそっと頭の中で話しかけた。

（……信用……してもいいと思います？）

　──何ともいえぬな。

　やけに平へい坦たんな声で、天使は答えを返した。

　──この老人が、どこまで本当に我らのことを理解しているのか、わからん。ただの観かん念ねんとして、神かみ代しろ光ひかるのことを捉とらえているようにも思える。過去に啓けい示じを受けた様子もないしな。

（つまり？）

　──すべては想像の範はん疇ちゆう、ということだ。実際、おまえたちの言葉で言うなら《超ちよう常じよう現げん象しよう》を目まの当たりにしたときに、どうなるかはわからん。あの教師のように取り乱しておかしな行動に出る可能性は、零ゼロ、ではない。

（じゃあ、やめた方がいいってことですか？）

　──いや。とりあえずいま、目的は同じだ。黒くろ島しま竜りゆう一いちと手を組んでおいて、この老人を排する理由はない。最終的にたどり着く場所は違うかもしれないが、神代光を現在の状況から救い出す、という利害で一致している以上、共きよう闘とうはやぶさかではない。大人が一人いると、それはそれで何かと便利ではあるしな。

　目の端はしに天使が何かを捉とらえたのを感じて、愛あいはそっちを見た。

　警官だ。こっちを見ている。

　けれど、玄が一緒だとわかったからか、特に何も言わずにいってしまった。

　──な？

　確かに。

　中学生と、本当は小学生の中学生、二人では、大変なことはいろいろとあるだろう。ここは信じてもいいのかもしれない。とりあえず、光君を《堕落ダウンフオール》状態から救い出すまでは。そのあとのことは、そのあとのこと。

「わかりました」

　そう、愛あいは言った。

「わたしたち、これから神かみ代しろ君の前の家に行くんです。ついてきてもらえますか？」

「おい！」

　強く手を握られた。ピリッとした痛みが指の関かん節せつに走る。その痛みで、竜りゆう一いちが怒っていることがわかる。堪こらえ、愛は彼を振り向いた。

「おじいさんの言う通りだと思う。目的がおんなじなら、人数は多い方がいいでしょ？　相手は、少なくても七人はいるんだし」

　睨にらまれた──見つめ合った？

　こうして見ると、なるほど、格好はいいのだけれど、顔つきにもまだ幼さがある。

　──人のことは言えないだろうが。

　うるさい。

「……わかったよ」

　手から力が抜けた。

「信じやしねえけど、手伝うっていうんなら、止めねえよ」

「それでよい」

　玄げんは大きく頷うなずくと、再び歩き出した。今度は愛が竜一の手を引っ張る形で、あとに続いた。なるべく近くに寄っておく。いつまた、あの黒ローブの連中が現れるかわからない。光の家は教会の傍そばだとはいえ、互いに広い敷地を持っているために、それなりの距離を歩く必要がある。

　──とはいえ、だ。

　不意に話しかけてきた天使に、はい？　と愛は答えた。

　──この老人が、どの程度の認にん識しきを持っているのか、それは把は握あくしておきたいな。愛。どうせ屋敷に着くまで暇ひまなのだ。ちょっと訊きいてみろ。

（何てです？）

　天使は、訊たずねるべきことを言った。別におかしな、えっちい内容は含まれていなく、愛はホッとした。彼ならば、契ちぎるとはどういうことか知っているか、とか、契るにはどんな条件があると思うか、とか、そんなことを言ってもおかしくない。

　偏へん見けん？

　それはともかく。愛は咳せき払ばらいをして、声が上うわずったりしないように気をつけた。

「えーと……おじいさん？」

「玄じゃ」

　そう呼べ、ということだろうか？

「じゃあ、玄さん──玄さんは、その、預よ言げんを信じてるんですか？」

「おまえさんはどうじゃ？」

「わたしは……」

　愛あいは首を振った。

「わたしは、ただ、光ひかる君を捜してるだけです。世界の終わりとか、そんなの、全然わからないし……わかりたくもないです。わたしにいまわかってるのは、光君がいなくなったってことだけです。捜して、もう一度会いたい。それだけです」

「わしも同じじゃよ」

　玄げんは目を細めた。

「この歳としで、どうにもわからなくなった。わしは、預よ言げんに従って、坊ぼう主ずを長いこと見張っていた。見守っていた、などとは言うまい。見張っていたのだ。それが急に、もういい、と言われても納なつ得とくがいかん。一四年はのう、長いぞ」

　そうなのだろうか？　よく、歳を取ると時間が過ぎるのは早く感じると聞くけれども、人によって違うのだろうか？

「それに、短い間じゃったが、共に暮らしてみて、坊主の性格のよさはよくわかった。それが失われるのは惜しいと思っとる。坊主が変わったという報告は受けておるよ。あの娘たちが現れてからこっち、たびたびそうしたことがあったのじゃろう？　が、それが本当にあの娘たちのせいなのかは、わからんしな。安あん易いな理由をつけるのなら、二重人格、といったところか」

　愛は頷うなずいた。

　その方がずっと、納得はできる。天使が云うん々ぬん、というよりは。だけどそれは自分の現実、真実ではない。天使はいる。悪あく魔まも。それが、自分にとっての《本当》だ。

「《結けつ社しや》が、坊主を放ほうっておくと決めたとき、わしは従おうと思ったよ。それが命令だったからの。しかし、もしも坊主が苦しんでいるのなら、と思ったら、駄だ目めじゃった。息子、というよりも、孫みたいな歳としじゃが、放ってはおけなかった」

「…………」

「……これでよいかの？」

　愛は頷いた。

（……天使様？）

　──偽いつわりではないな。声からも、目からも、噓うそは感じられなかった。少年は、まだ疑っているようだが。

　確かに。竜りゆう一いちの玄を見る目は少しも和やわらいではいない。だがこれ以上、反対するつもりもないようだ。睨にらみつけるように見ているものの、それだけだ。

　あとはもう、黙って歩いた。

　先頭に玄。

　その後ろに愛、それから竜一。

　竜一は、しっかりと手を握っている。カップルが手を繫つないで歩いているって感じじゃないなあ、と愛は思った。やっぱり、逃がすまい、という風だ。もしくは、はぐれまい、としている子供──とか言うと、また天使に何か言われそうだが。

　何も言わなかったけれども。

（あ──着いた）

　どこをどう抜けてきたのか。どうやら愛あいの知らない抜け道のようなところを通ってきたらしい。気がつけば、三人は神かみ代しろ邸ていの正門の前に立っていた。

（天使様）

　──うむ。どうやら間違いないようだ。悪あく魔まっ娘こたちが通った気配が残っている。その残量から見て、そう前のことではないな。

（だったら、追いつくかも）

　そう考えた途と端たん、掌てのひらが、不意に涼しくなった。見れば、竜りゆう一いちが手を放し、門の方へ向かうところだった。

　ずっと握られていたからだろうか──熱を持った手に晩秋の空気は心地よかったが、同時に寂しさのようなものも感じた。

　人の温ぬくもりは誘ゆう惑わく的てき。それが、好きな人の手でなくとも。光ひかるの手だったら、もっともっと寂しさを感じるだろう。彼と手を繫つないだことがないわけではないが、あのときは緊張しすぎていて、こんな気持ちを感じている余裕もなかった。

　──手の接せつ触しよく面積でさえ、それなのだ。

　ふふふ、と天使は笑った。

　──全裸で抱き合ったら、す・ご・い・ぞ♪

　光と自分が裸で抱き合っているところが浮かんで──彼の裸は金曜日にばっちり見てしまっていたので、ありありと思い描けた──愛は、一いつ瞬しゆんにして頰ほおが、カッと熱くなった。それこそ、遠赤外線を発して、それで魚が焼けるんじゃないかなあ、と思うくらいに。

（てててて天使様っ、何てこと想像させるんですかっ、こんなときにっ！）

　──何だ？　私は、すごい、と言っただけだぞ？　何を想像したのだ、いったい？　言ってみ？　ほれ、言ってみ？

（わ、わかってるくせに……）

　愛は握った拳こぶしを震ふるわせた。

　だけど。

　どんなだろう、とは思う。掌だけでこうなのだ。全身で光の体温を感じたら、それはどんな風なのだろう。こればっかりは想像してもわからない。服の上からなら抱きしめられたこともあるけれど、それとはまったく違うのだろうか？

「開いたぞ」

　竜一の声に我に返り、愛は、ぱたぱたと顔を扇あおいだ。いまはそんなことを考えている場合じゃない。とにかく光を取り返して《浄じよう化か》をしなければ、想像は想像のままで終わってしまう。光ひかるの体を持った《ルシファー》にいくら抱きしめられても、きっと嬉うれしくなんかない。

「荒れ放ほう題だいじゃなあ……」

　玄げんがしみじみと言う。

「うちも大たい概がいじゃが、これほどではないぞい」

　教会と比べたのだと思うが、管理人としての気持ちが騒いだのだろうか？　玄は頰ほおを搔かきながら、するりと門を抜けて中に入ってしまい、そのあとを竜りゆう一いちが追う。勝手なことを、と呟つぶやくのが聞こえた。

　──我われ々われも行くぞ。

　愛あいは、頷うなずいて門を越えた。

　ぞくっとした。

　空気が変わった。

（な、何、いまの……）

　──境きよう界かいが曖あい昧まいになっているな。

（どういう意味ですか……？）

　──本来、三さん界かいはそれぞれが強力な『壁』で隔てられているのだ。重なり合い、融とけてしまわないようにな。天てん界かい、人じん界かい、地じ獄ごく界かいは、ほぼ、同じ場所に存在している。ただ、それぞれの世界がずれているために、互いを認識できないだけなのだ。しかし時に、その境さかいが曖昧になることがある。そのときに起こるのが、奇跡であり、怪かい異いでもある。さすが、ルシフェルが転てん生せいを果たした場所だけのことはある。ここは地じ獄ごくとの境が曖昧だ。天使たちが《浄じよう化か》を行い、封ふう印いんしたはずだが……やはり解かれたか。

（あのう……何言ってるか、さっぱりなんですけど……）

　──じきにわかる。

（はあ、そうですか）

　呟いて辺りを見回した愛は、門を振り返ってぎょっとした。傾いた門もん扉ぴの隙すき間まに見えるのは、連中だ。あの黒ローブの男たちが、そこにいる。

「黒くろ島しま君！」

　竜一が振り返って、その喉のどがひゅうっと鳴った。が──

「……何だ？」

　と呟いた。

　愛も気付いた。様子がおかしい──門の向こうの連中の。

　見えていない？

　そうとしか思えない動きをしている。隙間から門のこっち側を見てはいる。おそるおそる覗のぞき込んでいる者もいる。だが、気付いていない。

「何だかわからねえが、連中には俺おれたちが見えてないみたいだな。入ってこられたらどうだかわからねえが──」

「案ずるには及ばん。あの者たちにそんな度ど胸きようはないよ」

　情けない、と言いたげに、玄げんは息をついた。

「そう願うぜ。──おい、どうする？　庭を探すか？　それとも屋敷を先にするか？」

「えっ!?　そ、そうね……」

　──屋敷だ。

（そうなんですか？）

　──庭に、悪あく魔まっ娘こたちの気配はない。だとすれば、中だろう。ここにいるなら、な。

　愛あいは頷うなずいた。

「えっと、お屋敷を先に探すのがいいと思うな。ここ、荒れ放ほう題だいだし。何だか気持ち悪いし。何かするんなら、中だと思うけど……黒くろ島しま君は？」

「俺おれも中だな」

　竜りゆう一いちは、屋敷を振り返った。

　壊れた噴水。

　その向こうに、何となくくすんだ印象の、学校の校舎ほどもあるのではないかと思うような巨大な屋敷がある。

　こんなだったろうか？　こんなではなかったはずだ。

　愛とて、ここへ来るのは初めてというわけではない。もちろん、門の向こうから見ただけに過ぎないが、もっと華はなやかで明るかった。住んでみたいなあ、と思わせるものがあった。

　だがいまは。

　まるで印象が違っている。幽ゆう霊れいが出るといわれたら、即そつ行こう、信じてしまうだろう。人が住まなくなると、あっという間まにこうなってしまうのだろうか？

「……行くぞ」

　それだけを言うと、竜一と玄も何か感じるところがあるのか、あとは無言で噴水を回って、雑草の生えた屋敷への小道を進んだ。愛は、いつ黒ローブの連中が雪崩なだれを打って入ってくるのか、と背中を気にしながらあとを追った。

　そして気付いた。足あし跡あとに。

（天使様、これ！）

　──うむ。

　微かすかにだが、地面に大きな靴くつ痕あとが残っている。それはもう本当に大きな足跡が。それはそれは大きな足跡が。おそらくこれは、獅しぃ子こといつも行動を共にしているあの変へん態たいチックな大男のものだろう。あんな足がそうそうあってはたまらない。

（ここで、何をしているんだと思います……？）

　──想像はついているが、いまはやめておこう。行けばわかることだ。

　思わせぶりな口ぶりに愛あいは微かすかに眉まゆをしかめたが、あえて追及はしなかった。言う通りではある。たとえそれがどんなことであっても、訊きいても訊かなくても、光ひかるを助けるためになら、どこへだって行くことは揺ゆるがないのだから。

　どこの博物館？　と言いたくなるような、広い階段を昇った。カサカサと落ち葉を鳴らして蟲むしが逃げていくのが目の端はしに見えて、うわあ、と愛は叫びだしたくなった。三〇センチはある大きなムカデ。前に田舎いなかに行ったときにいとこに見せられたことがあったが、それはもう少し小さく、体色も青唐辛子のようだったが、いまのは赤唐辛子のように赤い。

　──嚙かまれるなよ。

　天使の声は真しん剣けん。

　──あれは、とんでもないぞ。

　どうとんでもないかは、あえては聞かない。聞かずとも、近寄る気もない。

　それにしても……お金持ちっていうのは、何のためにこんな大きなものを、と愛は階段を昇りきったところで口を閉ざしている扉とびらを見て思った。

（象でも通るの？）

　そのくらいはある。

　その両開きの扉には、いまはあちこち傷いたんではいるが、立派な彫刻が彫り込まれている。モチーフに使われているのは主に植物で、過か度どにならないように配はい慮りよはされている様子だったが、これ自体でひとつの芸術作品だ。

　竜りゆう一いちはそんな扉のドアの把とつ手てに手をかけた。そして、押す。すると扉は何の抵抗もなく、内側に向かって開いた。手を放しても、勝手に開く。迎え入れようというかのように──喰くらおうとでもするかのように。

（罠わな？）

　──だとしても入るしかあるまい。授業で習っただろう？　虎こ穴けつにいらずんば虎こ子じを得ず、という奴やつだ。

（わかってますよ）

　とはいえ、一番に入るようなことにはならなかった。もっとも大だい胆たんだったのは、竜一。これは、中に姉がいるのだとしたら敵地とはいえないのだから、当然かもしれない。

　比べると、玄げんは多少、緊きん張ちよう──というか、警戒をしているように見える。皺しわに埋もれた目が鋭く光っている。

　家の中は明るかった。そして、今度ははっきりとわかった。

　光ひかるたちは確かに、ここにいる。

　何な故ぜ言い切れるかといえば、やっぱり足あし跡あとだ。埃ほこりの積もった床に、はっきりと、くっきりと、多数の足跡が残っている。誰だれが誰のかは、獅しぃ子この従じゆう者しや以外はわからないが、かなりの人数がここに来て、そして、出て行っていない。

　爪つま先さきが一方へと向かって、戻って来ていない。少なくともこの扉とびらからは出て行っていないことがわかる。

　愛あいは、足あし跡あとを目で追った。

　窓から差し込む光が埃ほこりをきらきらと輝かせる中、その足跡は階段に向かい──だが、昇ってはいなかった。そのまま階段の脇わきを奥へ向かい、そして。

（壁に消えてる……？）

　そう見える。と、天使が鼻を鳴らした。

　──つまらんことを考えるなよ？　超ちよう常じよう現げん象しようでも、奇跡でもない。階段の下に隠し部屋か通路があるのだろう。そのくらいの用心はしてあるだろう。

（だとしたら、どうして光ひかる君のご両親はそこから逃げなかったんですか？）

　──さあ？

　しらねえのかよ。

　言うだけ言って肩を竦すくめていそうだった。

　ため息をつき、愛は調べてみようと足を踏み出しかけ、止まった。ぴし、と階段の下の壁に線が走って、そこが──開いた。そして。

「……あれ～？」

　ひょい、と顔を出したのは。

「も、牧もく鷹ようっ……」

　怖おじ気けづいたよう、竜りゆう一いちが僅わずかに後こう退たいする。

「竜りゆう一いちくん、よくここがわかったね～♪──あれぇ？　おじいさん、いつ帰ってきたんですかあ～？　それに、そっちの女の子は確か……」

　羊よう子こは首を傾かしげた。肩に羽は織おったマントの前が割れて、大きな胸が、ふるん、とこぼれる。よく引き締まった腹部が、その下の翳かげりがあらわになる。

　愛は、カッと体が熱くなるのを感じた。

　自分が脱いだわけでなくても恥ずかしい。何な故ぜなら牧鷹羊子は──

　全裸！

　マント以外には、何にも身に着けていない！

「な、何であんな格好……家の中で……」

　唾つばを飲み込みながら愛が呟つぶやくと、

「いつもあんなもんだろ」

　そう、竜一に返された。

　知りません。

　グラビアアイドルの『いつも』がどんなかなど、一いつ介かいの女子中学生が、知るはずもない。まあ、彼女のあの格好は、《納なつ得とく》はできるけれども。羊子の罪は《邪淫ルスト》。だから、あんな風に挑ちよう発はつするような格好でいても、おかしくはない。

「ふぅん……」

　羊よう子こは立てた人差し指を顎あごに当てて、愛らしく首を傾かしげた。美人タイプの羊子だが、そうした仕草も様さまになる。完かん璧ぺきに近い彼女に、隙すきを作るというか。

「やっぱり、光ひかる様ってすご～い」

　光！

　やっぱりここに!?

「絶対誰だれかが邪じや魔ましに来るから残れって言われたときは、巳み和わちゃんとも離れなくっちゃならないし、羊子、悲しかったけど……お役に立てるのね～」

　巳和の名前に、竜りゆう一いちは顔色を変えた。

「お姉ちゃんはどこだ！」

　叫ぶ。

　羊子は目を瞬しばたたくと、赤い唇くちびるににんまりと微び笑しようを浮かべた。妖よう艶えんな。もとから美人ではあるけれども、さらにその魅力を増すような、そんな笑えみを。

　どこからか甘ったるい香りが漂ってきた。何と表現したらいいのだろう、これは。ただ甘いだけではない。ちょっと不快な感じもする。

「うおっ！」

「あうっ！」

　竜一と玄げん、男性二人がそんな声を上げる。そして。

「ち、ちょっと！　どこ触さわってるんですかっ！」

　愛あいは思わず叫んだ。

　触られたわけではない。触っているのだ。二人は、不自然な格好で前まえ屈かがみになって、股こ間かんを押さえている。

「おじいさんまでっ！」

「んふふ～♪」

　羊子が微笑ほほえみ、階段の下に開いた穴からゆっくりと出てくる。歩くたび、胸がぷるん、ふるんと揺ゆれる。何だろう。そのたびに何か、霧きりのようなものが噴ふき出だすのが見える。

　それが漂ってきて、

「！」

　吸った途と端たん、腰の辺りに、ずくん、ときた。そんなところに何もいないはずなのに、もぞ、と何かが動いたような、そんな感覚があって、とろり、と何かがあふれ出してくる。

（ううううう噓うそっ！）

　ぎゅう、と、愛は腿ももに力をこめた。

　──濡ぬれたな。

　ぼっ、と顔が火を噴ふいた。絶対に噴いた。

（なな、何言ってるんですかっ！　そんなことないもんっ！　ぜったいないもんっ！）

　──いいや、ある。

　断だん言げんしやがった。

　──恥ずかしがることはない。《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》にさらされれば無理のないことだ。そこの男たちも同様。しかし、困ったな。こんな状況ではどうにも──

「おおおおおおおおおっ！」

　不意にそんな声を上げたのは。

「青春が蘇よみがえるうううううっ！」

　ばちん、と何かがはじける音がした。

「おじいさんっ!?」

　愛あいは腿ももを擦こすり合わせながら、どうしようもなく荒い息で玄げんを見、噴ふき出だしそうになった。

　もう、前まえ屈かがみではない。腰が伸びている。しかも、

（何か……逞たくましくなっているような……）

　体格が、一回り大きくなったように見える。足元に、何か落ちている。ジッパー？　そう見えた。そのつまみの部分。それが証拠に。

「出てるっ！　おじいさん、出てる出てる！」

　蛇へびみたいのが。

　──ほほう……。

（何、感心してるんですかあっ！）

　愛は必死になって手で目を隠したが、いまさら、見えてしまったものをどうしようもなかった。それに、まったく辺りを見ないというわけにもいかない。

「嬢ちゃん！」

「は、はいっ!?」

「坊ぼう主ずを頼むぞ！　この魔ま女じよは、わしが何とでもしてくれよう！　ひさびさじゃあ、この滾たぎる感覚っ！　さあっ、こいっ!!」

　玄はシャツを摑つかむと、力任せにむしりとった。その下からランニングに包まれた、ＣＧかと思うような、逞たくましい体が現れる。絶対に老人の体ではない。もしかして、老けているのは顔だけなのではないだろうか？

　羊よう子こが、うろたえたように下がる。助けを求めるように、竜りゆう一いちを見る。

「……悪いね」

　竜一は肩を竦すくめて見せて、羊子が出てきた穴へと向かった。股こ間かんを押さえたままでは格好がついたとは到とう底ていいえなかったけれども。

　──追え、愛！

（は、はいっ！）

　愛あいも、まだ少し腿ももを擦こすり合わせながら、走った。

（う──）

　羊よう子こに比べればささやかなものだが、それでも一応女の子を主張するくらいの大きさはある胸が揺ゆれるたび、痺しびれるような快感が胸の先から全身に広がって、力が抜けそうになる。

「くっ……」

　──耐えろ、愛。《邪淫ルスト》と距離を取れば、影響下から抜け出せるはずだ。

　信じ、愛は穴へと飛び込んだ。

　待っていたように後ろで隠し扉とびらが閉まる。辺りは闇やみに包まれた。

　何の光りもないその世界で、愛は。




　背中に、初めて──甘い悲鳴、というものを聞いた。







[image: ５　ごう・とぅ・へる！]







（光ひかる様、どうなさったのかしら……）

　赤せき兎との腕の中で揺ゆられていた獅しぃ子こは、巳み和わの肩に腕を回してその薄い胸をまさぐっている彼の横顔に、一いつ瞬しゆん、影のようなものが射さした気がして、眉まゆを顰しかめた。

　他ほかの誰だれもわからないようだが、光はどこか、焦あせっているように思える。

　足取りはのんびりしており、いったい、どのくらい進んだのかさっぱりわからなかったが、しょっちゅう立ち止まり、寄り道をし、欲望のままに振ふる舞まっている──ように見える。

　が。

　獅ぃ子にはそれは、無理やり《大たい罪ざい》を犯そうとしているように見えた。他たの娘、たとえば美み巳みや久く美みのように、心からこの世界──地じ獄ごくを楽しんでいるとは思えない。

（……完かん全ぜん堕だ落らくしていないからですの？）

　確かに。

　善ぜんの塊かたまりであったような光ならば、この世界は居い心ごこ地ちが悪いだろうし、楽しめないだろう。

　欲望は、突き詰めればやはり、綺き麗れいとは言えない。

　いまも美巳がチョコレートケーキにダイブしたところだ。マント一枚の裸の体には、様々な料理の油やケーキのクリーム、チョコレートｅｔｃで、まるで抽ちゆう象しよう画がのようなペインティングが施ほどこされている。そうして、あはははは、と笑う姿は、本人は大満足だろうが、傍はたから見るとどこか狂きよう気きめいている。

　久美にしても同様。《憤怒ラース》のままに振るう力は、彼女の体に赤いペイントを施した。痛みを感じていないのだろうか？　指の一本は間違いなく折れていたし、足も軽く引きずっている。肩のところはわずかに皮膚が裂さけてもいる。が。それでも笑っている。心しん底そこ楽しんでいるとわかる笑顔だ。

　倉くら子こは行進の殿しんがりを務めているが、それは望んでのことではない。彼女はいま、人の担かつげる限界を軽く超えているとしか思えない荷物を背負ってついてきている。途上で手に入れた物を何ひとつ捨てられなくて、それでそうなってしまったのだ。足が重みで震ふるえ、膝ひざが悲鳴を上げているのが、傍から見てもわかる。

　棕しゆ櫚ろは自動的に《何か》に運ばれながらずっと寝息を立てているし、巳み和わは周りに小さな猿さるのような生物を何十匹とまとわりつかせながら、いいなあ、うらやましいよお、畜ちく生しよう、ずるい、などといった《嫉妬エンヴイ》の言葉を浴び続けて、満足げだった。

　だが、獅ぃ子は。

　いまだ《高慢プライド》は満たせてはいない。巳和のように、周りに悪あく魔まが現れて自分を持ち上げても決して満足などできないだろう。

（わたくしの《高慢プライド》はそれほど安くありませんわ！）

　であった。

　自らの力で屈くつ服ぷくさせずに、何の《高慢プライド》か。与えられたものでそれが得られるなら、現世であれほどの『渇かわき』を感じるはずもない。何でもあった。《明あけ星ほしグループ》の一人娘に、望んで手に入れられない『物』などない。

　だが、そんなものに何の価値があろうか。自ら勝ち取ったものにしか、獅しぃ子こは価値を認めなかった。施ほどこしなど──屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

　だから。

（光ひかる様に命じられて与えられる部下など、要いりませんわ）

　そう考えていた。

　実力を示し、平へい伏ふくさせる──そうでなくては。相手が悪あく魔まだろうと何だろうと、同じだ。

　そんな風に考えていると。

　今度は間違いなくはっきりと、光が舌を打つのが聞こえた。

　足を止める。

　赤せき兎とも、獅ぃ子が命じる前に止まった。勝手なことを、とは思わない。この大男は別だ。これは体の一部。赤兎のすることは、意識をしていなくても、自分が望んだこと──獅ぃ子はそうわかっているから、いいのだ。

「ったくよお……」

　光が苛いら立だたしげに呟つぶやくと、さすがに久く美みと美み巳みも異変に気付き、欲望を満まん喫きつするのを中断して、傍そばへとやってきた。甘いチョコレートクリームに、血と汗の臭においが混じって、胃の辺りがむかむかするような臭いが辺りに漂う。

「どうしたんだよ、光様」

　久美は手の甲で固まりつつある鼻血を拭ぬぐった。自分自身の血。一方的に殴なぐってばかりではないということだ。怒りを爆発させるには、それなりの実力のある相手じゃねーと、というのが彼女の弁だ。

「お腹なかすいたのぉ？」

　右手にショートケーキ、左手に海の苔り巻まきを持った美巳が首を傾かしげる。その髪は、クリームやら油やらでべたべたになっている。触られたら大変なことになりそうだった。

「そうじゃねーよ」

　苛立たしげに、光は首を振った。

「羊よう子この奴やつ、止められなかったみてーだ。ったく……情熱的なのは大歓迎だがよ。まだ早はえんだよ。もうちっとあとにしろってんだ」

　ピンと来た。

「……白しら鳥とり愛あい、ですのね？」

　獅ぃ子の言葉に、皆がハッとする。光はニヤニヤ笑っているばかりで、肯定も否定もしなかったが、それで間違いないと思えた。他ほかに、誰だれが来ようか。廃はい教きよう会かいを襲った連中？　あんな普通の人間が、神かみ代しろ邸ていに入れるはずがない。

　だが、白しら鳥とり愛あいなら。

　あの娘なら、すべてを突破してここへ来るような、そんな気がした。

「光ひかる様……彼女はいったい何者ですの？」

「俺おれを好きな女の子」

「…………」

「ははっ！　噓うそじゃねーぜ？……だからこそ厄やつ介かいなんだよ──天使が目をつけたからな」

「!?」

「おいおい、んな驚いた顔しなくたっていいだろ？　地じ獄ごくがあって悪あく魔まがいるんだ。天国があって天使だっているさ。それだけに、俺を閉じ込めていた、この体の表ひよう層そうの、天使どもが造った《神かみ代しろ光》という人格は、あの女に惹ひかれたんだろうがな。とはいっても、だ。あいつがいい女なのは確かだから、ぜってー、堕おとしてやるぜ」

　全員が、微び妙みような表情になる。

　自分が久く美みたちと同様な想おもいになってしまうことに、獅しぃ子こは軽い抵抗を覚えなくはなかったが、こればかりはどうしようもなかった。

　それにしても──天使。

　やはりそうだったのか。そうだったのだ。自分たちのような存在が地獄側にいるのだから、天国側にもいて当然。そしてそれは、状況を思い返せば、白鳥愛でしかありえない。

　甘く見ていた。

　見くびっていた。

　一度たりとも、あの少女はそんなそぶりを見せなかったから。

　……否いな。

　見せていたのかもしれない。

　中学生の一日の大半は、学校で消費される。そこでの様子を、獅ぃ子は知らない。あの領りよう分ぶんは久美と美み巳みに任せっきりであったから。

（信用、しすぎましたわ……）

　らしくなかった。

　この自分が、他人を信用して任せるなど。そんなことは思いもしなかったけれども、初めての《仲間》に舞い上がっていたのかもしれない。その種類は違っても、同じ《大たい罪ざい》を宿したものに巡り合ったのは、初めてのことであったから。

「どーすんだよ」

「決まってる」

　光は久美と──それから美巳を指差した。

「邪じや魔まをしろ。ただし、あまり手荒な真ま似ねはするなよ？　あれは俺の女なんだからな」

「そりゃ保証できねーぜ。オレは《憤怒ラース》。一いつ旦たん、沸ふつ騰とうしたら、自分でも止められねえ。それは光ひかる様もわかってんだろ？」

「聞いてなかったのか？　あまり、と言ったんだ。解釈はおまえらに任せる、──ただし」

　光は伸ばした指を、久く美みの喉のど元もとに当てた。

「間違ったら……ばぁん！」

　本当に銃じゆう声せいのような音が聞こえた気がして、獅しぃ子こは、恥ずかしながら、微かすかに体を硬直させた。当人でない獅ぃ子でさえそれなのだ。久美の顔がん面めんからは血の気が引いていた。口元は笑っていたけれど、痙けい攣れんするように震ふるえている。

　光は指を上げると、まるで本当に火を噴いたかのように、伸ばした指の先に、ふっと息を吹きかけた。

「──だ。甘く見てかかるなよ？　愛あいを利用している天使は、ただの天使じゃねえ。天使の中の天使。《大天使アークエンジエル》だ。本人が出で張ばってきたら、おまえらなんぞ、蚊かみてえなもんだからな。だが、奴やつも直接は手を出せねえ。それが決まりだ。わかったか？　わかったら行きな」

　光が追い払うように手を振ると、久美は硬い表情で頷うなずき、踵きびすを返して、来た道を引き返し始めた。

「あぁん、待ってぇ！」

　あとを、美み巳みが、どすどすと追いかけていく。明らかにここへきて体重が増えている。

　その背中を見送りながら、光は、へっ、と笑った。

（わざと煽あおったんですの……？）

　久美の《憤怒ラース》をさらに燃やすために。

　そう思いたかった。

　だが、本当のところはわからない。この光は──ルシファーは、《彼》とは違う。悪あく魔まの神だ。自分たちのことなど、ただの七つ道具としか考えていないのかもしれない。

（それで、いいはずですわ……）

　まさに、その通りなのだから。《七セブンつ デツのドリ大ー シ罪ンス》に光を目覚めさせ、ルシファーを復活させるための、ただの道具。そうであったはずだ──なのに。

「行くぞ」

　マントを翻ひるがえし、光は再び巳み和わの肩に腕を回して歩き出した。

　欲望のまま、空中から食べ物を取り出してかぶりつき、酒を吞のみ、巳和の胸を乱暴に揉もみ、舌を差し入れて口移しで食べさせながら。

　歩く。歩く。

　万魔殿パンデモニウムをめざして。




（──なのに、この寂しさは、何ですの……？）

[image: ]




　　　　☆




　ぽ、と暗くら闇やみに明かりが灯ともった。

　炎ではない。おそらく、コンサート会場などで売っている、チューブを折って中の液体が混じりあうと発光するバーだ。

　闇を退しりぞけた黄色い光りの中に浮かび上がった竜りゆう一いちの顔は、陰いん影えいのせいか、より一層、やつれて、疲れて見えた。

「あのじーさんに任せよう」

　言って、竜一は階段を降り始めた。この先に姉が──光ひかるがいると確信があってのことではあるまい。他ほかに道がないのだ。

（……天使様……）

　壁に手をついて、自分のいるところを確認しながら、少しずつ遠くなる背中を見つめた。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。黒くろ島しま竜一から欲望は去った。この壁は、面白いな。善ぜん悪あくの区別なく、世界をしっかりと切り分けている。おそらくは、異い界かいの気のようなものを遮しや断だんするために造られたのだろう。

（じゃあ──）

　──うむ。ついていっても大丈夫だ。

　ほんとかな、と思いつつも、暗くら闇やみの中に残されるのは嫌だったので、愛あいは足元がまだ明るいうちに竜りゆう一いちのあとを追いかけた。ただし、距離はそれなりに取って。近づく気にはならない。何な故ぜなら、竜一はまだ時折、もぞもぞと股こ間かんの辺りに手をやっている。いまも。

（…………）

　──ま、あまり近づかない方がいいだろうな。《邪淫ルスト》の影響がなくとも、男は女と暗闇で二人きりになると、余計なことを考えるからな。神かみ代しろ光ひかるとヤるまえに、処女でなくなるのは困る。

（ヤるとかいうなっ！）

　──あっはっはっ。

　ちっとも反省してやがらねえ。

　いないときはちょっとだけ不安にもなったし、少しだけ寂しくも思ったが、あれはただの気の迷いだったようだ。いればいたで、やっぱりムカっ腹を立てさせられる。

（……まあ、いいですけど）

　愛は壁を手で撫なでるようにして降りながら、嘆たん息そくした。

（それより、ちょっと時間あるみたいだから、話してもらいますよ）

　──何をだ？

（光君のことに決まってるじゃないですか！……あれ、どういうことなんですか？　光君に三つの人格があるって……わたしのこと、騙だましてたんですか？）

　──そう言われても仕方がないな。

　足が止まった。

　──私の目的は《大天使ルシフェル》の、天界への復帰だ。神代光が、真まことの《愛あい》に包まれたとき、すべての《罪》は洗い流され、人の殻からを捨てて蘇よみがえる──はずだったのだがな。そう簡単にはうまくいかなくなった。安心しろ。天てん界かいへの復帰は、神代光の人としての寿命が尽きてからの話だ。その条件で、ミカエルに手を引かせた。

（えーと……話が見えないんですけど……ミカエルって……？）

　──《大天使アークエンジエル》の一人だ。奴やつは、ルシファーの復帰に反対している。人に転てん生せいした目的がわからない以上、性せい急きゆうにするべきではない、とな。後こう夜や祭さいのときに現れたのも奴。黒ローブの連中の前に姿を現して啓けい示じをもたらしたのも奴だ。とうとう実力行使に出たのでな、ちょっと相手をして、そのあとで話し合いになった。実に激しかったぞ？　殴なぐりあったあとで、沈む夕日に燃える雲の上でがっちり握手！　お互いに妥だ協きようを引き出した。

（……どんなです？）

　──ふふん。猶ゆう予よ期間だ。

　何となく偉そうだ。

　──様子を見る。

（様子、ですか……）

　──うむ。神かみ代しろ光ひかるが人としての寿命をまっとうしたとき、その魂たましいがどちらに転ぶか──それを見極めて対応をする、ということになった。私はすぐにでもルシフェルに戻ってもらいたいと思っていたのだが……このところ、迷いもあったのでな。

　不意に、声こわ音ねが優しくなった。

　──愛あい。おまえはよくやってくれている。そんなおまえを結果、騙だます形になってしまっていたのが……このところ、心苦しかった。

（そうは思えなかったですけど？）

　──顔で笑って心で泣く、という奴やつだ。

　噓うそつけ。

　天使は、咳せき払ばらいをした。

　──とにかく。人である限り、天てん界かいは神代光としての人格を尊重するということになった。

（じゃあ、光君は光君のまま、ってことなんですね？）

　──基本的にはそうだ。

（何です、その基本的には、って）

　──神代光の人格は、主として三つで成り立っていることは話したな？　悪あく魔ま神しん《ルシファー》。人間《神代光》。大天使アークエンジエル《ルシフェル》──人の肉を纏まとい、人じん界かいにあるいまは、神代光がもっとも強い。だが、悪を為なし、《堕落ダウンフオール》をすれば、ルシファーが顔を出すのは、おまえも既すでに何度も見ているだろう？　同様に、これから多くの善ぜん行こうを積み、聖なる輝きが増せば、ルシフェルの性格が強くなるだろう。もっとも、ルシフェルに関しては心配は要いらない。いまの神代光と、さして変わらぬし、《昇しよう華か》しても、そのまま、ということはない。人の体のある限り、すぐにまた《神代光》に戻る。われらは、寿命をまっとうしたそのとき、《善》であれば、それでいい。神代光の中のルシフェルも、焦あせらないはずだ。ルシファーとは違う。

（はあ……）

　薄明かりの中で、愛は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　よくわからない。

　つまり──何？

　──だからといって、気を抜いてもらっては困るぞ？　契ちぎらなくてもいい、という話ではないからな。悪あく魔まっ娘こどもの《大たい罪ざい》の誘ゆう惑わくを退しりぞけるためには、おまえの《愛あい》で包むことが必要だ。神代光は、普通の人間よりも悪に染まりやすい。今回のことでわかっただろう？　鎧よろいが必要なのだ。それが──《契り》！

　……噓くせえ。

　愛は、げんなりとした気分になった。何だか、ただ《契らせ》たいだけなんじゃないか、と思えてくる。それが見たいだけなんじゃないか、と。

　──おまえ、いま、おかしなことを考えたろう？

（……いいえー）

　──言っておくがな。私は別におまえと神かみ代しろ光ひかるの《契ちぎり》を見たくてこんなことを言っているのではないぞ？　違うぞ？

　あえて言うのが怪あやしい。

　──軌道修正は行ったが、どのみち、必要なステップなのだ。当初の計画では、《契り》のすんだ神代光を天てん界かいへ連れて行くつもりであった。おまえにもそう言ったはずだぞ。神代光との此こ度たびの《契り》は、彼かの者を生まれ変わらせるための儀式、悪あく魔まの誘惑を寄せ付けぬ、完全なる存在へと昇しよう華かするためのもの、と。

（う……）

　そうだ。確かに、そんなことを言っていた。そのときは、光と《えっち》なことをしなければならない、という衝しよう撃げきの内容に深くは考えなかったけれども、確かにその言葉は、光が光でなくなる、と言っているに等しい──というより、言っている。

　どうして、気付かなかったのだろう。

　──わかっていて、協力していると思っていたのだがな。

（本当ですか？　気付いてねーぜ、ラッキー、とか思ってませんでしたか？）

　──そ、そんなことはない。

　ありやがったな。

　──ま、まあ、すべてはすんだことだ。いいではないか。

　天使は咳せき払ばらいをした。

　──とにかく！　おまえの役目はますます重要になった。神代光と《契って》奴やつを守り、そして、一生をかけて、奴に善ぜん行こうを積ませるのだ！

（…………は？）

　いまのは、どういうことだろうか？　何か、すごくとんでもないことを言われた気がする。一生……？　一生と言ったか？　それって、まさか──

　天使が頷うなずいた気がした。

　──うむ。おまえは、神代光の妻となるのだ。

（つつつつつつつ、つっ、妻っ!?）

　あまりの驚きに、愛あいは階段を転げ落ちそうになって、慌あわてて壁にしがみついた。

　不審そうに振り返った竜りゆう一いちに、愛あい想そ笑いを浮かべて見せて、愛は、

（な、何でですかっ!?）

　と訊きいた。

　──何を驚くことがある。人の寿命をまっとうするまでには、これから、様々な誘ゆう惑わくがあるだろう。ただでさえ神代光は《堕おち》やすいのだ。傍そばにいて導いてやれ。それに、おまえが《契る》ことで可能となる《愛あい》の守りは、定期的な上書きが必要だ。《盾たて》は《誘惑》に磨ま耗もうするからな。そのためにも、妻になる必要がある。不ふ貞ていは許されぬし、永久の愛を誓ちかい合った者同士なら、《守り》もより強力になる。理屈はわかるだろう？

（わ、わかりますけど……）

　愛あいは、これまでになく顔が火ほ照てるのを感じた。

　結婚。

　光ひかると結婚。

　そんなこと──考えたこともなかった。

　結婚自体は、考えたことがないとは言わない。けれどそれは、将来はお嫁さんになるの、とちっちゃな子供がほとんど意味がわかっていなくて言うのや、アイドルの誰だれそれと結婚できたら、というのと同じレベルの話で、つまりは、想像、妄もう想そうの類たぐい。

　具体的に相手がいて。

　具体的なことを想定してのことではない。

　──何だ、嫌なのか？

（い、嫌じゃないです！　ないですけど……ちょっとびっくりして……）

　──まあ、すぐに、という話ではないからな。永遠の愛を誓うのに年齢は関係ないが、人は弱い。本気ではなくとも、勢いで別れてしまう、ということもありうるだろう。法律的な縛しばりは、冷静に考えさせる時間を作るのに有効な手段だ。

　そういう考え方もあるのか、と愛は小さく息をついた。

　確かに、ただの恋人同士には、別れるのに何の縛しばりもない。だが、結婚しているとなれば事情は大きく異なってくるというくらいは、愛にもわかる。ＴＶを見ていれば、離婚でもめる夫婦のことは毎日のように流されており、確かにそれはとても大変そうだ。

　──とにかく、そういうことに決定したから。

　決まりかよ！

　人の人生、勝手に！

　もっとこう、そういうのって、どきどきはらはらがあるものではないだろうか？　定番のシチュエーションなら、大事な話があるから、って呼び出されて、

『なあに？』

『いや……だからその……』

『どうしたの？　変な光君♪』

『……わかった、言うよ！　愛ちゃん！──いや、愛さん！』

『は、はい』

『ぼ、ぼぼぼ僕と、けっ、けっ、けっ──』

　などと。

（とかいう、やり取りがあるんもんじゃないのっ!?　そうでしょうっ!?）

　──な、何だ？　何いきなりキレてんだ!?

（キレてなんかいませんよっ）

　──何なんだ……わけのわからん奴やつだな……。

（どーせ、天使様に、この複雑な乙おと女め心ごころなんかわからないからいいですよっ！）

　愛あいは、ふんっ、と鼻を鳴らして、階段を一段抜かしで降りた。

　まだ、心臓がバクバクいっている。

　本当に、驚かされてばかりだ。

　もちろん、光ひかると一生を添い遂とげるというのは、それが確定しているというのは、嬉うれしくないわけはない。好きな人とずっと一緒にいたいと思うのは、当たり前のこと。それが叶かなうのなら、すごく幸せだ。

　だけど。

　それは、光を取り戻した、そのあとの話。それができなければ、ただの夢物語、妄もう想そうで終わってしまう。

（天使様……どうやって光君を元に戻すんですか？）

　──特に方ほう策さくはない。

（ない!?）

　──ああ。ルシファーがどう出るかによる。残念ながら《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》もないしな。物はできあがったんだが、残念ながらおまえに扱えるものではなかったのだ。隙すきを見つけて、生なま乳ちち揉もませようにも、悪あく魔まっ娘こたちが一緒ではな。そうそう機会はあるまいし、おまえ自身が《浄じよう化か装そう置ち》みたいなものだといっても、敵のテリトリーでどれだけの効果があるかわからない。

（この屋敷、そんなにやばいんですか……？）

　──屋敷？　何を言っている。これからおまえが行くのは、《地じ獄ごく》だ。

（…………）

　──……。

　胸に落ちるまでに、ちょっと時間が要いった。そして、理解して驚きの声を上げようとしたそのとき、先を行く竜りゆう一いちが愛よりも先に叫んだ。

「──お姉ちゃんっ!!」




　　　　☆




（これ……）

　地下室に転がるバーに照らし出されたのは、冷たい円形の部屋に倒れた、六人の少女と、一人の少年の姿だった。あと、でかいのが一人。

　それが、竜一の声に階段の残りの段を駆け降りた愛の目に飛び込んできた最初の映像。

　全員が裸にマントという、上にいた羊よう子こと同じ格好で、おおよそ部屋の中心に近い場所で、重なり合うようにして横たわっている。

　竜りゆう一いちは少し乱暴に少女たちを退しりぞけると、その中から巳み和わを見つけて抱き起こし、細い肩を摑つかんで揺ゆさぶった。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん！」

　反応はない。首が揺れて、頭が揺れて、髪が揺れる。いまのいままで火ほ照てっていた体が、一気に冷めたくなっていく。まさか。まさか。

（死んで──）

　──ないぞ。

　天使の声に、びくっと体が勝手に反応して震ふるえた。

　──ん？　そうとも言えるのか？

（どっちなんですかっ！）

　竜一が巳和のマントの前をはだけると、その薄い胸に耳を当てる。顔がん面めんは、蒼そう白はくになっている。肌からぷつぷつと汗が噴ふき出だしてくるその瞬しゆん間かんというものを初めて見た。

　愛あいもよろけるように走り寄ると、膝ひざをつき、光ひかるを抱き起こした。肌の血色は……わからない。ここは暗すぎる。

　──幽ゆう体たい離り脱だつ、というのを知っているだろう。

　天使の声はひどく冷静だった。

　その単語は、聞いたことはある。あるけれども、それどころじゃない！　光が死んでしまったら、いま死んでしまったら、とても《昇しよう華か》などできないはず。それなのに、この落ち着きは、いったい──

　と、竜一の顔に安あん堵どが浮かび、蒼白だった顔に血の気が戻ってくるのが見えた。

　とくん。

　置いた掌てのひらが、光の薄い胸の下で、心臓が鼓動を打つのを感じた。

　生きてる？

　──だから、そう言っただろう。

　天使は、嘆たん息そくした。

（そんな！　だって、どっちだかわからないようなことをいうから……）

　──魂たましいが肉体を離れれば、それは《死》だ。ただしこの連中は、完全にではなく、ほんの僅わずかだけ、蜘く蛛もの糸のように細く肉体につなぎとめられた状態にある。だから、生きているような、死んでいるような、だ。

　とにかく生きている。

　それがわかればよかった。だがそうなると不意に強い怒りが込み上げてきて、愛はとてもではないが、黙ってなどいられなかった。

（天使様の話は、回りくどくてわかりにくいんですよっ！）

　──ふむ……次は気をつけよう。

　素直だ。

　いままでの天使からは、なかなか想像がしにくいほど。そうこられてしまうと、それ以上はもう、何もいえなくなってしまう。

（ま、まあ……無事ならいいんですけど……）

　と呟つぶやき、決して見ないようにしながら光ひかるのマントの前をあわせて、無防備にむき出しだった下半身を隠した。その寝顔──寝顔でいいのだろうか──は、愛あいのよく知る光のままだった。無む邪じや気きで、可か愛わいらしい。

（でも……どうしてこんなことに？）

　言いながら、天使にもこの光景がよく見えるように、愛は辺りをぐるりと見回した。端はしの方は闇やみに融とけてしまって見えないが、天使は愛が認識できないものでも《視みる》ことができるらしいから、無む駄だではない。

　──《堕落ダウンフオール》を完全にするために、地じ獄ごくへ向かったのだ。

　確かさっきもそんなことを言っていた。

　では、本当に？

　──そこに穴があるだろう。

　ある。真っ黒い穴が。

　墨ぼく汁じゆうでも入っているのか、それとも底が浅いのか、とにかく黒い穴がある。

　──神かみ代しろ光はそこを通って転てん生せいした。そしていままた、そこを通って地獄へと戻ったに違いない。肉体を纏まとったままでは、地獄に行くことはできない。だから、ここへ置いて行ったのだ。

（ほとんど裸なのは……？）

　──魔ま女じよ集会と同じだ。連中は、服を着ない方がより地獄に近づけることを知っていた。悪あく魔ま神しんであるルシファーならば、知っていて当然。

（戻って……くるんですよね……？）

　浅い息いき遣づかいの温ぬくもりのある光の体を抱きしめて、愛は少女たちを見回した。

　──いや。

　そう、天使は言った。

　──完全に《堕落ダウンフオール》してしまえば、もはや肉体は無用。神代光はルシファーとなり、地獄が、こんな穴などではなく、境きよう界かいを破って現げん出しゆつし、人の世界を滅ぼすだろう。そのとき、天てん界かいもまた境界を崩してこちら側に進出し、地獄に決戦を挑むことになる。そうなる前に、神代光が万魔殿パンデモニウムにたどり着いてしまう前に、愛よ、おまえが地獄に行き、それを阻そ止しするのだ！

（ええっ!?）

　──何を驚いている。当然だろう。

（だだだだって、地じ獄ごくですよ!?　怖いじゃないですかっ!!）

　きっと、血も凍るような光景が繰り広げられているに違いない。おぞましい拷ごう問もんが、怪物たちによって二四時間、休みなしで行われ、どんなに肉体が破壊されても死なないから楽になれず、苦痛が永遠に続く。

　恐ろしい。

　そんな恐ろしいところに行ったら、気絶間違いなしだ。

　──何を想像しているんだ、おまえは。

（何って！　だって地獄なんでしょ!?）

　──地獄は、そんなところではない。確かに、欲望の坩る堝つぼではあるがな。《罪人シナー》にとっては暮らしやすいところだ。最初は。長く留とどまるのでなければ、この人の世界と、たいして変わらぬかもしれん。

（そ、そうなんですか……？）

　──やがて、変わるがな。

　その声には、どこかぞっとするような響ひびきがあった。地獄は地獄。決して天国ではない。そう、暗に言っていると思えた。

　愛あいは、光ひかるを見おろした。

　逆さか立だっていた毛も今は下がり、前髪が額ひたいを撫なでている。浅い、ゆっくりとした呼吸。いまにも止まってしまいそうな。

（やるしかないのよね……）

　光を失いたくなければ、そうするしかない。

　いまさら、もう、天使を疑うつもりはなかった。一生添い遂とげる云うん々ぬんも、本当にはどうなるかわからない。だけど。先の先のことまで考えても仕方がない。光はここにいて。そして、変わってしまおうとしている。帰って来ないつもりでいる。

　それを許せるか、どうかだ。

　それが光の──自分が知っている少年《神かみ代しろ光》の幸せになるのかどうかだ。

（……黒くろ島しま君はどうするんですか？）

　──ここへ残す。私が地じ獄ごくへ送れるのはおまえだけだ。奴やつの思おも惑わくははっきりとはしないが、姉への《執しゆう着ちやく》を見る限り、悪あく魔まっ娘こたちの魂たましいを連れ戻す、といえば手を貸すだろう。それに賭かけるしかない。

　愛は頷うなずき、竜りゆう一いちを振り返った。

　彼は、泣きたいのをぐっと堪こらえて、何とか姉である巳み和わを起こそうと、軽く頰ほおを叩たたいたり、呼びかけたり、テディベアを閉じた瞼まぶたの上で振ったりしていた。もちろん、何の反応もなかったけれども。

「黒島君」

　竜りゆう一いちは、愛あいの存在をすっかり忘れていたかのように体を震ふるわせた。

「お願いがあるんだけど」

「な、何だよ」

　ずっと洟はなを啜すすって、竜一は唇くちびるを少し尖とがらせた。いつもの大人ぶった彼よりも、いまの、本当の歳とし相応の態度の方が、何だか好ましい。

　──もし……

「もし、牧もく鷹おうさんが来たら、邪じや魔まをしないようにわたしを守って欲しいの。そうしたら……お姉さんを連れ戻してきてあげる」

　愛は、天使に言われたことをなぞって、そう告げた。

　竜一の目が、探るように眇すがめられる。

「……噓うそじゃないよ。わたしもひか──神かみ代しろ君を取り戻したい。あなたが何をどこまで知っているのかわからないけど、わたしは神代君と女の子たちがどうしてこんなことになっているのか知っているし、どうすればいいかもわかってる」

「……本当か？」

「証拠なんか見せられないけど、噓じゃないわ」

　竜一は巳み和わの顔に目を落とし、押し黙った。信用してもよいものなのか考えあぐねている、といった様子だ。

（……こんな偉そうなこといっちゃいましたけど、本当にいいんですか？）

　──神代光ひかるが戻れば、他ほかの娘たちも地じ獄ごくには留とどまってはいられない。この者たちは《大たい罪ざい》の具ぐ現げん者しやではあるが、まだ、生きている。

　竜一が顔を上げる。

　それを見れば、言葉にされなくても、答えはわかった。

「わかった。お姉ちゃんが戻ってくるんなら、協力する。もし羊よう子こさんがここに来ても、絶対に邪魔はさせない。その代わり──」

　愛は頷うなずいた。

　そうして光の額ひたいを、前髪を払うように指で撫なで、小さく、待っててね、と呟つぶやいた。

　──では、行くぞ。

　天使の声がそう聞こえた瞬しゆん間かん、愛は目の前が真っ白になった。目の前でストロボを焚たかれたのなら、こんな感じかもしれない、と思うような強きよう烈れつな白。

　直後、遊園地にある、高さ十数メートルから自由落下を楽しむマシンに乗ったときのような、お尻しりがきゅっとすぼまるような感覚に襲おそわれ、そして──




　　　　☆




　──着いたぞ。

　天使の声に、固く目を瞑つぶっていた愛あいは、おそるおそる瞼まぶたを開けた。

　地じ獄ごく。

　天使はああ言ったが、地獄は地獄だ。どんなに恐ろしいところだろう、と身構えていたのだが──愛は、正直、拍子抜けした。

　二本の足で立っていたのは、街の中だった。

　新宿に似ている。

　昼間、綾あや香かなんかと一緒にちょっとした冒険のつもりで入っていった、歌か舞ぶ伎き町ちようの路地のような。もしくは、映画でよく出てくる、アメリカのスラム街の裏道のような。

　そんな光景だった。

　ただ、明るくはない。

　夜ではないが、空を見れば厚い雲が垂たれ込めていて薄暗い。それに、何となく饐すえた臭においがする。ターミナル駅のトイレのような。

　雰ふん囲い気きはよくはない。不安がそれこそ頭上に横たわる黒雲のように広がって、ぶるっと震ふるえ、愛は初めて足裏の湿った感触に気付いて見下ろし、

「わっ！」

　思わず声を上げて、自分を抱きしめるようにしてその場にしゃがみこんでしまった。

（は、はだっ、裸っ!?　何でっ!?）

　一いつ糸しすら纏まとってはいない。愛は片腕で胸を、もう片方の手は後ろに回して、お尻しりを必死に隠そうとした。幸い、辺りには誰だれもいなかったが、だからといって、恥ずかしくないわけではない。それに、いつ人が出てくるかわからない。

　──魂たましいだけの存在だからな。死んだ獣けものの皮なら持ち込めるが、おまえの着衣にそれはなかった。だから素すのまま、地獄へ来たのだ。

（そんな解説はいいから、何とかしてくださいっ！　これじゃあ、光ひかる君を捜すどころじゃないですよっ！）

　──誰も気にせぬぞ？　ここはそういうところだし、むしろ服を着ていたら、その方が目立つ。怪あやしまれる。亡もう者じやどもはいいが、悪あく魔まどもに怪しまれるのは避けたい。

（けどっ！）

　──わかったわかった。まったく注文の多い……

　天使がブツブツ言ったかと思うと、どろん、と目の前に煙が立って、それが吹き払われるとその下に、首から下げる形のエプロンがひとつ、あった。

　──これを着けるといい。これなら、そういう趣味の娘だと思ってもらえるだろう。

（どんな趣味だっ！）

　──裸エプロン。

　すごく真しん剣けんな声で言われた。

（くすん……わかりましたよう……）

　愛あいは立ち上がってエプロンを広げると、首にかけ、腰で紐ひもを結んだ。エプロンだから、お尻しりはすうすうする。だが、前は隠れるので──ちょっと横から胸が見えそうだけれども──妥だ協きようするにはギリギリの線で、我が慢まんできなくはなかった。
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　──そうだ、これもやろう。

　再び、どろんと煙が立ち、消えるとそこにはスリッパが。

　──靴だとおかしいが、スリッパならばおかしくはない。

　一人で頷うなずいているのが、容易に想像ができる。

　愛はもう何も言わずに、足の裏についた土を落としてスリッパを履はいた。確かに。裸足はだしでいるよりはずっとましだ。たとえ、こんなものであっても。

　──そろそろ見えてくるはずだ。

（何がです？）

　──ここに堕おちた連中が、だ。

　天使の言葉通り。

　まるでオカルト映画の幽ゆう霊れいのように、それまで誰だれもいなかった路地に、次々と人の姿が滲にじみ出してきた。男も、女もいる。そのほぼ全員が裸。

（えっ!?　うわっ！　えええっ!?）

　年寄りもいれば、若い子もいる。そして、していることも様々。

　地面に横たわり酒を喰くらう。

　壁に埋めこまれたスロットマシンに向かって機械のようにコインを投入する。

　ただ、眠る。

　長い長いテーブルに、載り切らないほどの料理を並べて、端はしから喰らう。

　男の前に跪ひざまずき、尻しりを摑つかんで股こ間かんに顔をうずめて何かをしている女。

　他ほかの女は、男の首に腕を回して、足を持ち上げられて、体の前に抱っこされるような格好で、おうおう、と泣くような声を上げる。

　自分と同じ姿をした相手に、延々と暴力を振るう。

　角材で殴なぐる。

　鉄パイプで殴る。

　ナイフで刺す。

　飲む。

　吐く。

　姦やる。

　犯やる。

　喰う。

　泣く。

　鳴く。

　喚わめく。

　笑う。

　嗤わらう。

「ひいっ！」

　愛あいは悲鳴を上げて耳を塞ふさぎ、しゃがみこんだ。全身に鳥肌が立っている。何だ、これは。何だ、ここは。

　──だから言っただろう。これが地じ獄ごくだ。その第一層だ。もっとも、おまえの目に見えているものが、他の人間にも同様に見えているかといえば、それは、否いな、だが。ここは堕おちた人間の隠された《罪シン》を暴あばき出す。望みを叶かなえる。《欲》に塗まみれたものにとって、ここは《天国》ともいえよう。その代だい価かを払わされるときがくるまでは。

（だ、代価……？）

　愛は震ふるえながら、もう一度顔を上げた。

　同じ光景。

　何も変わっていない。だが、誰だれも愛に気付かない。気付こうともしない。

　──そうだ。《罪人シナー》たちが満まん喫きつしているものは、無む償しようではない。そんなことは欠片かけらも思ってはいないようだが、すべて有ゆう償しようだ。ここは願えば叶かなう。願わなくとも叶う。そして、返済の期限が来たとき、彼らは本当に自分たちが地じ獄ごくに堕おちたのだと……知る。

　不意に、鐘かねの音が辺りに鳴り響ひびいて、愛あいは体を硬かたくした。どこで鳴っているのかもわからない。だが、自分以外には誰だれも聞こえていないのか、誰一人、享きよう楽らくを止めようというものはいなかった。そこへ、それが来た。

　何と表現すればよいか。

　影かげ。

　闇かげ。

　とにかく、そんなもの。

　それが壁から、地面から滲にじみ出してきて、次々と人々を捕ほ獲かくし始めた。全員ではない。三分の一にも満たないかもしれない。

　恐ろしい悲鳴が上がる。

　愛は、これまでにこんな恐ろしい声は聞いたことがなかった。

　それなのに、すぐ隣にいても、対象になっていない人々は自分の楽しみに耽ふけって、異変に気付いてもいなかった。

　連れ去られた人々がこのあとどうなるのか──知りたくもなかった。知ってしまったら、気が狂ってしまうかもしれない。

　──安心しろ。返済は死者に課せられるもの。おまえは、まだ生きている。

　頷うなずこうとしたが、首が、肩が、石のように凝こり固まってしまっていた。きっと、極きよく度どの緊張のせいだ。全身に力を入れていたせいか、まるでマラソンをしたあとのようにだるい。

　それでも、行かなくては。

　地獄がこんなところだとわかった以上は、ますます、光ひかるをこんなところに置いておくわけにはいかない。

　足を叩たたいて立ち上がる。

　辺りには、先刻と何ら変わらない光景があった。何も変わっていない。たぶん、ここは永遠にそうなのだ。人は入れ替わっても、することは、されることは一緒。

　愛は、歩き出そうとして、しかし、

（……どこへ？）

　それがわかっていないことに、気付いた。

　光には、どこへ、どっちにいけば、会えるのだろうか？

　疑問に、それは、と天使が何かを言いかけたが、しかし、

「……やっぱりな」

　ここに来て初めて愛に向けられて発せられた声に、中断された。

　愛あいはその声を振り返り、見知った二人の、クラスメートの姿を見つけ──赤面した。

　何な故ぜなら二人は、ほぼ裸、だったからだ。

　田た名な網あみ久く美み。

　那な賀が花はな美み巳み。

　二人の、《憤怒ラース》と《大食グラトニー》の《大たい罪ざい人にん》。

　身に着けているのは、何かの毛皮のマントのみだ。それは、あの地下室に倒れていた彼女たちが着ていたものと、おそらくは同じ。

　何て……恥ずかしい！

　──人のことは言えないがな。

　うっさい。

「おい、白しら鳥とり！」

　久美に、指を突きつけられた。

「てっめ、よくも騙だましてくれたな！　天使の手先だったくせに、そうじゃありませんよー、みてえな顔で光ひかる様に近づきやがって！」

　剣けん幕まくに、愛は一歩だけ下がったが、それ以上は踏みとどまった。

「そ、そんなこと言われても……だって、わたし訊きかれなかったもん。『白鳥。おまえ天使の手先』なのか、って。それなのに騙すとか騙さないとか、おかしいよ」

「う……」

「大体、それを言うなら、田名網さんたちだって同じだよ。ひか──神かみ代しろ君、あなたたちが悪あく魔まの手先だなんて、知らないじゃない。それなのに、騙して、近づいて、挙あげ句く、地獄に堕おとすなんて……自分でひどいと思わない？」

「そ、そりゃあ……」

　久美は口ごもる。目が泳ぐ。

「ねえ。とってもいい人の神代君のこと、好きじゃなかった？　どうしようもないくらい、駄だ目めなくらいいい人だった、神代君がいなくなったら、みんな悲しむよ。本当は田名網さんだって悲しいでしょ？」

「う──うっせえ！」

　かけられた言葉を払い落とすように腕を振る。

「うっせえんだよ！　てめえに何がわかる！　オレたちが、このどうしようもない《大罪》でどんな思いをしてきたか、わかるのかってんだ！　いいか!?　光様はオレたちの希望だ！　オレたちは光様の下もとで、初めて自由になれるんだ！　《罪シン》が《罪シン》じゃなくなるんだ！　そいつの──」

　久美は拳こぶしを握り、体を斜めにして愛に向き直った。踵かかとが微かすかに上がっている。

「──邪じや魔まはさせねえっ！　わりぃが、手加減はできねぇぜ。顔の形が変わっちまっても、怨うらむなら自分を怨うらめよっ」

　どっ、と久く美みの足元で砂さ塵じんのようなものが巻き起こった、と思った瞬しゆん間かんには、彼女は目の前にいた。腰を低く落として、斜めに愛あいを見上げる格好で、思い切り腰を捻ひねって、下になった体の側の拳こぶしは、一杯に引かれた弓に番つがえられた矢のように、愛を狙ねらっている。

　殴なぐり合いの喧けん嘩かなんかしたことのない愛でも、その一撃がどんなに脅きよう威いかはわかった。おそらくは、命を絶ち切るほどの。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。

　どこが。

　──想像しろ。田た名な網あみ久美の攻撃は当たらない、と。

　それでどうなるのかはわからなかったが、愛は言われた通りにした。

　彼女の拳は当たらない。

　空くうを切り、そのまま自らの勢いで転んでしまう。

　そう想像した。すると。

「うおっ！」

　久美は派手に空振りをすると、そのままマントを翻ひるがえして湿った路地に転んだ。

　想像通りに。

「だあっ！」

　今度は足を足で薙なぎに来る。狙われているのは膝ひざ。今度も愛は想像した。久美の足は届かずに、彼女はその場で駒こまのように回ってしまうことを。

「わあっ！」

　その通りになった。

　だが、さすがは久美。その回転の勢いを利用して、傍そばを離れると転がって、美み巳みの傍で膝をついて体を起こし、しゃがんだ姿勢で猫のように下から睨にらみつけるように、愛を見た。

「てめえ……」

「駄だ目めだよぉ、久美ちゃん」

　ぷにぷにした指を、クラスメートの肩に置く。もう片方の手には、ショートケーキをホールで持っている。器用だ。あんな柔らかいものを。ああん、と口を開けてかぶりつく。ケーキはあっという間まに、飲み込まれるように消えた。

「何でも暴力で解決するっていうの、あたし、好きじゃないなあ」

「じゃあ、てめえならどうするんだよっ！」

　道路を殴なぐると、アスファルトが粉ふん砕さいされて持ち上がり、愛は首を竦すくめた。

　が、美巳は意に介した様子もなく指を舐なめると、それを何もない空間に伸ばした。するとそこに。何もなかった指の間に、どう見てもフライドチキンとしか見えないものが、そうとしか思えないものが現れた。美巳は、躊躇ためらいなくそれを摑つかむ。離れていてもはっきりと、湯気が立っているのがわかる。

　彼女は、それを口元に持ってくると、がぶりとやった。さくっという衣の軽い音が聞こえ、歯が肉を捉とらえ、唇くちびるから顎あごに向かって脂が流れ落ちる。それをピンク色をした舌が、ぺろり、と舐なめとるのを見た途と端たん、

（あう……）

　ぐぐぅ、と自分のお腹なかが鳴るのを、愛あいは聞いた。胃が、はっきりと萎しぼむのがわかる。愛は生まれて初めて、倒れそうになるほどの空腹感というのを覚えた。足から力が抜ける。

　──愛！　気をしっかり持て！

（だ、だって……お腹が空すいて……空きすぎて……）

　胃を押さえ、愛は膝ひざをついた。

　──《大食グラトニー》の誘ゆう惑わく！

　天使の声がそう聞こえた瞬しゆん間かん、目の前にテーブルと、それから食べ物──ショートケーキ、モンブラン、ガトーショコラ、ナポリタン、ミートソース、ハンバーグ、ハンバーガー、フライドチキン、チキンステーキ、うなぎ、とんかつ、カツ丼どん、てんぷら、刺身、寿司、寿司、ご飯、味み噌そ汁しる、トースト、ｅｔｃ──が並んでいた。

　眩暈めまいがする。

　空腹で眩暈がするなんて、知らなかった。口の中に、唾だ液えきが溢あふれる。

「さあ、どうぞぉ♪」

　にっこりと美み巳みが微笑ほほえみながら腕を広げる。

「みぃんな、食べていいんだよぉ？　いくらでもあるからぁ♪」

　素晴らしい香りが鼻をくすぐる。こんなにいろんな料理があって、それぞれに違う芳ほう香こうを放っているのに、決して交じり合わず、それぞれに料理をくっきりと浮かび上がらせる。食べたことのある料理は、その味すら思い出させる。

　──愛っ!!

　頭を殴なぐられたような大声に、愛はハッとした。驚いたことに、いつの間まにか、手が料理に向かって伸びていた。慌あわてて引っ込める。胃が抗議の悲鳴を上げたが、手に取ってはいけない気がした。決して。

「美お味いしいのにぃ」

　美巳が、うふふ、と微笑む。その手に中に、今度は巨大なおにぎりが出現して、彼女はそれにかぶりついた。

　ごくり、と喉のどが鳴ってしまう。

　──喰くうなよ。

　天使の声が遠くに聞こえる。

　──喰えば、戻れなくなるぞ。

（だ、だけど、那な賀が花はなさんは……）

　──あの娘は《大食グラトニー》の《罪人シナー》だ。おまえとは違う。ここに堕おちた他ほかの連中とも違う。悪あく魔まっ娘こたちにとっては、ここは現実と変わらない。

（だけど……）

　負けてしまいそうだ。空腹がこんなにも辛つらいものだなんて。

　──耐たえろ！　神かみ代しろ光ひかるを取り返すのだろう!?

　愛あいは頷うなずいた。

　当たり前だ。そのために、こんなところまで来たのだ。

（で、でも、どうしたらいいんですか……？　那賀花さんも、田た名な網あみさんも、きっと退ひいてくれませんよ……？）

　──おまえなら勝てる。

　天使が断だん言げんした。すると何な故ぜか、ふっと、少しだけ空腹が軽くなった。

　──見ただろう？　いきなり食べ物が現れるのを。ここは想そう念ねんの世界。願いが、想おもいが、形になる世界だ。そこでおまえが負けるのか？　妄もう想そうの女王と言われたおまえが！

（言われてねえ！）

　誰だれが言ったんだ、誰が。

　けれど、何となくわかった。つまりこの料理は、美巳の想像が生み出したものなのだ。確かに。想像で自分が負けるはずがない。同じことができないはずはない。その自信だけは、このおでこの絆ばん創そう膏こうにかけて、ある。

　想像を。

　創造を。

　空腹を堪こらえ、愛は美み巳みを──それから久く美みを見つめた。

「んだ──」

　よ、と続けようとしたのだろう。だがその前に、久美は変わった。天使がエプロンを出したときのように煙に包まれ、そうしてそれが晴れたとき。

「な、何だこりゃああっ！」

　久美の裸の体中に、皿が貼はり付いている。

　皿を引っ張ったが、取れない。しかも、皿にはしっかりと料理が盛られていて、それは揺ゆれることはあっても、完全に斜めに、垂直になっていても、まったく落ちる気配がない。

　載っているのは。

　両足の上に、オードブルの『オマール海え老びのラビオリ』と『鴨かものテリーヌ』の皿。

　膝ひざに、サラダの『越えち前ぜん蟹がにとグリーンピースのピューレ』の皿。

　股こ間かんに、スープの『ホワイトアスパラガスのスープ』の皿。

　お臍へそに、『天然酵こう母ぼのパン』の皿。

　右の胸に、魚料理の『舌した平びら目めのポワレ』の皿。

　心臓の上に、『フルーツトマトのソルベ』の皿。

　左の胸に、肉料理の『仔こ鳩ばとのキノコのファルシ』の皿。

　喉のどに、『お勧めチーズの盛り合わせ』の皿。

　左肩に、デザートの『自家製ティラミス』の皿。

　右肩に、フルーツの『季節のフルーツ』の皿。

　額ひたいに、『コーヒー』と『本日のプティフール』の皿。

　これぞ、人間フルコース。

　──何の？

（フランス料理ですよ。この前、お父さんが仕事の接待で行ったお店のコースの説明が載った本をお母さんが見つけて、うらやましそうに何度も何度も見せながら説明するもんだから、わたしも憶おぼえちゃってたんです。写真入りで、すごく綺き麗れいなお料理で、絶対食べたくなるって思ったから）

　──なるほど。確かに美う味まそうだ。《大食グラトニー》の顔を見ればわかる。

　美み巳みの口の端から、つー、と涎よだれが垂たれた。その目はもう、愛あいのことなどまったく見てはいない。見えてもいないと確信できる。

「お、おい、ちょっと……待て……待て！」

　久く美みは両腕を前に突き出すようにして、じり、と下がった。喰くわれる、と思っているに違いない。実際、美巳の目を見れば、それが考えすぎなどでないことは、瞭りよう然ぜんだ。目的は久美ではないが、勢いあまって齧かじられることは十分にありうる。そのとき、皿どころか関かん節せつまでばっくりと持っていかれるかもしれない、と思うような雰囲気が、いまの美巳にはある。

「さあ」

　愛は、にっこりと微笑ほほえみながら、両手を差し伸べた。

「めしあがれ♪」

「いただきまぁ～すっ！」

　美巳が躍りかかる──久美に。

「てめえええっ！」

　久美の咆ほう哮こうは、自分に向けられたものだろう、と愛は下がりながら感じた。

　キャットファイトのスターである彼女は、蹴けりを繰り出そうとして、しかし、やめて飛び退のいた。その、久美が一いつ瞬しゆん前までいた場に、地じ響ひびきと共に、美巳が落下する。

　道路が大きく陥かん没ぼつした。

　だが、その範囲は、彼女の体格の数倍はあった。まるで、見えない着ぐるみを着ているかのような跡が、くっきりと刻まれる。

「てめえっ、憶おぼえとけよおおおおおっ！」

　久く美みは逃げた。ぎゅん、と空気が鳴って、その小さな体は、ほとんど一いつ瞬しゆんで建物の陰に隠れて、見えなくなる。

「あああんっ！　待ってえええっ!!　あたしのっ！　あたしのご馳ち走そうぉぉぉぉっ!!」

　あとを、起き上がった裸の美み巳みが追って行く。

　──足……意外と速いな。

（ええ……）

　あの脚力、久美に匹ひつ敵てきするのではないだろうか？

　それにしても。

（本当に、人のことはどうでもいいのね……）

　辺りを見回した愛あいは、それを実感した。

　誰だれも、いまの騒ぎを気にしていない。相変わらず、自分の欲望を満たすことだけに、夢中になっている。その果てに何があるのか、考えもせず。

　──行くぞ、愛。

（あ、はい。……でも、どうやって光ひかる君を見つければ……？）

　──言っただろう、ここは想そう念ねんの世界だ、と。おまえが本気で願えば、距離も時間も関係がなくなる。神かみ代しろ光に逢あいたいだろう？

（はい）

　──ならば、奴やつのことを考えろ。奴のことを想おもえ。

（はい！）

　愛は目を閉じ、光のことを想った。

　その顔を。

　仕草を。

（……確かに、格好よくはないと思う。

　スポーツは苦手だし。

　リーダーシップもないし。

　要よう領りようが悪い上に、人を疑うことを知らない。

　けど。

　それが、光君なんだもの。

　それが、神代、光だもの。

　あんな、女の子の顔を叩たたいて顔色一つ変えない《ルシファー》なんか、違う。

　光君じゃない。

　そうじゃない。

　わたしが……絶対にわたしが、光君を元に戻してみせる！　そうして帰るんだ！　わたしたちの世界に！）

　──愛あい。

　天使の声に、愛は目を開けた。

　目の前に、一台の自転車があった。何の変へん哲てつもないママチャリ。だが、愛には一目でわかった。これが、自分を光ひかるの元へ連れて行ってくれるのだと。

　何な故ぜなら。

　これは、天使と出会ったあの夜の──その自転車だから。




　　　　☆




「……ちっ……やっぱ、追いつかれるのかよ」

　ぽつり、と呟つぶやいた光は、足を止めると、後ろをついてくる少女たちを振り返った。

　いぶかしむような視線が、向けられる。

　いまここにいるのは、四人の少女と、獅しぃ子この足である赤せき兎との、計五人。普通なら、心配の要いらぬ人数ではある。相手は一人。しかもここは地じ獄ごくで、彼女たちは《大たい罪ざい者しや》なのだ。

　だが、光は──ルシファー・光は、白しら鳥とり愛という女のことをよく知っていた。

　ここでは、彼女は無敵の存在にもなれる。それほどの恐るべき《想像力》──《創造力》を持っている。

　現に、《憤怒ラース》と《大食グラトニー》の二人は、退しりぞけられた。

（っざけんな）

　ルシファー・光は唾つばを吐いた。地面に落ちたそこからは食虫植物が生え、小こ蟲むしを捕ほ食しよくする。

（もっと早く、万魔殿パンデモニウムに着けるはずだったのによ！）

　そのはずだった。

　この、精神の奥にいる、《神かみ代しろ光》という、くそ生意気な餓が鬼きが抵抗をしなければ。

　抵抗している、という意識すらないだろう。

　だが現実に、神代光の想おもいは、船の錨いかりのようにこの足を鈍らせている。

　とても重く。

（くそがっ！　やっと自由になれたのに、また閉じ込められてたまるかよ！）

　ルシファー・光は、少女たちを、下げ僕ぼくたちを見回した。

　そして言った。

「白鳥愛を……ここで待つ！」
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「わあっ！」

　自転車のペダルを踏んだ、と思った直後には、光ひかるがもうほぼ目の前にいて、愛あいは慌あわててブレーキをかけた。ブレーキのゴムが擦こすれて、焦こげたような嫌な臭においをたてる。

　やったのは、一ひと漕こぎにも満たない。それだけで追いついてしまった。天使の言う通り、想おもいが形になるここでは、距離も時間も関係ないらしい。

（と、止まってーっ！）

　思い切り、レバーを引く。いつ、ぽきんといってもおかしくないほど強く。前輪がロックされて、後輪が浮き上がり、どっと汗を搔かいた。搔きながら、汗臭くなったらどうしよう、とかまだ考える余裕があるのだから、どこか冷静でもある。

　だん、と音を立てて、自転車は後輪を派は手でに地面に打ち付けて、止まった。

　衝しよう撃げきがサドルを通じて伝わり、お尻しりが、じん、と痛んだ。裸にエプロンしか着けていないのだから、もろ、だ。

（くぅ～……）

　尾び骶てい骨こつが折れたりしていないといいけれど。

　浮かんだ涙を指で拭ぬぐって自転車を下り、スタンドを立てて、愛は光と向き合った──が、目のやり場に困る。何な故ぜなら光は、久く美みや美み巳み、羊よう子こなどと同じく、裸に毛皮のマントのみ、という格好で、しかも、腰に手を当てて、マントの端の片側をその後ろに回しているために、股こ間かんが半分、剝むき出しになっているのだ。

　対する自分も相当な格好だ、とわかってはいたが、それはあえて考えないことにした。

　ふと、

（ここが想像でいろんなことができる世界なら、服も思うがままなんじゃ──）

　と思ったが。

　──それはよした方がいい。

（どうして!?）

　──その格好の方が、光に乳、揉もませやすいやろが。それで駄だ目めなら、○○、触さわらせてやったらええねん！　それには裸エプの方がええやろが！

　愛は体中の血が沸ふつ騰とうするのを感じた。

　このセクハラ天使は何ていうことを言うのか！　それに、こんなときだけ、何でおかしな関西弁になるの!?

　……だけど。ここまで来てしまった以上、そのくらいのことはさせないと戻らないのかもしれない。生徒会長選挙のときの《堕落ダウンフオール》での《浄じよう化か》では、胸に手を押し当てさせないと駄目だったのだから。

　しかも、ここは地じ獄ごく。向こうのテリトリーだ。

　自分でだって拭ふいたり洗ったりするときにしか触さわったりしたことがないのに、男の子に、しかも光ひかるに触さわらせるなんて、触られるなんて──考えただけで死にそうだ。

　愛あいは、光の体を見ないようにするために、辺りに目をやった。まともに見続けてしまったら、心臓がどうにかなってしまう。

　それにしても。

　ここは、さっきまでいた裏路地のようなところとはまったく違っている。

　森。

　その中を走る、木々に挟はさまれた道の途中に、愛は光と対たい峙じして二人きりだった。悪あく魔まっ娘こたちの姿はない。どこかに隠れているのかもしれないが、とりあえずいまは、見える範囲には、人の姿はなかった。

「来ると思ってたぜ」

　にやりと──光なら決してしそうにない不ふ敵てきな笑えみを、彼は、ルシファーモードの光は、その薄い口元に浮かべた。

「そんなに俺おれのことが好きなのか？」

「ち、違います」

　愛は自転車から離れて、一歩、前に足を踏み出した。

　──頑がん張ばれ、愛。こんなことしか言えんが、私がついている。ついてるだけだがな。

（はい）

　天使の下へ手たな励ましも、おまけの余計な軽かる口くちも、いまは支えになってくれる。

　とりかえすんだ、絶対。

　絶対、負けない。

　さあ、もう一歩、前に。

「わ、わたしが好きなのは、ひか──神かみ代しろ君だもん」

「だから！……俺だろ？」

　立てた親指で、自分のことを指してみせる。自信たっぷりに。

「俺が、神代光だ」

　愛は首を振った。

「違います。あなた、自分で言ったんじゃない。神代君なんていない、あれは天使が造った贋にせの人格だって」

「へっ、そうだったな」

　不敵な笑えみを貼はり付けたまま、光はもう片方の腕も腰に当てた。マントが完全にはだけて、股こ間かんが完全に剝むき出しになる。

　愛はごくりと唾つばを飲み込んでしまってから、変な意味に思われたのではないかと考えて、慌あわてて否定の説明をしそうになったのを堪こらえた。背中を汗が、つう、と流れるのを感じる。

「でもよ、愛。俺だって神代光には違いないんだぜ？　いままでは記憶喪そう失しつだったみたいなもんだ。俺おれは──本当の神かみ代しろ光ひかるは、こーんな性格で、いってみれば、洗せん脳のうが解けたんだよ。なのにおまえは、自分の知っている《神代光》のイメージと違うからって、この世界から攫さらわれて捻ねじ曲げられた、本当の俺を否定するのか？　そいつはちょっと、ひでえんじゃね？」

「そ、それは……」

「正義とか、善ぜんとかってのはよ」

　ルシファー・光が一歩、足を前に踏み出してきた。距離が、ぐっと縮まる。

「見方だろ？　絶対じゃねえ。たとえば、法律を考えてみろよ。もし正義や善が絶対普ふ遍へんのものだってんなら、どうして国によって違うんだ？　アメリカなんて、州によって違うんだぜ？　同じ罪を犯してもよ。おまえ、いま、俺を《悪》だと思ってるだろ？　それはどうしてだ？　よく考えてみろよ。俺が何をした？　何もしてねーぜ？」

「…………」

「なあ、愛あい」

　また一歩、近くなる。

「おまえが俺を《悪》だと思いこんだ、その理由はひとつだ。大天使アークエンジエルの奴やつがそう言ったからだ。だろ？　おまえは、俺を知らない。ちゃんと俺を見ろ」

　す、と手が伸びてきて、顎あごに触れた。温かい手。気持ちいい指。

　そのまま、顔を持ち上げられる。

　ルシファー・光の黒い瞳ひとみの中に、自分の姿を見ながら愛は、

「……違う」

　そう言った。

　ルシファー・光の眉まゆが顰しかめられる。

「あ？」

「わたしにとってあなたは《悪》です。だって……光君を奪ったもの！　善とか悪とかっていうのが見方だっていうのは、わかんない話じゃないけど……だったら、わたしはわたしの見方であなたを判断します。わたしにとってあなたは──」

「悪、だってか？」

　愛は頷うなずいた。

「光君を返してください。ルシファーさんと光君、どちらかしか選べないなら、わたしは光君を選びます。わたしは光君と一緒に帰るんです！」

「それが、俺を《殺す》ことだとわかっててもか？」

　殺す、という言葉に、愛は震ふるえた。それを自分が行おうとしている、と言われたことに、心が揺ゆらいだ。ぐらぐらと。

　──しっかりしろ、愛！

　天使の声が頭に響ひびいて、その揺れを止めてくれる。

　──奴やつの言っていることは詭き弁べんだ！　おまえを動どう揺ようさせて、懐かい柔じゆうしようとしてるだけだ！

　ちっ、とルシファーが舌を打ったのがはっきりと聞こえた。

　天使の声が、聞こえたのだろうか？

　それまでどこか媚こびるようでもあった表情が一変、とても恐ろしげなものになり、愛あいは汗が引いて、全身に鳥肌が立つのを感じた。

「帰るだって？　わかんねー奴だな、おまえも！」

　光ひかるは広げた両手で森を──世界の果てまでをも指し示した。

「俺おれの家はここだ！　ここが俺の世界だ！　おまえもここで俺と暮らすんだ！」

「い、いや……」

「わたしには帰るところがあるから、ってか？　だったら……そいつを失なくしてやるよ」

　ルシファー・光は、にやりと笑った。

　その瞬しゆん間かん。

　──やられた。

　天使のそんな声が聞こえた。

（や、やられたって、何がです……？）

　──たったいま、おまえの家は、破壊された。

（えっ!?）

　──幸い、おまえの両親は二人とも仕事に行って留守だったが、何もかも滅茶苦茶だ。局所的な地盤の崩ほう落らく、とでもいえばいいのか……おまえの家は割れた大地に吞のみ込まれて、磨すり潰つぶされたも同然だ。

（そ、そんな……）

　愛はその場に座り込みたくなった。家が──家が失くなっただなんて！　じゃあ、部屋にあった『Ａ♪Ｗｉｎｇｓ』のお洋服も、お小遣いを貯ためて買った人形も、好きなミュージシャンの曲ばかりを集めたＭＰ３プレーヤーも、あれも、これも、すべて埋まってしまったと……？

「どうだ？　これで未練はねーだろ？」

　ルシファー・光は、くっ、と喉のどの奥で笑った。愛は涙目になりながら、何とか立ったままそんな彼を睨にらんだが、それは悪魔にとっては賛さん辞じ、賛さん美びに近いものだと天使が呟つぶやくのが、頭の中に聞こえた。

（天使様は……大だい丈じよう夫ぶなんですか？　わたしの部屋にいたんでしょう？）

　──問題ない。……すまんな。おまえの魂たましいを、肉体を生かしたままこの地じ獄ごくで保持するためには《力》を割さくわけにいかなかった。言い訳にもならんが。

（いえ……）

　天使のせいじゃない。天使が悪いんじゃない。悪いのは──

「未み練れん、断たてただろ？」

　俺おれって親切だなあ、とその顔は言っていた。確かに光ひかると同じ顔のはずなのに、とてもそうは見えない。悪い笑顔。魅力的に思う人もいるのだろうけれど、愛あいは嫌だった。

「まあ、気にするなよ。人間の世界は、どうせ近いうちにぶっ壊れるんだ。何もかんも、な」

「そ、そんなこと──」

「させないってか？　どうやって？　いつもみてえに《浄じよう化か》してみるか？　試してみてもいいぜ？──ほら」

　言って、蛸たこのように唇くちびるを尖とがらせる。

「はははっ！　無む駄だだよな。もうそんな程度じゃ《浄化》なんかできねえ。もっともっと、すごいことやんなくっちゃな。で、だ」

　ぱちん、と指を鳴らす。

　枝を揺ゆらして、木々の陰から少女たちが──獅しぃ子こと赤せき兎と、倉くら子こ、巳み和わ、棕しゆ櫚ろが、姿を現した。全員やはり、裸に毛皮のマントだけという格好で。

　少女たちは、愛の周りを囲んだ。その表情は、まるで石のように硬く、感情が読めない。押し殺しているのか。それとも、ルシファー・光がそうしたのか。

「なあ、愛。試してみねーか？」

「……な、何を……？」

「おまえの大天使アークエンジエルが何考えてるか、わかってるぜ？　おっぱいの次だ。もっと過激なことをすれば《浄化》できるんじゃないかとおもってるんだろう？　残念ながら、そいつは無む駄だだ。人じん界かいならその目もあったがな。ここじゃあ、無理だ。《神かみ代しろ光》は戻らねえ。何なら、触さわってやってもいいぜ？　ほら」

　股こ間かんに手が伸びてきて、愛は思わず後ろに下がった。

　だが、すぐに背中は大きな壁に当たってしまい、振り返った愛はそこに、大男の腕に抱きかかえられた獅ぃ子を見た。

　目が合う。

　だが、獅ぃ子は何な故ぜか、すぐに視線をそらしてしまった。

「そこで、だ」

　伸ばした手を引き、ルシファー・光は試すように指を動かした。

「愛。おれとシてみねーか？」

「!?」

「そうすることが、おまえの最大の《浄化》方法だろ？　うまくすりゃあ、この俺を追い払って、《神代光》を一生、おまえに縛しばり付けることができるかもしれねーぜ？」

「光様っ！　それはっ──」

「獅ぃ子！……てめえは黙ってろ。いいな？」

「……はい」

　口く惜やしさが、背中を向けていても伝わってくる。《高慢プライド》の《罪シン》が、命令されることを辱はずかしめと感じるのだろう。

「……どうだ？　悪い話じゃねえと思わねえか？　もっとも《浄じよう化か》できなけりゃ、おまえはたっぷり俺おれの精液を注がれて、一発で妊にん娠しんだ。俺のはそりゃあ濃いからな。ここで俺の餓が鬼きを次々と産んで、地じ獄ごくの女王になれ」

　──駄だ目めだ、愛あい。

（だ、だけど、じゃあ、どうしたらいいんですか？　光ひかる君を元に戻せる可能性があるなら──）

　──それで駄目なら、切り札が失なくなるのだぞ？　認められん！　最後の一線を越える前に、できることはあるだろう！

　天使が様々な映像を送ってきて、愛は顔を真っ赤にした。

　キスを始めとした、一線を越える前までに行う、気持ちを高めて、体の準備を整える、それを何というのか、愛も知らないわけではない。

　前ぜん戯ぎ、だ。

　送られてきた映像は、綾あや香かが学校を休む前に誰だれかが持ってきた本に載っていた《男の子を夢中にさせる危ないテクニック》、そのイラスト解説だった。ここをこう触さわるとか。ここをこういう風に吸うとか。ここまで舐なめてあげると彼はとても感激するとか。ありえないどころか、読んでいて少し気持ちが悪くなるような、そんな内容だった。

　それを？

　──神かみ代しろ光を取り戻すためだ、愛。

（…………）

　愛は、ルシファーになってしまっている光を見つめた。

　はっきりとしていることは、ひとつ。

　自分がそういうことをしたいのは、この光ではない。

（……だけど）

　唇くちびるを嚙かみ、愛は腰に手を伸ばした。エプロンの紐ひもを指でつまむ。指が震ふるえている。それを、ゆっくりと引いていく。

「……いいんですの……？」

　おそらく自分にしか聞こえなかっただろう。本当に小さな声で、獅しぃ子こが呟つぶやくのを、愛は確かに聞いた。少し──ほんの少しだけ、愛は気持ちが落ち着いた。彼女たちとは立場は全然違うけれど、でも、やっぱり女の子だ。この気持ちをわかってくれる人が傍そばにいると思えるのは、それが敵でも支えにはなった。愛は、周りにはうつむいたと思える仕草で、獅ぃ子に頷うなずいて見せた。

（それで、光君が戻ってくるなら、わたし、何だって──）

　するり。

　エプロンの紐ひもが解ほどかれ、垂たれ下がる。けれど、まだ落ちない。首のところは頭を通すような形になっているので、脱ぐように外す必要がある。

　首の紐に手をかけ、愛あいは深呼吸をした。

　そして、上げ──

「駄だ目めだ！」

　びくん、と震ふるえて、愛は腕を止めた。

　いまの声は。

「駄目だよ、白しら鳥とりさん！　そんなこと、もっと大人になってからじゃなくちゃ！」

「ひか、る君……？」

　さっきまでニヤニヤ笑いを浮かべていた少年の顔は、一いつ変ぺんしている。穏やかな、だけれどもいまは少し泣きそうな、愛がとてもよく知っている《神かみ代しろ光ひかる》の顔に。
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「本当に、光君……なの……？」

「ごめん……こんなことになってるなんて、僕──うっ！」

　光は、急に腹痛を覚えたかのように体を折った。

「光君！」

　慌あわてて愛が手を差し伸べようとすると、

「駄目だ！」

　強い調子で、だけれども、光ひかるの声で、制止された。

「……逃げ、て……白しら鳥とりさん……みんな、も……」

「光様！──赤せき兎と！　光様を早く！」

　大男が愛あいの脇わきを抜けて駆け寄る。だが。

「てめえっ！」

　光が吼ほえ、彼は獅しぃ子こもろとも吹き飛ばされ、森の木の一本に激突し、幹みきをへし折った。うう、と呻うめいて赤兎は動かなくなり、獅ぃ子も苦しそうな息を漏もらす。

　だが、光がそれを気に止める様子はなかった。

「何で出てこれんだよっ！　まだ何もしてねえだろうがっ!!」

「白鳥さんにひどいことをさせるもんか！　白鳥さんはいつも僕を庇かばってくれた！　みんなも僕にとてもよくしてくれた！　おまえなんかの思い通りにさせるもんか！」

「この……くそ餓が鬼きがあっ……！」

　ただ呆ぼう然ぜんと。

　愛は、光がまるで一人芝居のように、くるくると表情を変えながら一人で怒鳴りあう様子を見つめるしかなかった。

　混じっている？

　ルシファーと、光が。

「白鳥……さん……」

　光が顔を上げる。

　額ひたいには珠たまのような汗が噴ふき出だし、ほんの十数秒のことであったはずなのに、目の下にはくっきりと黒い隈くまができて、顔面は蒼そう白はくに変わっている。

「この悪あく魔まは……僕が、何とかするから……」

「だ、だけどっ！」

　愛は、駆け寄って抱きしめたかった。腹を押さえていまにも倒れそうな光を、支えたかった。だが彼は、その瞳ひとみは、そうすることをきっぱりと拒こばんでいた。それも、愛のために。

「……行って……」

　微笑ほほえむ。壊れそうなのに。壊れそうに。

「……ありがとう、白鳥さん……それに、みんなも……。目的は違ったかもしれないけど、僕は少しだけ、強くなれました……。生徒会長選挙……自分で立候補したんだよ……？　信じられないよね……」

「や、やだ……」

　声が震ふるえるのを、愛はどうすることもできなかった。

「やだよ、光君！　置いてくなんて、できるわけないよ！　だって……だって、好きなんだもん！　どうしようもないくらい好きなんだもん！　光君がいなくなったら、わたし、どうしたらいいの!?　そんなのやだよ！」

　光ひかるの目が、驚いたように大きく見開かれて、血の気を失っていた頰ほおに微かすかに赤みが戻る。

「……ありがとう」

　本当に安心したように、嬉うれしそうに、光は、そう呟つぶやいてうつむいた。

「うれしいなあ……僕のこと、そんな風に思ってくれてる人がいただなんて……」

「……白しら鳥とり、愛あいだけじゃ、ありませんわ」

　苦しげな息の下で、いつの間まにか傍そばに寄った棕しゆ櫚ろに抱き起こされた獅しぃ子こがそう言うのが聞こえた。

「わたくしたちもみんな、光様のことが好きですわ……」

　棕櫚が、巳み和わが、倉くら子こが頷うなずく。

「……ありがとう……」

　光は、本当に嬉しそうに微笑んだ。

「うん……もう怖くない……だから、行って……」

「光君！」

「お願いだよ、白鳥さん……こいつは閉じ込めておかなくちゃ駄だ目めなんだ……僕が、そう決めたんだ……」

「ひか、る……君……」

　愛は伸ばした手を下ろした。

　駄目だ。

　光は止められない。何を言ったところで、気持ちを変えたりはしないだろう。あのときも、そうだった。いいから、と。あっちへ行って、と幾いくら言っても、ただニコニコとして──。

「白鳥愛！」

　哀あい願がんするような、獅ぃ子の声が響ひびく。

「何をしているんですのっ！　光様を止めるのですわっ！」

　そうしたい。

　だけど、動けなかった。光が自分を見つめる視線は、それを許さなかった。

「ありがとう、白鳥さん……僕は大だい丈じよう夫ぶ……」

　光はまるで自分で自分を抱き潰つぶすかのように、腕に力をこめた。骨の軋きしむような音がする。悪あく魔まっ娘こたちの悲鳴に混じって、うっ、と呻うめき、けれども気き丈じように、光は微笑ほほえんだ。

「……ああ……だけど、もう一度、白鳥さんと踊りたかったな……あのときみたいに、オクラホマミキサー……」

「！」

　どくん、と心臓が大きくひとつ鼓こ動どうを打ち、愛はエプロンの上から、胸を押さえた。

　炎の周りで輪になって。

　音楽に合わせて、くるり、くるり、と踊る。

（憶おぼえててくれた……）

　嬉うれしさに、体が震ふるえる。

　あの日。

　小学校五年生の、公立の悲しさか、時代遅れの林間学校で、富士五湖畔で一泊二日でキャンプをしたあのとき。

　愛あいは、一人だった。

　原因が何だったのかは、もう思い出せない。たぶん、些さ細さいなことだったのだろう。イジメというところまでには、いってはいなかったけれども、自身も意地を張って、謝ることも妥だ協きようすることもしなかったので、キャンプファイアが始まったときには、クラスメートの輪から離れて、一人ぽつんと座って、ただ炎を睨にらんでいた。

　そんなだったから、当然、踊りが──オクラホマミキサーが始まっても、輪の中に入っていけなかった。

　当時の担任も、たった一度、愛が首を横に振ると、白しら鳥とりは具合が悪いから、と他ほかの先生に説明して、あとはほったらかしだった。

　それでいいと思っていた。

　だけど……。

　恥ずかしがりながら、ちょっと嫌がったりしながら、それでも楽しそうに踊るクラスメートの姿を見るうちに、視界がぼやけてきた。泣いていると気づかれたら、それをネタにまたからかわれると思い、涙がこぼれないように夜空を仰いだとき。

「あの」

　優しい声とともに、差し伸べられた手があった。

「踊りませんか？　僕、のろまだから、相手がいなくって」

　それが、光ひかるだった。

　神かみ代しろ光──もちろん、名前は知っていた。顔も知っていた。クラスが同じだったし、何しろ大富豪の一人息子なのだから、両親も話題にした。

　けれど、愛自身、仲が良かったかといえば、そんなことは全然なかった。

　光はいっつも一人でいたし、何かといえば用事を押し付けられて、それでも何も言い返さずにニコニコしている姿を、心の隅すみの方で、弱虫、と思っていたから。

　それなのに。

「わ、たし……？」

「うん」

　無む邪じや気きな笑顔で、手を差し伸べてくれた。

　初めは意地をはって『あっちへ行って』と言って顔をそむけたが、それでも手を伸ばし続けてくれた光ひかるに、気付けば愛あいは、そうするのが必然であるかのように、その手を取って立ち上がっていた。

　そうして二人きりで、パートナーを交こう換かんすることもなく、ずっと。

　くるり、くるり、と踊った。

　キャンプファイアの炎が小さくなり、音楽が止まるその瞬しゆん間かんまで。

　それが、きっかけだった。

　愛が光を意識し、彼を庇かばうようになったのは。もちろんそのときは、それが《恋》だなんて知らなかった。だけど《愛》に変わったいまなら、わかる。自分と光は、あの日、あの夜から、始まったのだと。

　それを、光は憶おぼえていてくれた。愛は忘れていたことなのに。

　大事に想おもっていてくれた。

　それが、とてもとてもとてもとても嬉うれしかった。

（ああっ、光君……っ！）

　体の奥が熱くなる。

（くる……なんかくるよお……っ！）

　込み上げて、くる。

　すごいものが体の内側から、ずん、と突き上げてきて、愛はのけぞった。心ごと、空に持っていかれそうな。そんな感じが。

「あ……あああああああああああああああああんんんんんっっっ!!」

　頭の中で、光りが爆発した。

　怒ど濤とうのように快感が押し寄せてきて、びくんびくんと体が跳はねるように震ふるえる。

　そして、それが過ぎるときには、裸足はだしで砂浜に立っていて波が引くときの、あの何ともいえない足の裏の、何もかも持っていかれるような感覚を全身で味わっているような、そんな感覚に包まれて──もう立ってなどいられなかった。

　溢あふれる。

　溢れて、こぼれてしまう。

　自分の意志とはまったく無関係に、ひくひくと蠢うごめいている。

　──愛！

　切せつ羽ぱ詰つまったような天使の声に、愛は、ハッと目を開き、そして《それ》を見た。

　目の前に、矢が浮いている。

　ただの矢ではない。眩まぶしいほどの光りに包まれて、支えるものもないのに、ゆっくりと回っている。下を向いた鏃やじりは、薄い桃色をしてハートの形を思わせ、風かざ切きり羽ばは、天使の翼つばさのそれに似ている。矢自体は、ガラスか何かでできているような、注意をして見なければ、鏃と風切羽しかないようにも見えるほど、透明感が高かった。

　──それを手にしろ！　それはおまえの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》！　おまえの想いが結実して《矢》となったものだ！　それならば！

（ルシファーを吹っ飛ばして、光ひかる君を取り戻せるっ!?）

　光りに向かって、愛あいは手を伸ばした。

「やめろおっ！」

　自分を拘こう束そくしたような格好で、光──否いな、ルシファー・光が叫ぶ。

　構わず、愛はその矢を──光りそのものを摑つかむと、左手の人差し指を伸ばし、見えない弓に番つがえるように、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を構えた。ぴん、と手ごたえがある。見えなくても、確かにある。この矢を射るための、弓が。

「おまえらっ、こいつを止めろっ！」

　唾つばを飛ばして、ルシファー・光が叫ぶ。ハッとしたように、倉くら子こが、巳み和わが、動く。だけどもう遅い。そんなところからじゃ、間まに合わない。

「下がって！」

　愛が叫んだ瞬しゆん間かん、光との距離はそのままに、ぐん、と道が広がって森が遠ざかった。当然、そこにいた悪あく魔まっ娘こたちとも離れる。

「てめええええっ！」

「ルシファー！　光君は絶対に守ってみせる！──わたしの《愛あい》の力でっ！」

　指を離す。

　ひゅん、と空気を裂さく音を立て、《天使の弓矢》はルシファー・光の胸に吸い込まれ、一瞬の静せい寂じやくの後、後ろに突き抜けた。

　雷らい鳴めいのような、悲鳴のような音が轟とどろき、何か真っ黒い霧きりのようなもの──それは小さな羽は虫むしの群れだったのかもしれない──が、光の体から噴ふき出だし、それを追うように、まるで洗い流すかのように、暖かな光りが放たれて、すべてを白く染めていく。

　道が、樹きが、エプロンが、服が、消えていく。

　裸になる。

　──やった！

　天使の声が聞こえる。

　そして。

　広がる白い闇やみの中、愛は遠くなる意識の中で、確かに見た。

　まるで、陽ひだまりで丸くなって眠っているかのような、穏やかな光の微び笑しようを。




　　　　☆




　……はっ！

　まるでひどい悪夢を見ていて、そこから覚めたときのように、愛あいは、ほとんど跳はね上がるように体を起こすと、すぐに辺りを見回した。

　暗い──だが、真っ暗というわけではない。緑色をした明かりが、ぼんやりと周りを照らし出している。

　地下室だった。

　光ひかるの屋敷の、階段の下に隠された部屋。そこの階段を降りたあの部屋に、愛は座っていた。

　服は、ちゃんと着ている。

　周りには、裸に毛皮のマントを羽は織おっただけの少女が七人と、大男が一人。竜りゆう一いちは巳み和わを抱きしめて、安あん堵どした顔でその髪を撫なでている。それに──

（光君……）

　腕の中で仰あお向むけになって胸に頭をあずけ、彼は、静かな寝息を立てていた。その顔はとても穏やかで、ルシファーの影はどこにも見つけられなかった。

　──おまえの矢のおかげだ。

　そう聞こえた天使の声は、いま迄までで一番優しかった気がした。

　──私が前に授けたものとは違う、おまえの純粋な想おもいが創つくり上げた、対・神かみ代しろ光専用の《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》。あれがあれば、このあと再びルシファーが表に出てきたとしても、《浄じよう化か》が可能だろう。

（って！　いなくなったわけじゃないんですかっ!?）

　──何を言っている。いなくなるわけがなかろう。《ルシファー》と《神代光》と《ルシフェル》は、人格は異なるが、魂たましいは同一だ。吸収同化しない限り、いなくなるなどということはありえん。そしてそれは、肉体のある限りはありえぬ。

（聞いてねえよ！）

　──言ってねえし。

　真ま似ねて返しやがった。

　──というわけで、だ。

　愛は、見えない手で、肩を叩たたかれた気がした。

　──神代光が昇しよう天てんするその日まで、頑がん張ばれ、白しら鳥とり愛！

（そ、そんなあ！）

　ぎゅっと光の頭を抱きしめ、愛は真っ暗な天を仰あおぎ、そして、叫んだ。




「──この世には、神も仏もないのーっ!?」







[image: えぴろーぐ　白鳥愛の独り言・りたーん]







　え？

　その格好は何だ、ですか？　天使様。

　見てわかりません？

　メイドですよ。

　メ・イ・ド。

　光ひかる君は、そんなことしなくてもいいですよ、って言ってくれてますけど、やっぱり……そうは、いかないじゃないですか。

　お屋敷は広いのに、掃除をする人はあんまりいないし。それに、家族でお世話になってるんですから。

　しかも、ただで！

　何かやらないと申し訳なくって、いられないですよ。

　……お手伝い程度ですけどね。

　にしたって、天使様！

　まさか本当に、家が失なくなってるなんて思いませんでしたよ！

　てっきりルシファーのハッタリだとばかり思ってたのに……。

　光君が、お屋敷に来ませんか、って言ってくれなかったら、天使様、どうするつもりだったんですか？

　そうならなかったら、わたし、お引越しでしたよ？

　そのときは、そのとき？

　まあ確かに、ならなかったことをあれこれ考えても、仕方ないっていえばそうですけど。

　でも、よかったですね。

　光君は、このお屋敷に戻れたし。

　悪あく魔まな女の子たちからも、離れられたし。

　でも諦あきらめたわけじゃない、ですか？

　ええ、わかってます。

　田た名な網あみさんと那な賀が花はなさんは、何もなかったみたいに学校、来てますし。

　宇う美み野のさんも、登校、始めたみたいだし。

　明あけ星ほしさんが廃はい教きよう会かいの敷地をほとんど買い取って、そこに自分たちのための、小さなマンションをあっという間まに建てて、そこでみんなで暮らし始めるし。

　ええ、そうですよ、言いつけ通り、偵てい察さつしてきましたもん。

　だから、ストーカーじゃねえ！

　……こほん。

　えーと……不ふ敵てきですよね。元・教会の敷地に、悪魔の前線基地を作るなんて。

　だけど、いいんですか？　あれ。

　建物、近すぎません？

　あそこじゃお屋敷の中、覗のぞけちゃいますよ。光ひかる君の部屋とか、実は丸見えだし。その辺、光君は無む頓とん着ちやくっていうか……わたしが、しっかり見ててあげないと！

　んふふ、そうですよ？

　光君、今度は憶おぼえててくれたんですから。

　わたしが……好き、って言ったこと！

　きゃっ♪

　きっとまた忘れちゃってるんだろうなあ、って思ってたから、嬉うれしかったです。

　ま、まあ、裸エプロンは一秒でも早く忘れて欲しいですけど。

　……頭、思い切り殴なぐったら、忘れてくれるかなあ……。

　って、しませんよ！

　冗じよう談だんに決まってるじゃないですか、もう。

　そんな痛そうなこと、しません。光君には、いつだって笑顔でいて欲しいですもん。

　は？

　で、いつ契ちぎるんだ、ですか？

　そんなの、まだまだ先に決まってるじゃないですか。簡単にはしませんよ。

　それには、まず、あっちを何とかしないと。

　わかりますよね？

　その……さ、最中に、変わっちゃったら……大変ですもん！　どっちと結ばれたんだかわかんなくなっちゃうし。

　それは、ありえないでしょう？

　だから、完全に封じる方法を見つけてからじゃないと、危なくて契れません。

　……天使様、いま、上う手まい言い訳考えたな、って思ったでしょう？

　はい、その通りで～す♪

　きゃっ！

　う、噓うそですよぅ、噓ですから、そんな怖い顔で見ないでくださいってば。

　……ふう。

　はい、わかってます。

　しなければならないことは、ちゃんと把は握あくしてます。

　頑がん張ばって、光君の寿命が尽きるまでにしっかり、たっぷりと善よいことをさせようって、ちゃんと思ってますから。

　覚かく悟ご、決めてますから。

　ま、まあ、結婚とか、そういうのはまだ先の話だけど……大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと！

　だって、光君は──




「はーっはっはっ！　っしゃあっ、自由だぜえっ！」




　あっ！　ルシファーの奴やつ、また、光ひかる君と入れ替わって体を乗っ取ったなっ！

　はいっ！

　あいつが無茶しないうちに、元に戻しますっ！　任せてくださいっ！　光君は、わたしが守ってみせます！　この《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》と──




　──《愛あい》の力で！





でぃ・えっち・えぃ　そのろく！《終》









　　　　　あとがき







　みなさん、こんにちは！

　ついに『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ、六巻目となりました。

　ありがとうございます～。

　今巻でとうとう、これしてあーなりましたが、何がこれであーなのかは、中身を読んでいただくとしまして、ですね。

　前巻のあとがきでちょこっと書いた、期待していたこと、ですが。とうとう実現の運びとなりました！

　それは──『でぃ・えっち・えぃ』、コミック化！　『電撃コミックガオ！』さんで、すでに連載が始まってます。第一回目の原稿は、ラフで見させてもらったのですが、なんかこう、楽しいです。

　こういうの、初めての経験なので、嬉しいですね。

　ぜひ、そちらの方も見てくださいませ！




　ところで。

　相変わらず怒ど濤とうの日々がつづいています。自分で受けたんですから自じ業ごう自じ得とくなんですが……死にそうデス。仕事、多すぎて。

　あー、やばい。

　マジやばい。

　あれとかこれとかそれとか、やばい。やばすぎる。

　…………。

　ま、まあ、とりあえず、執筆環境は整いつつあるので、その辺はいいんですが。体が二つ──いや、三つ欲しいです。マジで欲しい……。

　猫の額ほどの庭の手入れとかもしなくちゃならないし。

　鉢で栽培してる、茄な子すと苦瓜ゴーヤの世話もしなくては駄目だし。

　あー……早く実らないかなあ、苦瓜。




　ということで。

　六巻を読んでくださった方はなんとなくお分かりだと思いますが。『でぃ・えっち・えぃ』はこの巻で、一区切りです。

　と言っても、終わるわけではなくて。

　次からは、登場人物たちの立ち位置が多少変化した、新しいシリーズとなります。

　まあ、名前はそのまま『でぃ・えっち・えぃ』になると思いますが。

　多分『そのなな！』に。

　で。

　その間にもしかしたら一巻、短編集を挟みこむかもしれません。

　お届けは、おそらくお正月になるかと思います。

　短編集なら、お年玉、って感じ？

　お楽しみに！

　何はともあれ、遅れることのないよう頑張ってまいりますので、引き続き『でぃ・えっち・えぃ』を、よろしくお願いします！




　それでは、またお逢いしましょう！




　二〇〇六年　七月下旬


ゆうき　りん　






※『でぃ・えっち・えぃ　そのろく！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とはなんらの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。










でぃ・えっち・えぃ そのろく!
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